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序

三重県は日本のほぽ中央に位骰し、山海の豊かな恵みを受けて古くから文化が栄えてきま

した。なかでも北勢地域は、東西・南北の交通の結節点として重要な役割を果たしてきた地

域です。人や物の往来は、肥沃な伊勢平野を背景に当地域に豊かな文化をもたらし、多くの

遺跡を残しました。

さて、三重県埋蔵文化財センターでは、平成 9年度から、第二名神高速道路の建設に伴う

発掘調壺において、都道府県レベルで初めて民間の発掘調壺機関を導入し、現地調壺の迅速

化を行ってまいりました。当初、どのような形態で導入するかなど試行錯誤ではありました

が、早いもので 5年の月日が経ち、ようやくその体制も年々改善され、整いつつあることと

認識しております。

同時に、いくつかの問題点も明らかになってきました。あくまでも委託する側の私達は公

の立場として発掘現場にどう立ち向かうか、調査に携わる者の資質はどうあるべきか、民間

発掘調壺機関の評価基準をどうすべきかなど、まだまだ課題は多いものです。

しかしながら、開発に伴ってやむなく現時点で発掘調杏されてしまう、地域の歴史の生き

証人である遺跡を、いかに後世に語り伝えていくか、これはどんな体制であろうが変わらぬ

ものといってよいでしょう。

本書は、伊勢湾を一望できる高所に築かれた、弥生時代後期の環壕を伴う高地性集落であ

る金塚遺跡、また本県では初の本格的な横穴墓の調壺となった金塚横穴墓群、さらにその西

側に広がる山村遺跡の調在成果を収録してあります。私どもといたしましては、この成果報

告書が文化財保護の一助としてご活用頂ければ、幸いに存じます。

最後になりましたが、調壺にあたりましては、日本道路公団中部支社、同四日市工事事務

所、三重県県土整備部高速道推進室、同四日市駐在、三重県企業庁、関係市町村教育委員会、

関係機関および地元自治会をはじめとする多くの方々に温かいご理解とご協力を頂きまし

た。末筆になりましたが、原くお礼申し上げます。

平成14年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長桂川哲
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ー 本1}• は、 ,,z成 9 年度より＿り「｛県が日本道路公団中部支社(,,~成13年2月、 II本道路公1-t]名占尻建設屈より改称）

から委北を受けた、近畿n動Iド道名占屋神戸線（第二名神）愛知県境～四11市JCT建設和に地にかかる埋蔵文
化財の発掘，凋介のうち、平成 9年度と10年度に現地調介を実施した金塚造跡・金塚柚穴絡群と、平成11年度に現

地，翡介を実施した山村遺跡の発掘調介報告内である。
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調在にかかる費）11は、 [J本道路公団中部支社の負担による。
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調在期間中には下品の方々・機関にご指導・ご協力をT印いた。品して感謝の怠を表します (/lit{不lnl・敬称略）。

池端泊行（津市教脊委員会）・稲坦寿＾（山村町在仕）・稲虹義一 (III村町在住）・ハ黒立人（愛知県刑蔵文化財

センター）•石川成年（柏原rli教育委員会）・池 L、I許（立化大学）・岩田文外','(淀江町教育委員会）・ 1,·;-野見司（東



海学園女f短期大学）• 江坂輝弛（慶応義塾大学）• 岡田登（阜．学館大学）・尾野善裕（点都国立博―．物館）・落合附

久（松江市文化振穂巾業団）・笠Jt:賢治 (I・.野市教育委員会）・葛山拓也 (I'll日,1idi教脊委員会）．患坪＾樹（原

都府埋蔵文化財調介研究センター）・小林昭彦 (k分県教育庁）・小1社直fl)-j・後藤哲男（松江di文化振興事菜団）．

ド村登良男・城）i康利（太宰府,ti教脊委員会）・鈴木ーイI(浜松市博物館）・高山純（帝塚山大学）• 竹内英昭

(-:~ifi: 県教育委員会スポーツ• 生涯学習課）・川村梧（直方市教育委H 会）• 田村隆太郎（財団法人静岡県埋蔵文

化財調介研究所）・沖村善袖（三重県立栂物館）・寺澤薫（奈良県立橿原老占学研究所）・難波洋三（以都［司立t専

物館）• 西山要＾（奈良大学）• 長谷川述（京都府立丹後郷L資料館）• 平野芳英（島根児立八玄立つ風上晶の丘

責料館）・占後憲治（鞍手町教脊委員会）• 松井一明（袋J卜市教育委員会）• 松下宏（山村町在fr). 松ド学辛（ト

井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム）・丸ill寇平（名古屋女f大学）• 水野iE好（奈良人学）・村木誠（見l盾台杓占

賽料館）・村I・.久和（大分県教脊庁）• 森逸郎・森泰通（豊川市教育委員会）• 森岡秀人（｝壮約Ii教育委員会）• 山

岸良―: (東邦人学中翡等学校）• 山村信榮（太宰府di教育委員会）・渡辺；；成（名占附大学）・渡辺智忠芙（元輿か

文化財研究所）・ II本道路公団中部支社・ [ri]IJL]日,H1事事務所・て重県県十整備部翡速道推進喉・ In]PL! 11 rh駐在・

：重県北勢県民屈I'llF-Ji!S建設部・：．重県企業）r・liIJ北勢水道事務所・四ll 市市教脊委員会• 朝日町教脊委員会・

川越町教育委員会・四LJ市市八郷地区市民センター・八郷地区連合自治会・広永町自治会・北永台目治会・ 1廿村

町「1治会.T-代川町,・,治会・伊坂町自治会・伊坂台i'i治会・埋縄地［メ:自治会・地元地権者各位

5 本内の執箪分担は、 t-1次と文未に示したとおりである。また、松下幸孝氏(+.井ケ浜・人類学ミュージアム）

には横穴硲出L人骨·の分析についての御報文をいただき、（財）元興寺文化財研究所による銅鐸片・耳環・咲i~

の分析報告内も掲載した。

本内に掲載した写真の撮影、逍構・遺物図版の作成は、調介・報告担‘片者が行い、全体の編集は服部が行った。

6 本畠で報告した遺跡の叫録類及び出t逍物は、｛煎県狸蔵文化財センターが保管している。

7 本,Irに）flいた地図および逍構実測図は、同十玉1月在法の第VI系座標を基準とし、方位の表示は1巫椋北をぷす。な

お、当地域の磁北は 6度50分世偏する（平成元年現在）。

8 本内で使用した日けおよび遺物ついては、小山・竹原編『新版標準色帖』 (9版1989) を使J+lした。

9 2つの遺跡については、既FIJ『近畿自動車迫名古厨神戸線（第二名神）愛知県橙-VLI日r!iJCT埋蔵文化財発

掘調在概要II』(_:屯県雌蔵文化財センター 1999・3) と『近畿自動車道名占屋神）―i線（第＿こ名神）愛知県境～

四flrtiJCT雌蔵文化財発掘調介概報III』（直県耶蔵文化財センター 2000・3)にその概要を公表しているが、

本書をもって正式報告とする。

10 本内に川いた逍構表ホ略記号は、次のとおりである。

SB: 掘立柱建物 SD: 環壕・溝 SH: 竪穴住屈 SK: 土坑 sx: 墓

11 スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、スケールバーを参照ください。
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ー 前 言

1■ 

①
 

経 過

近畿自動車道名古屋神戸線の概要

東名・名神高速道路は、我が国の基幹交通を担う

大動脈として産業・文化・経済活動に大きな貢献を

果たしてきた。 しかし、供用開始後30年余を経過し

た現在、ほぼ全線にわたり混雑が著しく、本来の高

速性・定時性が低下しつつある。このままでは、量

的増大に加え、多様化する将来の交通需要に対応す

ることが困難であると予想されている。

高速自動車国道近畿自動車道名古屋神戸線（第二

名神高速道路）は、第二東名高速道路と共に、これ

らの問題に対応し、先発路線である東名・名神高速

道路と一体となって、四全総で提唱されている交流

ネットワーク構想を椎進するための高規格道路網の

根幹となるものである。

三重県内では、愛知県境から四日市市伊坂町の近

畿自動車道名古屋関線（東名阪自動車道）

平成元年 2月、愛知県海部郡飛島村～神戸市

165kmについて基本計画が決定され、平成2年12月

には長島re~四日市JCTが都市計画決定された。

この間、平成元年4月に県教育委員会内に三重県

埋蔵文化財センターが設置され、埋蔵文化財保護行

政を主体的に担当することとなる。同年10月には

「東海環状自動車道・伊勢湾岸道路・北勢バイパスに

係る埋蔵文化財保護連絡会議」を開催し、関係市町

村と事業計画の概要・埋蔵文化財の所在状況と確認・

その保護取り扱いについて協議した。平成2年には

伊勢湾岸道路と接続する東海環状自動車道の分布調

5月に『東海環状自動車道建設予定地内

埋蔵文化財分布調在報告』で建設省に報告したが、

在を行い、

との交差

箇所である四日市JCTまでの約14kmについて、平

成14年度供用を目途に急速な工事が行われている。

その経路は、愛知県境から長島町・桑名市と伊勢湾

岸を南下し、川越町で方向を大きく西に転じて、朝

明川北岸の沖積低地から朝H丘陵南縁の朝日町・四

日市市を通るものである。なお、

②
 

この経路は第二東

名高速道路の一部を含めて伊勢湾岸道路とも呼称さ

れる。

調査に至る経緯

第二名神高速道路については、昭和62年6月四全

総の高規格幹線道路として位置づけられ、 9月には

名古屋市～神戸市170kmが予定路線に編入された。

昭和63年1月、建設省（現

重県教育委員会に埋蔵文化財についての照会があ

国土交通省）から已

り、その取扱いに係る協議が開始された。県教育委

員会では関係市町村教育委員会と協議を行うと共

に、伊勢湾岸道路（第二名神・東名の一部分）路線

内の埋蔵文化財の有無・現況を同年 3月『伊勢湾岸

道路・北勢バイパス建設予定地内埋蔵文化財一覧I』

で報告した。

伊勢湾岸道路に該当する四日市JCT~四日市北JCT

では 7遺跡が報告されている。伊勢湾岸道路につい

ては、平成元・ 2年度に路線内の分布調企を実施し、

平成3年3月に『伊勢湾岸道路・北勢バイパス建設

予定地内埋蔵文化財一覧II」として集成した。 6月

には愛知県境～四日市JCTの分布調在結果として路

線内10遺跡111,000rrlの所在を通知した。平成 3年

12月第二名神高速道路の飛島村～四日市市19km、

亀山市～城陽市68kmについて整備計画が決定され、

同月に日本道路公団に調査指示が出された。その

後、平成5年11月には、上記区間について、近畿自

動車道飛島神戸線（第二名神）として建設大臣から道

路公団に施工命令が出された。なお、平成4年 1月

には、四日市JCT~四日市北JCTが都市計画決定さ

れている。

この間、分布調壺結果をもとに路線内の遺跡の取

扱いについて、道路公団・県士木部高速道推進室・

県教育委員会・県埋蔵文化財センターで協議を実施

し、県教育委員会側から四日市JCT予定地に所在す

る伊坂城跡について路線変更による現状保存を要望

した。協議を重ねたが、路線は都市計画決定後のた

めに変更困難との結論に達し、伊坂城跡は記録保存

の取扱いに決した。但し、今後は都市計画決定前に

協議をするよう申し入れた。なお、四日市北JCT~

亀山JCTの分布調在依頼を受け、平成 5年12月に

-I-



『第二名神自動車道埋蔵文化財分布調企結果報告（四

日市北Jct~亀山JCT)」で報告した。

平成 6年度末には、道路公団から飛島村～四H市

市について平成14年度供用の工事計画が提示され、

この区間についての埋蔵文化財調在に関する協議が

上記四者間で開始さた。平成8年度には、翌9年度

からの発掘調壺着手にむけて、調杏体制・年次計画

など具体的な調整・協議を重ねた。また、路線内の

遺跡範囲の確定については同年度冬季に現地の幅杭

打設後に 1/1,000平面図をもとに行うこととした。

調在体制については後述するが、県埋蔵文化財セ

ンターの調壺体制に組み込む形で、民間調杏機関の

活用をはかることとなった。

なお、路線名は平成8年8月に近畿自動車道名古

屋神戸線（第二名神）と改称され、調介対象となる

愛知県境～四日市JCTの1/1,000平面図による再分

布調杏の結果を平成9年4月に『近畿自動車道名古

屋神戸線（第二名神）愛知県境～四日市JCT建設予定

地内埋蔵文化財一覧II」として、12遺跡を報告した。

該当遺跡については、その後、工事用道路建設に

伴い新たに 1遺跡（山村遺跡）を追加したほか、遺

跡名称の見直しを行った結果、平成13年度現在で

は、第 1表に掲げる13箇所16遺跡となっている。

以上のような経過を経て、平成9年度には当埋蔵

文化財センター調杏第二課に近畿自動車道名古屋神

戸線（第二名神）愛知県境～四日市JCT担当職貝を

配置し、事業地内の発掘調壺を開始するに至った。

③ 発掘調査業務の概要

調資開始にあたり、日本道路公団名古屋建設局

（現 中部支社）と三重県の間で、平成9年4月1日

付けで「近畿自動車道名古屋神戸線建設事業に係る

埋蔵文化財発掘調究委託に関する協定書」を締結し

た。その内容は、昭和42年9月30日付けで日本道路

公団と文化庁との間で交わされた「日本道路公団の

建設事業等工事施工に伴う埋蔵文化財位蔵地の取扱

いに関する覚書」を基本とする。現地調在期間につ

いては、平成11年度末までを目途とし整理報告作業

は、現地発掘調壺完了後3年以内までを目途とする

とした。また、同時に平成9年度の委託契約も締結

した。

なお、年度毎に締結する委託契約については、平

成10年度は、当該事業に加え日本道路公団事業とし

-2-

て新たに第二名神亀山東JCT~滋賀県境、および近

畿自動車道名古屋関線亀山～亀山、同自動車道尾鷲

勢和線紀勢～勢和に係る埋蔵文化財の発掘調査も実

施することとなったため、これら 3路線4区間につ

いて締結した。翌11年度からは、第二名神亀山東

JCT~ 滋賀県境については亀山市教育委員会が担当

することになり、これを除く 3路線3区間の発掘調

壺にかかる委託契約を締結している。

さて、調介は現地調介 (1次整理を含む）を優先

としたが、用地状況の理由から平成 9年度が範囲確

認調在のみに留まったことなどもあり、当初予定か

らはやや遅れ気味となった。しかし、平成12年度に

は現地調杏をほぽ終了し（現地調壺の経過について

は第 1表参照）、平成13年度からは 2次整理及び報

告書作成にも着手することとなった。

この間、本書で報告する金塚遺跡および金塚横穴

墓群は平成 9年度に範囲確認調在を実施し、翌10年

度に本調在を実施した。また、山村遺跡は、 11年度

に範囲確認調壺および本調査を実施している。

平成13年度は、伊坂遺跡および東海道想定地で約

1,500rrlほどの現地調在を実施したが、調究業務の中

心は整理・報告書作成であった。その対象は伊坂城

跡、菟上遺跡、金塚遺跡、金塚横穴墓群、辻子遺跡、

山村遺跡であるが、これらのうち 3遺跡について報

告書を刊行する運びとなった。

ところで、三重県埋蔵文化財当センターでは平成

8年10月1日付け及び平成10年9月29日付けの文化

庁次長通知を受け、平成10年3月と平成11年3月に

埋蔵文化財の取り扱い基準を改訂している。その発

掘調在基準では、道路の橋梁については橋脚間を除

く工事影響範囲のみを調杏対象としており、当該業

務においても橋脚間は路線内での保存地区としてい

る。また、菟上遺跡と辻f遺跡に関しては、第二名

神と交差する県道工事にかかる発掘調在が一体的な

調壺となるため、三重県県士整備部の経費負担によ

り道路公団事業と同時に同様の体制で実施した。整

理・報告書作成業務についても同様である。

日常の調査業務は、平成9年12月に四日市市伊坂

町126-1に開設した「近畿自動車道名古屋神戸線

（第二名神）発掘調介整理所」を拠点としている。

その他、普及公開事業としては、調査成果を速報

する発掘調在ニュース「あさけのいにしへ」の刊行



面積 (niり
No. 遺跡名 所在地 種別 平成9り•• 平成10り:• 平成11り•• 平成12り'-¥ 成13年

分布面積調杏面積

13,312 7,172 6,110 

］ 伊坂城跡 四wdi iii伊坂町 城館跡 22,600 

ん如,. 6 7 4 測贔 範 674

゜2 丸内遺跡 PL/ 11 rhrfi伊坂町 遺物散布地 2,600 

範 120 範 120

5,710 2,970 2,740 

3 西ヶ広遺跡 四H市市伊坂町
集落跡

官而跡
6,670 

範 '1'12 範 328 範 11 範 70 

12,364 8,320 

伊坂逍跡

4 銅鐸出土地
四11rti rlT伊坂町 集落跡 26,100 

範 260

778 778 

5 束海道想定地 四11rli rli伊坂町 道路跡 12,100 保{f6,300 

範 950 範 256

29,118 13,598 

6 位 I・逍跡 i'LI ll didi伊坂町 集落跡 33,300 

範 2,239 範 2,239

゜7 束'V古追跡 四H市市山村町 遺物散布地 l, 100 

範 54 範 51 

3,976 3,976 
金塚遺跡・

8 詞横＇パ雌群 四日市加]j村町
集落跡

5,390 保存 340 

（旧金塚古墳群）
横穴雌

範 119 範 119 範 270

2,102 1,939 163 

， 城ノ谷遺跡 四fI rlidi広水町 集落跡 7,700 

範 523 範 318 範 175

970 970 
広永城跡・1,;J古

．．屯郡向JI=!町
城館跡

10 墳群・横'j(t;];群
四日 rlirli広永町
古墳 2,600 

(IIJ Jム永城跡） 横穴雌
範 316 範 316

□ 13,533 □ 8,818 □ 1,715 

11 辻＋遺跡
~-車郡朝 H 町 集落跡

保存 8,410
四II市m広永町 荘園関連 27,600 

範 937 範 937

゜12 占川追跡
".;fi; 郡川越町

遺物散布地
］菫郡iJi）田町

18,800 

範 1,035 範 833 範 202

1,071 1,071 

13 山村遺跡 四日市巾山村町
煤

1,120 
集落跡

範 110 範 110

82,934 15,703 38,787 

合 計 13ヶ所16遺跡 167,980 註15,050

範 8,079 範 2,637 範 4,089 範 329

第1表 第二名神（愛知県境～四日市JCT)埋蔵文化財発掘調査経過表

（分布面積 (rri) は平成12年12月段階、口印は複数層の累計面積）
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3,250 

範 275

15,520 

27,650 

範 345

794 

範 260

範 119

791 

範 679

概 要

城の東端から尾根を縦貫してt郭に
ぅミる道を確認。その両側には犀敷地

が配岡されているC

弥生～室町時代の遺物散布がみら

れたが、遺構・追物なし

朝川郡面の候補地。奈艮時代の竪

穴仕屈と掘ヽ'1:杵建物を確認。掘ヽゲ杵

建物ぱ台地の平瑣部に、堅穴仕屈

はその北の斜1hiを削りだして建てら

れている。

汀い時代に扁平紐式袈裟欅文銅鐸

が出 I:。古墳IIか代前期の竪穴住屈
を検出したほか、瓦窯の灰原を確

＂玖、心Jo 

古代束海道の想定地。本調森700面

残りあり。 'V成13年度の範囲確認調
介では、道路に関連する可能性の考

えられる溝l条が確認、されている。調

整池部分保存c

弥!J:~奈良時代の竪穴仕居・掘ゞI
村建物、弥生時代の方形周溝俵を

確品。交恙する県道路線(,定地内

述べ7,600nfも調介:o

古J:Jけ、『代以降の追物散布がみられ
たが、追構・追物なし。

丘陵TR部で弥牛時代後期の高地性
集落と墳丘漿2基、西尾根で横穴雌

4基を確認、。銅鐸片が出士。一部仏

面保存。

弥牛時代後期の竪穴住居、古墳時

代の掘立杵建物を確認。

方形周溝堡l基、横穴式石室l払、

横穴埜6枯（痕跡含む）を確認。城跡

の堀・ 1出を確認。

上層で中世の掘ゞi柱建物群・条里
溝等を確品。卜州で弥牛～古墳時

代の竪穴仕居•水田等を確認。橋脚
間保｛孔県道市業で、 □9,331 nfを
本調究。

範囲確認の結果、遺構なし微贔の

遺物が出士したのみ（第＾ー名神・北

勢バイパスとも）。

弥牛時代の環壕2条・方形周溝鯰l

晶等を確認



や現地説明会、調壺報告会、展示会、遺跡見学、体

験発掘などを実施した。その詳細は第2表にまとめ

たとおりである。

また、この間、発掘調杏をはじめとする業務の実

施にあたり多くの方々・機関のお世話を頂いた。改

めて感謝いたします。

年度 内 容 実施場所 実施日

親子体験発掘 辻子遺跡 10年8月21日

室内作業体験 整理所 10年10月1日

平
現地説明会 広永城跡 同古墳群 同横穴墓群 10年11月1日

成 体験発掘 辻子遺跡 10年11月20tl 

10 遺跡見学 金塚遺跡 詞横穴墓群 10年11月25B

年 現地説明会 金塚遺跡 同横穴墓群 11年1月17日

度 遺跡見学 金塚遺跡 11年1月22日

現地説明会 城ノ谷遺跡 11年2月6日

調査報告会 朝日町立歴史博物館 11年2月278

子ども体験発掘 辻子遺跡 11年8月10日

親子体験発掘 菟上遺跡 11年8月22日

遺跡見学 菟上遺跡 11年10月13日

平
調在報告会 四日市市八郷地区市民センター 11年10月31日

成
体験発掘 辻子遺跡 11年11月11日

11 
現地説明会 辻子遺跡 11年11月21B 

年
現地説明会 菟上遺跡 12年1月16日

度

現地説明会 西ケ広遺跡 12年 1月16日

現地説明会 伊坂城跡 12年 1月29日

遺跡見学 菟上遺跡 12年2月17日

歴史学習 四日市市立大谷台小学校 12年5月16日

体験発掘 菟上遺跡 12年8月23日

体験発掘 菟上遺跡 12年8月24日

平
体験発掘 菟上遺跡 12年8月24日

成 現地説明会 伊坂城跡 12年10月1日

12 遺跡見学 両ケ広遺跡 12年10月30H

年 遺跡・整理所見学 菟上遺跡、整理所 12年11月10日

度 現地説明会 菟上遺跡 12年11月26日

現地説明会 伊坂城跡 12年12月10日

現地説明会 西ケ広遺跡 13年 1月14日

2 調査の体制

調在は三重県教育委員会が主体となり、三璽県埋

蔵文化財センターが担当している。

平成9年度から12年度の間には「県教育委員会・

市町村教育委員会職員人事交流実施要綱」に基づい

て、朝H町・川越町・四日市市の各教育委員会から

職員の派遣を受け、調杏体制の強化、充実をはかっ

た。また、現地調在については民間調壺機関を導入

した。その詳細は事項にまとめる。

参加者数 備 考

30人 四日市市八郷地[/(市民センター

27人 朝日町立歴史博物館

150人

70人 朝H町立朝日小学校 (6年生）

32人 貝弁郡教育研究会地域の歴史研究部

350人

110人 四H市市立八郷小学校 (4年生）

150人

80人 辻子遺跡

14人 朝日町立歴史博物館

31人 四日市市八郷地区市民センター

35人 員弁郡教育研究会員弁の歴史部会

90人 伊坂遺跡

68人 朝H町立朝日小学校 (6年生）

120人 県道四日市朝日線辻子遺跡と同時開催

350人

250人

370人

12人 東員町教育委員会、同文化財調在委員

108人 6年生対象、講師派遣

32人 四日市市八郷地区市民センター

18人 北勢町立治E!]小学校 (6年生）

12人 四日市市立大谷台小学校歴史クラブ

220人

190人 四H市市立桜小学校

21人 静岡大学人文学部考古学研究室

160人

90人

130人

展示会講演会 四日市市八郷地区市民センター 13年3月15日-3月20日 150人 四日市市八郷地区市民センター主催に協力

平
整理所見学 整理所 13年4月3F-l 40人 四日市市民大学歩こう会

成 整理所見学 整理所 13年5月1日 58人 川越町立川越北小学校6年生
13 
年 整理所見学 整理所 13年6月4 5日 9人 県立四日市商業高等学校地歴同好会

度
整理所見学 整理所 13年7月4日 25人 員弁郡教育研究会社会科部会

発掘調査ニュース「あさけのいにしへ」の刊行

平成9年度第 1号、 10年度第2-5号号外、 11年度第6-10号号外、 12年度第11-13号号外

第 2表普及公開活動一覧表
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以下は、平成 9年度から13年度の調杏体制であ

る。先述の経緯から、第二名神関連県土整備部事粟

担当者についても記載する。

【平成 9年度】

三璽県埋蔵文化財センター調在第二課

主幹兼課長

係

主

主

長

事

事

杉谷政樹

服部芳人

倉田文美（朝日町教育委員会から派遣）

発掘調企作業受託機関

（株）パスコ（古川遺跡、辻子遺跡）

（株）四門（古）II遺跡、辻子遺跡、広永城跡城）谷遺跡、金塚古贋群、東平古遺跡）

【平成10年度】

三重県埋蔵文化財センター調壺第二課

主幹兼課長

主壺兼係長

主

主

主

主

主

技

事

事

事

事

事

師

臨時技術補助員

調壺補助員

調介補助員

調壺補助員

調査補助員

山田

JII瀬

猛

吉水康夫

杉谷政樹

山本義浩

田中久生

服部芳人

倉田文美（朝日町教育委員会から派遣）

賂象（第二名神関連県土整備部事業担当）

水橋公恵

田中美穂

伊藤宏恵（名古屋女子大学学生）

岩城有紀（名古屋女子大学学生）

胡子清子（皇學館大學学生）

坂下真弓（奈良大学学生）

発掘調壺作業受託機関

（株）パスコ（辻子遺跡）

（株）四門（金塚遺跡・同横穴墓群、菟上遺跡、伊坂城跡）

リメックス（株）（広永城跡・同古墳群・同横穴墓群、城ノ谷遺

跡、丸内遺跡、東海道想定地、西ケ広遺跡）

【平成11年度】

三重県埋蔵文化財センター調査第二課

主

主

技

技

技

技

主

主

主

主

主

主

主

主

技

技

技

技

事

事

師

師

師

師

臨時技術補助員

調在補助員

調査補助員

発掘調在作業受託機関

アジア航測株）（伊坂城跡、伊坂遺跡）

（株）発掘建設リンク（西ケ広遺跡、東海道想定地、伊坂遺跡）

（株）パスコ（辻子遺跡、城ノ谷遺跡）

国際航業（株）（菟上遺跡、山村遺跡）

【平成12年度】

三重県埋蔵文化財センター調壺第二課

主幹兼課長

壺

主査兼係長

事

事

事

事

事

事

事

師

師

師

師

臨時技術補助員

調査補助員

倉田文美（朝日町教育委員会から派遣）

田中久生（第二名神関連県士繁備部事業担当）

穂積裕昌

原田恵理子

尾野公恵

角正芳浩

田中美穂

坂下真弓（奈良大学学生）

西岡智子（愛知県立大学学生）

吉水康夫

本堂弘之

森川幸雄

木野本和之

田中久生

服部芳人

竹田憲治

船越重伸

水谷裕康（川越町教育委員会から派遣）

赤松一秀（囮日市市教育委員会から派遣）

金子智子

水橋公恵

穂積裕昌（第二名神関連県士整備部事業担当）

強魚（第二名神関連県士整備部事業担当）新名

田中美穂

西岡智子（愛知県立大学学生）

主幹兼課長

主

係

主

主

主

主

企

長

事

事

事

事

吉水康夫

杉谷政樹

森川幸雄

吉基

発掘調在作業受託機関

岡三リビック（株）（伊坂城跡）

（株）四門（伊坂遺跡、伊坂城跡、西ケ広遺跡）

（株）シン技術コンサル（菟上遺跡、伊坂遺跡）

国際航業（株）（菟上遺跡、東海道想定地）

城

片岡 博

木野本和之

服部芳人

【平成13年度】

三重県埋蔵文化財センター調査第二課

主幹兼課長

主査兼係長

新田 洋

森川幸雄
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主

主

主

技

事 松田珠美

事 服部芳人

事 竹田憲治

師 角正芳浩

技 師 穂積裕昌（第二名神関連県士整備蔀事業担当）

臨時技術補助員 田中美穂

発掘作業受託機関

（株）鴻池組三重営業所（伊坂遺跡、東海道想定地）

以上の他、室内整理に関しては、以下の方々の補

助を得た。

有満俊江 加藤里美 オ木薫 斎藤里枝

新貝里美 長野恵子 福森雅子 山中陽子

吉田恵子

3 民間調査機関の活用

① 三重県の調査体制

本題に入る前に、これまで三重県で採られてきた

調介体制について簡単に触れておく。

直営 作業員や資機材を県教育委員会が直接準備・

管理する調壺体制。この体制は、安全管理や労務管

理上問題も多く、調査担当者の周辺業務負担が大き

く、調壺効率が悪い。このため、調杏規模の拡大と

ともに直営スタイルは減少し、平成12年度以降は採

られていない。

土工委託（発掘作業委託） 作業員や資機材の提供・

管理を委託する調企体制。この体制は調杏担当者の

業務負担が軽減される。原因者から県教育委員会が

発掘調査を受託する時点で、土工部門は別機関が受

託するケースも含め、以下のような経緯がある。

昭和50年代以降、一部に民間の土木建築業者を活

用した例もあるがが、利潤追求から生じる問題もあ

り、文化財調壺にはなじまないとして一般化はしな

かった。

昭和60年に建設省事業の調査体制が検討され、翌

61年から建設省の外郭団体である（社）中部建設協会

（以下、協会）を活用する体制が採られた。県は建設

省と調壺に関する協定および委託契約を結ぶ一方、

建設省は協会と現場作業に係る土工部門に関して委

託契約を結ぶ。そして、国・県・協会の三者間に三

者協定を結び、県は協会に「作業要領」を提示する

方式である。この体制は三者体制と呼ばれ、調査担

当者が調査に専念できるほか、公益法人のため1言頼

度が高く有効であり、現在も国士交通省事業に限り

継続中である。問題点としては、県調在員が協会雇

用の作業員に直接指示する場面が必然的にあり、契

約の二重構造に伴う理論上の課題がある。

なお、この三者体制については、【『山城遺跡・北

瀬古遺跡」三重県埋蔵文化財センター 1994】に詳し

いので、それを参照されたい。

県公共事業に係る埋蔵文化財調査に関しては、直

営方式が採られてきたが、上記三者体制を参考とし

て、平成元年度から県の外郭団体である（財）農業開発

公社（平成13年度から（財）農林支援センター）に県教

育委員会が土工部門を委託する体制が採用された。

この体制は公社委託と呼ばれる。

さて、公社委託は現在も継続中であるが、契約体

系上の問題から、平成13年度は農業基盤整備事業に

かかる発掘調在にのみ採用している。その他の県公

共事業にかかる土工委託については、先行して導入

した発掘調究作業の民間調査機関の活用を参考に、

平成13年度から民活を行っている。委託先は、発掘

調究機関のほか、特に発掘調壺にかかる土工を県出

納登録に明記している士木建築業者を対象とする。

なお、三重県では士工委託を発掘調在作業委託に

対して発掘作業委託と呼称している。

発掘調査作業委託 平成 9年度から採用している。

その概略は以下のとおりである。

② 発掘調査作業委託

導入の契機 既に述べたとおり日本道路公団事業に

より緊急性の高い発掘調究が必要となった。一方

で、行政改革の深化にともなう職員定数の抑制があ

り、民間活力の有効利用が求められた。

文化財保護サイドの対応 過去の民間士木建築業者

活用時の評価等から、一時は民活反対の立場から調

究体制を検討した。具体的には、国土交通省事業と

同様の三重県・道路公団・（社）中部建設協会による三

者体制を提示したが、道路公団の契約体系上の問題

からこの体制は困難であった。また、道路公団や県

公共事業関連業務が急増するなかで県教育委員会の

定数問題から事業量に対応する職員の配置も困難な

状況であった。様々な方策を協議検討した結果、次

の理由により能動的に民活を導人した。
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行政改革や民間の競争原理導人は、行政の「親方

Hの丸」的非効率の改善という点で聞くべきものが

ある。しかし、この動向は、緊急発掘調査に迅速化

だけを求め、調壺水準の維持向上を二の次とする危

惧がある。このことは保護行政の責任において回避

しなければならない。これらの両立を模索した結

果、調壺の主体性は行政が保持し、現業的部分は民

活する体制を選択した。具体的には、主調企員を行

政、副調壺員以下と作業員や資機材提供等を民間と

する体制である。この体制は、県調壺員 1名で2名

分の事業量対応が可能で、当面は緊急発掘調杏増加

への対応として有効で、将来的には一定程度の民活

は文化財保護行政の強化・充実に繋がると判断した。

なお、県側が主調在員、民間側を副調介貝とする

位骰づけは、派遣法の問題や委託業務一般からする

不自然さから改正され、平成13年度現在では、県側

の担当者は監督員に位置づけ、調壺作業は民間側が

より能動的に実施するように位置づけている。ただ

し、改正後も県担当者（監督員）は現場に常駐する

ことや行政が調介主体であるという基本的な部分は

変わらない。

導入の基本要件 民間調在機関を県教育委員会の発

掘調壺体制に組み込む形態とする。すなわち、県教

育委員会が調壺主体となり、調壺計画、調在経費、

業者の選定指名、発掘調壺の基本的部分について判

断・指示を行い、民間調杏機関を支援機関として活

用する体制である。

導入の基準 明文化した基準はなく、事前に調査作

業受託意思のある民間調杏機関から「調在機関概要

書」を徴収し、会社の資質や調杏貝等の実績および

対応可能人数等を確認・判断し、教育委員会独自の

指名審壺会を経て指名業者を決定している。民間調

在機関の調杏担当者の資格については、契約にかか

る『特記仕様書』に規定している。参考資料2特記

仕様書を参照されたい。

導入対象事業 日本道路公団事業および関連県道事

業を対象に導入してきたが、平成13年度は直接的に

は公団事業関連ではない県道事業にも一部活用中で

ある。

委託範囲 現場調在作業（測量、遺構実測、写真撮

影等を含む）および1次整理（遺物の洗浄・注記・
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簡易な接合や図面・写真の整理等）を基本的な委託

範囲としている。

遺物実測の一部を委託するケースもあるが、これ

はあくまでも試行的なものであり、 2次整理および

報告書の作成は県側の業務としている。

契約形態 以下の流れである。

《調在全般を委託〉〈調究作業業務委託》

／→三い二二
指名競争入札

現場調査体制

県・・・監督員（専門担当者）：現場に常駐し、調在

の基本的事項を判断指示（現場代理人へ）

するとともに業務実績を把握する。

民間・・主任技師（限定常駐）：特に考古学的な精度

監理をする。

調査員（常駐） ：考古学的な調壺の実務を

担当し、現場代理人を兼ねる。

調壺補助員（常駐） ：調壺員の補助業務を

担当する。

監理技師（常駐） ：土木的な管理をし、簡

易な測量も行う。

作業員・資機材等：必要員数を配置する。

その他：必要に応じて監理技師を補佐する

技術員（常駐）や測最技師・測鼠助手・

応援補助員（非常駐）を配置する。

経費積算の基準 経費は範囲確認調介結果等から導

き出された対象遺跡の上量をもとに算出した必要人

員・資機材員数等により積算している。貝数の算出

にあったては「東海ブロック発掘調介基準」および

実績歩掛を使用している。各単価は、基本的に県士

整備部等の公共単価や建設物価等の市場単価により

設定している。

なお、遺跡の状況により文化財保護上必要と判断

した経費や期間の変更は行い、契約変更の発議は官

民両者からできる。

調査の方法 委託業務全般については契約書や特記

仕様書（参考資料1・2参照）に規定している。実

際の調杏にあたっては、三重県がこれまでに実施し



てきた調在方法を民間調壺機関に具体的に提示し、

民間側からも提案を受け協議により調壺方法を決定

している。

過去の導入実績 平成 9年度から12年度までに三重

県が発掘調壺作業において民間委託した件数および

受託機関数、面積は第 3表のとおりである。

なお、近畿自動車道名古屋神戸線愛知県境～四日

市JCT埋蔵文化財発掘調査に関して発掘調在作業お

よび発掘作業を委託した機関および対象遺跡は前項

調査体制に明記した。

今後の課題 民間調在機関の導入は平成13年度で 5

年日をむかえた。その成果に対する評価は種種様々

である。

三重県では、昭和42年に教育委員会にはじめて専

門職員が配置された。以来、文化財保護行政の体制

整備が進められたが、これは緊急発掘調在体制の整

備という側面が強く、実状は緊急発掘調在に追われ

本来的な保護業務が手薄となっている。また、調介

貝の急増から緊急発掘調査の質の停滞は否めず、加

えて近年は行政改革による定数減もある。

一定程度の民活は、こうした行政調在の質の停滞

打破や効率化をはかるひとつの方策と考える。ま

た、「親方日の丸」的な部分が残る行政への民間活力

の導入は、その競争原理により行政担当者の自己研

鑽の刺激となり、行政がより専門集団化し、調壺の

質の向上や非効率の排除に繋がるものと考える。

一方、この 5年間の民間調究機関の動向をみる

発注件数 受注機関数 実績面積（面）

平成 9年度 3件 2機関 3,059 

平成10年度 3件 3機関 29,841 

平成11年度 8件 8機関 49,570 

平成12年度 9件 7機関 36,309 

第3表 民間調査機関の導入実績

-8-

と、調壺機関は依然増加傾向にある。しかし、一部

の調壺機関を除き、その歴史は浅く、個々の機関の

調壺能力に格差が認められる。県内部の民活の評価

が各委託業務ごとに分かれる所以である。

今後、埋蔵文化財のもつ公益性の保護、緊急発掘

調査の場合はその質の保証が行政の責務であること

を改めて認識し、事業対応に終始せず、文化財保護

の観点から、より有益・有効な民活を可能にする導

入システムの整備を進めなければならない。

最後に、今後の課題をあげておく。

①設計の確立 積算基準や市場原理対応可能な仕様

の確立。現時点では、埋蔵文化財調壺の特性から員

数による経費の積算・精算を行っているが、この設

計では業者の努カ・エ夫といったものが評価しにく

し'o

②施行監理体制の整備・允実 H々 の指示や精度管

理および業務確認、検在などにおける指針・標準の

策定が必要である。

R評価システムの確立 より客観的な評価方法によ

り業者の資質・能力を評価し、受託可能な業務の内

容や規模を判定していく。

④公共側専門担当者の資質の向上 民活のケースで

はより重要な要素となる。考古学的な能力にあわせ

業務の監理能力の向上も要求される。

⑤民間調介機関の社会的責務の明確化 文化財保護

の観点から現在は、行政主導のもと民間調壺機関を

厳しく監理しているが、このことが民間調壺機関の

社会的責務を不明瞭にしている側面もある。

以下に、発掘調在作業業務委託の際の「委託契約

書」および「特記仕様書」を参考資料として掲載す

る。

なお、その内容は平成13年度現在での基本的なも

のである。 （森川幸雄）



参考資料 l

「委託契約書」

l 業務名

平成＊＊年度近畿自動車道名古屋神戸線

（第二名神）にかかる＊＊遺跡発掘調介作業業務

2 委託金額 ¥ 

（内消費税額及び地方消費税額

¥
 

ー含む）

3 委託期間 平成 年 月 日から

平成 年 月 Hまで

4 遺跡名・場所

＊＊遺跡 ＊＊＊市＊＊＊町＊＊

5 発掘作業面積 rri' 

頭書業務の委託について、委託者三重県

教育委員会教育長 を「甲」、受託者

を「乙」として次の条項により委

託契約を締結し、イ言義に従い、誠実にこれ

を履行するものとする。

（総則）

第1条 乙は、別冊の図面及び仕様書、特記仕様

書、発掘調在計画書、現場説明書（以下

「設計図書」という。）に基づき、頭書の委

託期間までに、頭書の委託業務（以下、「業

務」という。）を完了しなければならない。

2 乙は、甲による設計図書に基づき、発掘

作業工程表を作成し、甲に提出するものと

する。

3 乙は、甲と連絡を密にとり、業務の計画

的執行と文化財の特殊性から予測できない

事項にも対処するよう努めるものとする。

4 乙は、発掘作業予定地の確認、地元等へ

の協力依頼、発掘作業終了後の安全確認等

にあたるものとする。

（契約保証人）

第2条 乙は、業務を完了することができない場

合に、自己に代わって自ら業務を完了する

ことを保証する他の業者を完成保証人とし

て立てなければならない。

2 前項の保証人は、甲の定める基準の範

囲内において選定しなければならない。

（契約等の変更）

第3条 甲又は乙の都合により契約及び計画を変

更し、又は、中止しようとするときは、あ

らかじめ甲、乙が協議して定めるものとす

る。

（権利義務の譲渡等の禁止）

第4条 乙は、この契約によって生じる権利、又

は義務を第三者に譲渡し、又は継承させて

はならないものとする。

（再委託の禁止）

第5条 乙は、業務の処理を他に委託し、又は請

負わせてはならない。ただし、あらかじめ

甲の承諾を得た場合は、この限りではない。

（業務の調究等）

第6条 甲は、必要がある場合には、乙に業務の

処理状況について調在をし、又は報告を求

めることができる。

（主任技術者及び調壺員等）

第7条 乙は、次の各号に揚げる者を定め、書面

によりその氏名等を甲に通知しなければな

らない。これらの者を変更したときも同様

とする。

• 主任技師

・調壺員

・監理技師

・現場代理人

• その他必要な受託職員
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（調介区の範囲）

第8条 調介区の範囲は、別添図面に図示したと

おりとする。

（安全管理）

第9条 乙は、発掘作業にあたっては安全管理に

充分注意し業務を施行するものとする。

2 乙は、災害防止のため必要があると認め

たときは、臨機の措置をとらなければなら

ない。

（第三者に及ぼした損害）

第10条 業務の遂行につき乙が管理者の注意義

務を怠ったことにより第三者に損害を及ぽ

したときは、乙がその損害を賠償しなけれ

ばならない。

（業務完成報告書等の提出）

第11条 乙は、業務が完成したときは、甲の指示

する書式に基づき、遅滞なく業務完成報告

書に業務実績報告書及び甲からの指示書

（以下「報告書等」という。）を添えて、甲

に提出するものとする。

2 甲は、前項の報告書等を受理したとき

は、すみやかにこれらの確認を行い、契約

の内容に適合すると認められたときは、額

の確定をし、乙に通知するものとする。

（委託金額の支払い）

第12条 甲は、前条第 2項の確認後、乙から適正

（前払金）

な請求書を受理したときは、その日から起

算して30日以内に精算払いをするものとす

る。

第13条 乙は、甲に対して三重県会計規則（昭和

39年三重県規則第15号以下「会計規則」と

いう。）第47条第2号に定めるところにより

業務委託料の 3/10以内の前払金の支払を

請求することができる。

2 甲は、第 1項の規定による請求があった
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ときは、その日から14日以内に、前払金を

支払わなければならない。

（出上品の処置）

第14条 乙は、発掘され、又は発見された埋蔵文

化財に関する権利は放棄するものとする。

（契約外の事項）

第15条 この契約に定めのない事項、又はこの契

約について疑義を生じた事項については、

甲、乙協議して定めるものとする。

この契約の締結の証として、本書 3通を作成し甲、

乙、及び完成保証人記名押印のうえ、各自 l通を保

存するものとする。

平成年月日

津市広明町13番地

甲 三重県教育委員会教育長

教育長 0 0 0 0 

乙

乙が、この契約による債務を履行しない場合にお

いて、その責を負う。

完成保証人



参考資料2

「特記仕様書」

l 業務名

平成＊＊年度＊＊＊＊遺跡発掘調究作業業務

2 業務内容

＊＊＊に伴い、三重県教育委員会が事前に発

掘調在を実施するにあたり、調壺と関連作業

を補佐するものである。この業務内容は、考

古学的な調在・記録作業と作業員の扉用・管

理や機材の提供等の土工的作業、及び整理報

告作業をいう。

3 用語の定義

この仕様青で用いる用語の定義は、次のとお

りとする。

甲 〕 委託者（三重県教育委員会）。

乙 〕 受託者（発掘調在機関）。

〔監 督 員〕甲の任命を受け、乙に対して発

掘調杏に関する監理 （「指示書

及び口頭による指示」以下同じ）

を行う県教育委員会の職員。

〔受託調壺員〕 乙の発掘調在作業を担当する者

であり、主任技師や調壺員、調

在補助員、監理技師、技術員、

測量技師、測量助手等。

〔主任技師〕 乙の発掘調壺作業を担当する受

託調在員の内、特に考古学的な

精度管理をする者。

〔調 介 員〕 乙の発掘調在作業を担当する受

託調介員の内、現場に常駐し、

主に考古学的な発掘調介を担当

する者。

〔監理技師〕 乙の発掘調在作業を担当する受

託調在員の内、現場に常駐し、

主に土木的な管理をし、簡易な

測量も行う者。

〔調在技術員〕 乙の発掘調在作業を担当する受

託調査員の内、調壺員・監理技
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師を補佐する者であり、原則と

して現場に常駐し、主に考古学

的な作業を担当する調杏補助員

並びに主に土木的な管理や簡易

な測鼠を担当する技術員、及び

必要に応じて配置する測量技師

や測量助手。

〔現場代理人〕 乙の発掘調杏作業を担当する受

託調在員の内、この契約の履行

に関し、現場に常駐し、その運

営、取り締まりを行う。調在貝

がこれを兼ねる。

〔作業班長〕 乙の雇用する発掘作業に実際に

従事する現場作業員の内、受託

調究員を補佐して他の作業員を

まとめる者。

〔現場作業員〕 乙の雇用する、現場作業に実際

に従事する者。

〔整理作業員〕 乙の雇用する、整理作業に実際

に従事する者。

〔発掘作業員〕 甲の実施する当該埋蔵文化財の

考古学的な調在であり、計画案

及び現場の調在・記録作業並び

に整理報告作業等を含む。

〔発掘調査作業〕 甲の実施する発掘調査に関し

て、甲の監理のもとに乙が行う

作業。

〔調在基地〕 乙が設置・管理し、受託調杏員

等の常駐・使用する建物及び付

属施設。

〔現場詰所〕 乙が作業現地に設置・管理し、

受託調壺員や作業員等の常駐・

使用する建物及び付属施設。

〔資 機 材〕乙の準備する、発掘調介作業に

使用する各種の機械及び材料。

〔発掘調在用具〕 発掘調在作業に使用する各種の

道具。

4 基本事項

(1) 発掘調在作業工程表の提出

乙は、業務の実施に先立って、甲の発掘調在



計画書に碁づき発掘調査作業全体に関する発 (7) 現場作業員

掘調査作業I程表を作成し、甲に提出するも 現場作業員の員数については、業務が円滑に

のとする。 実施されるよう発掘調在作業工程表等に基づ

(2) 発掘調壺作業実施計画書の提出 いてあらかじめ甲、乙充分協議して定めるも

乙は、発掘調壺作叢工程表に基づいて工程、 のとする。

施行方法、施行機械設備及び安全管理対策に なお、作業員 l班の内に 1名の作業班長を

ついて発掘調企作業実施計画書を作成し、監 配置することを原則とし、各班の人員構成は

督員に提出して承認を得るものとする。 作業内容に適正なものとする。

乙は、これに基づいて全体的な発掘調壺作業 また、業務施行中、甲または乙の都合によ

を実施する。 り、員数の増減の必要が生じた場合には、す

(3) 詳細工程計画及び日報・月報の提出 みやかに甲、乙協議するものとする。

イ 乙は、発掘調介作業の実施にあたり、上記 (8) 発掘調在用具

の発掘調在作業工程表ならびに実施計画書及 発掘調杏用具は、乙が準備するものとする。

び調杏現場の状況を勘案して、使用人員・機 ただし、作業日誌や遺構カード・遺物ラベル・

械及び作業内容を明示した短期の詳細工程計 遺構実測用紙等、甲が特に用意、あるいは指

画を作成し、監督員の確認を受けるものとす 定したものについては、これを使用するもの

る。 とする。

ロ 乙は、これに基づいて日々の発掘調在作業

を実施するものとし、その実績を業務日報・ 5 現場作業

業務月報により監督員の確認を受けるものと (1) 作業指示の遵守

する。 イ 遺物剋含層や遺構の据削及び掘削によって

(4) 受託調在員選任通知書 出土する遺物の収納管理は、発掘調壺の最も

乙は、業務の実施に先立って、受託調在員の 重要な作業の一つであるので、乙は、監督員

内の主任技師と調究員並びに監理技師、調杏 の指示を充分に理解するとともに、乙が雇用

補助員（常駐）、技術員の選任通知書及び経歴 する作業員に対してもその主旨の徹底を図

書を甲に提出し、甲の承認を得るものとす り、現場作業を実施することとする。

る。 ロ 乙は、鉦日の現場作業によって出士した遺

(5) 主任技師、調査員の資格 物について、監督員の指定した場所に運び入

乙の主任技師及び調在員は、大学で考古学そ れるものとする。

の他これに類する学科目を専門に修める課程 (2) 現場作業員の交替

を修了した者又はこれと同等以上の知識があ 現場作業は、経験を要する作業を含むため、

ると認められる者で、主任技師は通算2年間 乙は、その雇用する現場作業員を交替する必

以上、調在員は 1年間以上の主体的な発掘調 要が生じた場合は、これに十分配慮して行う

在現場経験があり、発掘調在報告書又は考古 ものとする。

学関係論文の執筆歴がある者とする。 (3) 作業日時

(6) 受託調企員の交代 イ 発掘作業の日時については、甲乙協議の上

発掘調企の連続性や水準を保っため、乙は、 これを決定する。

受託調杏員を原則として交代することのない ロ 雨天時等天候の都合により休業とする場合

ように努めなくてはならない。やむをえずそ は、乙が決定し、監督員へ連絡するものとす

の必要が生じた場合は、協議の上、乙は甲の る。

承認を得るものとする。 (4) 発掘調杏用地
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イ 用地確認

発掘調在にかかる用地については、関係機関

との協議及び甲の指示によるものとする。

口 用地補償未処理箇所の取り扱い

乙は、発掘調杏作業及び関連作業により用地

補償未処理箇所に影響が及ばないよう、万全

の注意を払うものとする。

(5) 準備工

イ 発掘作業に用いる資機材、発掘用具等は、

原則としてあらかじめ乙によって準備するも

のとする。

ロ 業務施行に際して道路中心杭、基準点等

は、乙において充分照在するものとし、業務

施行に際して失われる杭及びその恐れのある

杭については、後に復元可能な状態を維持す

るとともに、控え杭の配置図を作成し、甲に

提出するものとする。

ハ 乙は、現場作業の実施に当たり必要な場合

は、一般道路、農業用水路、電気、ガス、水

道施設等の管理者と協議し、現場作業に支障

をきたさないよう処理するものとする。

(6) 掘削作業等

イ 乙は、埋蔵文化財の発掘調在という特殊

性・重要性等を充分理解し、現場作業員にも

周知徹底を図るとともに、掘削に際しては、

万全の注意をはらって行うものとする。

ロ 乙は、人力あるいは璽機による表士除去を

行うものとする。

また、表土除去後、必要な場合は、遺構面

を保存するために養生マット、シート等をか

けるなどして、その保存に努めるものとする。

ハ 乙は、掘削によって生じた排士を指示され

た箇所に随時仮置きするものとする。

二 乙は、重機の移動及び璽機等によって排土

の運搬等を行う場合、未調杏部分に埋蔵され

る文化財の現状が損傷しないように充分配慮

して作業を実施するものとする。

ホ 乙は、人力掘削開始に先立ち原則として調

介区全面に第VI座標系にのっとった 4m方格

に地区杭を設定するものとする。

ヘ 乙は、他含層の掘削は手掘り（スコップ等）
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で行い、その際出士する遺物は、定められた

範囲等一定の基準に従って収納するものとす

る。

卜 乙は、蝕含層の掘削後は、鍬等で土質の相

違が明らかになるように努め、遺構の検出を

行うものとする。

チ 乙は、遺構検出作業の後、遺構カードを作

成し、遺構の璽複•新旧関係等を記録するも

のとする。

リ 乙は、検出された遺構の掘削は、これに適

切な小道具（移植ゴテ等）で行うものとする。

また、ここで出土する遺物の取り扱いは、遺

構ごと等一定の基準に従って取り上げて収納

するものとする。

ヌ 乙は、必要に応じ、士壌分析や樹種同定等

の各種分析試料の採集を行うものとする。

ル 乙は、必要に応じ、微小遺物等の採集のた

めに土のフルイ掛けや水洗等を行うものとす

る。

ヲ 乙は、璽層遺構を調究する部分について、

上層遺構の調在作業後に人力あるいは璽機等

による掘削を行うものとする。調在方法はホ

からルと同様とする。

(7) 記録作業

イ 乙は発掘調介日誌をつけ、あわせて作業工

程上必要な写真撮影等を行うものとする。

ロ 乙は、あらかじめ第VI座標系における調在

区の位置測量を実施するものとする。

ハ 乙は、現場作業の前後に遺跡の遠景写真を

撮影するものとする。

二 乙は、遺構カードと全体略測図や調奔区全

体図と必要な個別遺構図や士層図等を、指示

された縮尺で作成するものとする。

ホ 乙は、必要な個別遺構や遺物出土状況等の

写真撮影を行うものとする。

ヘ 乙は、各種の記録類を、甲の基準に基づい

て整理するものとする。

(8) 遺構の保護・消掃

イ 乙は、必要に応じて、遺構、遺物等が損な

われないよう養生マット、シート等をかける

などして、その保存に努めるものとする。



ロ 乙は、湧水、溜水等のある場合は、排水を

完全に行った後、掘削作業を実施するものと

する。

ハ 乙は、業務の全部または一部が完了した場

合、発掘作業地を清掃し、残材、廃棄物、木

屑等を除去するものとする。

(9) 調壺基地等

乙は、発掘作業に際して、調壺基地や現場

詰所を設骰、管理するものとする。

その規模仕様については、各作業及び労働

安全衛生上具備するに必要なものとし、乙は

甲の承認を得るものとする。

(10) 近接施行等に関する注意

イ 乙は、業務施行に際し、近接する水路、路

肩、電柱等の物件に対し損傷を与えないよう

に充分注意し、万全の対策を講じるものとす

る。

ロ 乙は、排水作業に関して、第三者から苦情

の出ないよう適切な方法で処理するものとす

る。

ハ 乙は、業務施行に際し、関係市町村や地域

住民及び他の受託者との間において常に相互

協力して円滑に業務を実施するものとする。

(11) 見学者の立ち入り

文化財保護精神を普及する観点から、甲

は、見学者の立ち人りを許可する場合がある。

この場合乙は、これに協力するものとする。

(12) 現地説明会

乙は、甲が実施する発掘調在現地説明会の

開催に協力するものとし、発掘した遺構等を

良好な状態で公開するため、必要に応じて排

水及び清掃を事前に行うと共に見学者に対す

る安全確保の措置を行うものとする。

6 整理作業

(1) 乙は、遺物の整理において、各遺物ラベル

毎に管理し、混同することのないように、十

分な注意をもって実施しなくてはならない。

(2) 乙は、遺物の洗浄において、遺物を損傷し

ないように細心の注意をもって行わなければ

ならない。
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(3) 乙は、遺物に関して、当面の必要に応じて

保護強化処置を講じるものとする。

(4) 乙は、洗浄・注記等を済ませた逍物の内か

ら、監督員の指示した遺物を正確かつ汚すこ

となく復元するものとする。

(5) 乙は、監督員の指示した遺物を正確かつ汚

すことなく実測するものとする。

(6) 乙は、整理作業中に、墨書やヘラ書・塗彩

そのほか重要な点に気づいた場合、すみやか

に監督員に連絡するものとする。

(7) 乙は、レイアウト、 トレースするに際して

は、甲の指示する仕様をもって行うものとす

る。

7 安全管理

(1) 発掘作業の安全確保

乙は、常に発掘調在の安全に留意して現場

管理を行い、事故、災害等の防止を図らなく

てはならない。万ー事故、災害等が発生した

場合、乙はすみやかに必要な処置を講じると

ともに、監督員に報告しなければならない。

(2) 事故防止

イ 乙は、業務を施行するにあたり労働安全衛

生法等の諸法令及び諸規則を遵守し、安全確

保に努めなくてはならない。

ロ 乙は、現場作業期間中随時、少なくとも月

に 1日は安全日を設定し、保安に関する処

置、予防効果の確認、安全施行の研修等を実

施し、現場作業における安全意識の高揚を図

らなくてはならない。また、新規雇用の作業

員に対してすみやかに安全衛生並びに発掘調

介に関する教育を行わなくてはならない。

lヽ 乙は、バックホウ、ベルトコンベア等の機

械を操作する場合は、作業前の点検を励行

し、安全運行に努めなければならない。ま

た、必要に応じて安全監視員を配置しなけれ

ばならない。

(3) 調在区等の安全整備

イ 乙は、調査区の整理整頓、工事用道路の整

備、毎日の作業中、終了時の後片づけ等調査

区の安全整備に努めなければならない。



ロ 乙は、作業用通路の設定及び、遺構等につ

いて安全対策が必要な場合は、監督員と協議

のうえ、必要な措置を講じなくてはならない。

ハ 乙は、調介現場への関係者以外の立ち入り

を禁止するため、監督員と協議のうえ、必要

と認められる箇所に立入禁止の標示板・防止

柵等を設置しなければならない。

また、一般道路が接する箇所及び、その他

必要と認められる箇所に警戒標示板、バリ

ケード等の保安設備を設置し第三者へ注意を

促すとともに、その協力を求めなくてはなら

ない。

二 乙は、工事用運搬路として一般道路等を使

用するときは、積載物の落下等による路面の

損傷・汚損等の防止に努めなければならない。

また、一般道路への出人に際しては必要に応

じて整理員を配置しなくてはならない。

(4) 保安対策

乙は、交通安全、災害、公害防止及び防犯

等について、必要により所轄警察署、消防署、

道路管理者、労働基準監督署等の関係官公

署、地元関係者ならびに監督員と緊密な連絡

をとり、万全を期すものとする。

(5) 公害防止

乙は、業務の施行中、周辺の自然ならびに

生活環境へ悪影響を及ぼさないように努める

ものとする。

(6) 火災防止

乙は、業務の施行中の火災事故防止のた

め、油脂類、薪炭やその他易燃性の物品の周

辺では火気使用厳禁の指示を行い、周辺の整

理整頓を励行するものとする。

(7) 災害防止

乙は、大雨等の警報、注意報が発令された

場合、及び必要と認められる場合は、調介現

場及びその周辺の災害防止にガ全を期さなく

てはならない。

(8) 埋め戻し

乙は、現場作業に関する全ての作業終了

後、監督員と協議のうえ必要な範囲内での埋

め戻しを実施するものとする。
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8 成果

(1) 成果品

乙は業務の完了にあたり成果品を、成果品

一覧表を添えて提出するものとする。

当業務における成果品は、別表のとおりと

する。ただし、監督員が特に指示した場合

は、この内から省くことができる。

また、各図の下記の縮尺は原則であり、監

督員が特に指示した場合はこれによるものと

する。

なお、成果品の内、監督員が指示したもの

については、原本に添えて写し等を提出する

ものとする。

(2) 成果の帰属

成果品は勿論、その他の記録や情報等、当

該調壺によって得られた成果は甲に婦属する

ものであり、乙が利用する場合はあらかじめ

甲の許可を得なくてはならない。

9 その他

この特記仕様書に規定のないものは、三璽

県土木工事共通仕様書によるものとする。



＂ 
位置と環境

1 . 地理的環境

当遺跡は、行政的には三重県の北部にある四日市

市に属し、桑名市との境である朝日丘陵から派生す

る小丘陵上に位置する。伊勢平野北部のいわゆる北

勢地域の地勢は、西側に古生層・花尚岩類から成る

鈴鹿山脈が南北に連なり、断層崖に起因する急峻な

東斜面の麓には標高30-lOOmの第三紀•第四紀層で

構成される低平な台地・丘陵が海岸近くにまで広

がっている。鈴鹿山脈東麓から流れ出る員弁川・朝

明川・海蔵川・三滝川・内部川などの各河川は、台地・

丘陵の間を開折して略東流し、下流域で急速に沖積

低地を広げて伊勢湾に注ぐ。各河川の沖積低地は南

北に連続し、海岸沿いに細長い平野を形成している。

鈴鹿山脈釈迦ケ岳を源とする朝明川は、中流域で

北岸の朝日丘陵と南岸の垂坂丘陵の間に約 1km前

後の谷底平野を形成し、下流域では一部天井化しつ

つも員弁川・海蔵川などにつながる沖積低地を形成

している。この沖積低地には河川堆積物である花岡

岩粗砂（所謂朝明砂）などによる自然堤防状の微高

地が点在する。また、朝日・垂坂丘陵の東縁沿いに

桑名断層が南北に通過しており、断層西側の丘陵内

部では惜曲による地層の不整合がみられる。当遺跡

は、桑名断層とその西の桑名背斜の間に位置する。

2. 歴史的環境

北勢地域北部を眺めつつ、朝明川流域を中心とし

た歴史的環境を概観する（第 1図）。

旧石器・縄文時代 鈴鹿山脈東麓沿いは、県内では

旧石器・縄文時代の遺跡が比較的多い地域である。

しかし、朝明川流域となると中流域の鶴沢遺跡・野

呂田遺跡で石器類が表採され、西ケ広遺跡(3)で縄

文時代後期の士坑が確認されている程度で、その様

相は今一つ明らかではない。

弥生時代 沖積低地を望む丘陵上に数多くの遺跡が

出現する。前期の遺跡として、海蔵川・三滝川に挟

まれた生桑丘陵東端の大谷遺跡(14).永井遺跡(15)

があげられる。数条の環壕や竪穴住居・方形周溝墓

が確認されており、後期まで続く拠点的集落と考え

られている。中期になると、遺跡の分布は河川下流

から中流域まで広がり、朝明川流域では丸岡遺跡・

菟上遺跡(6). 山村遺跡(13)にその足跡が認められ

る。兎上遺跡では、棟持柱式掘立柱建物や80棟以上

もの竪穴住居などが、山村遺跡では19基の方形周溝

墓が確認されている。後期になると丘陵上の遺跡が

更に増え、朝日丘陵南縁にある西ケ広遺跡では29棟

の竪穴住居が、垂坂丘陵の山奥遺跡(16)では100棟

を超える竪穴住居が確認されている。当遺跡でも、

標高約75mの丘陵頂部の狭い平坦地に後期の竪穴住

居・環壕が確認された。一方、間ノ田遺跡(17)や下

之宮遺跡(18)のように沖積低地の微高地に立地する

遺跡も認められる。

朝明川流域では、弥生時代の代表的祭器である銅

鐸が発見されている。西ケ広遺跡北方の丘陵、重地

山の伊坂遺跡(4)から出土した扁平鉗式袈裟欅文銅

鐸（伊坂銅鐸）である。これは西ケ広遺跡との関連が

指摘されているが、最近の調在により、谷を挟んだ

向いにある菟上遺跡との関連も考えられる。また、

朝明川南岸の大矢知町青木山でも宝鐸の出土が伝え

られるが、銅鐸であるのか詳細は不明である。

古墳時代 この北勢地域北部は、鈴鹿流域以南に比

べて前期古墳の分布が少ない地域といえる。その数

少ない前期古墳として海蔵川下流に突出する低丘陵

端に築造された志氏神社古墳(19)があげられる。前

方後円墳もしくは後方墳で内行花文鏡・車輪石など

が出土している。員弁川北岸の丘陵上には前方後円

墳の高塚古墳(20)が存在する。

朝明川流域では、中期の方墳を主体とする広古墳

群(21)がある。 B1号墳は、一辺31mで墳丘の南辺

の偏った位置に造り出しが付く特異なものである。

その東に位置する浄ケ坊 1号墳(22)は径36mの円墳

とされているが、方墳の可能性もあり、広古墳群の

周辺には比較的大形の方墳が集中している。その

他、朝明川の谷底平野をのぞむ丘陵・台地縁辺部を
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中心に単独もしくは数基から十数基程度の小規模な

古墳群が存在する。これらは殆ど後期の築造と考え

られる。内部主体が判明しているものは少ないが、

南岸の八幡古墳(23)は複室形態の構造の横穴式石室

として知られている。近年調介された公事出古墳群

は、後期の小規模な古墳群であるが、墳丘が削平され

埋没していた。朝明川北岸の城ノ広遺跡(24)でも、

削平された前方後円墳が新たに発見された。現在確

認されていないこのような古墳も多いと思われる。

朝明川南岸の死人谷横穴古墳群(25)は、金銅製環

頭大刀柄頭が出土した横穴墓として知られている。

北岸では、当遺跡のほか、同年同事業に伴い調壺さ

れた広永横穴墓群(lo)や翌年県道の改良事業に伴い

調介された菟上遺跡の横穴墓 l基など、近年になっ

て横穴墓の新規発見が相次いだ。

古墳時代の集落跡としては、西ケ広逍跡・山奥遺

跡に竪穴住居がみられ、弥生時代より継続して人々

が生活を営んでいたことが窺い知れる。

古代 律令制下、北勢地域北部には貝弁・桑名• 朝

明・三重郡の四郡が置かれ、朝明川流域のほぼ全域

は朝明郡に属していた。流域各所には規模の大きな

遺跡が存在するが、特に西ケ広遺跡では奈良時代の

掘立柱建物が76棟も確認され、大型建物の計画的配

骰や円面硯の出土などから、朝明郡術もしくは郡司

居館の可能性が指摘されている。その東にある菟上

遺跡でも、飛鳥・奈良時代の掘立柱建物が多数確認

され、計画的な配置や巨大な柱穴は注目される。公

事出遺跡では、西ヶ広遺跡のものよりも大きな庇付

掘立柱建物が確認されている。

朝明郡の条里は、海岸沿いを除く沖積低地から中

流域までの間に敷かれ、肝線はN45°Eで統一され

ている。長方形地割りが多くみられ、一部に坪名が

残り千鳥式の坪並の可能性が指摘されている。

一方、古代伊勢国は東海道に所属し、その北部を

壬申の乱の道、古代官道の東海道が通過していた。

その経路は明確ではないが、西ケ広遺跡と菟上遺跡

の間の南北方向の谷は、河曲駅家（鈴鹿市河曲付近

に比定）から朝明郡家を経て榎撫駅家（多度町戸津・

音取付近に比定）に向かう東海道の想定経路の一つ

(5)であるが、調在では確実な道は確認されていな

い。東海道想定ルートの脇にある西ケ広遺跡・菟上
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遺跡は河曲・榎撫両駅家のほぼ中間に位置するため、

朝明駅家の可能性も指摘されている。

北勢地域の白鳳寺院は一郡に一寺置かれたが、朝

明郡では郡域の北東に偏した朝日丘陵北東端に縄生

廃寺(26)が所在する。塔心礎舎利孔から唐三彩椀を

蓋とする舎利容器の外容器が出土している。なお、

隣接する桑名郡には、員弁川北岸に額田廃寺(27)が

置かれた。

生産遺跡としては、垂坂丘陵に西ヶ谷古窯址群

(28)と西ヶ谷遺跡(29)がある。 7世紀代の須恵器窯

跡とそのエ人の集落の可能性が考えられているが、

西ヶ谷遺跡からは士師器焼成坑も確認されており、

須恵器・土師器生産の観点でも注目される。また、

遺跡内や周辺の字名に寺院に関る地名があり、寺院

の存在が伝えられていたが、平成12年度四日市市教

育委員会の調壺では、 8世紀中葉の瓦溝が検出さ

れ、瓦の消費遺跡（寺院など）または生産遺跡（瓦

窯など）の存在が想定されるようになった。

中世 朝明郡内には、伊勢神宮の御厨・御薗が数多

くみられる。朝明川流域全般にわたって中枇遺物が

散布する遺跡は多いが、調査例は少なく、その様相

は明らかではない。辻子遺跡(11)は、平安時代末か

ら鎌倉時代の集落遺跡で、条里の方向に合致する建

物や溝が確認されている。

中枇後期、伊勢北部は北勢十ケ所人数・北方一揆

等と呼ばれる国人・地侍が群在した。このため中冊

城館も数多く、概ね大字に 1ケ所から 2ケ所程度存

在する。朝明川沿いには、桑名・富田一色等と近江

国八日市を繋ぎ、近江商人等が往来した主要な交通

路である八風街道が通っており、中下流域の中世城

館はこの街道が通過する谷底平野に面する台地・丘

陵端に立地する。代表的なものに、保々西城跡・市

場城跡・萱生城跡(30)・伊坂城跡(1)・広永城跡(10)

がある。伊坂城跡では、計画的に配置された屋敷地

と城道が確認されている。 （倉田・水橋）
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第 1図 遺跡位置図 (1: 50,000) [国士地理院 1: 25,000 桑名・菰野• 四日市東部・四日市西部］
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m 金塚遺跡・金塚横穴募群
（旧称金塚古墳群）

1■ はじめに

(1) 遺跡の立地と周辺の状況

金塚遺跡・金塚横穴墓群は、行政上、四日市市山

村町字池ノ谷に所在する。地形的には、朝明川下流

の北岸、朝日丘陵南縁の標高約75mの丘陵頂部およ

びその頂部から派生する尾根上に位置する。尾根は

3つに分かれるが、便宜上内尾根・中央尾根・東尾

根と呼称した。酉尾根と中央尾根との間は、 10数年

前の土取りによって大きく削り取られている！。な

お、東尾根には幅約20m前後の平坦面が存在する。

また、現況は竹林や雑木林である。

尾根を形成している基盤は、地質上、東海層群に

第2図 遺跡周辺地形図及び調査区位置図 (1: 10,000) 
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属する暮明累層で、丘陵頂部と尾根ではその上面に

赤褐色粘質土（礫を含む）の中位段丘堆積物が存在

する。暮明累層の層序は、シルト・礫• 砂・シルト

の互層であるが、朝日丘陵東端に位置する桑名断層

と桑名背斜の間に位置するため、これらの層は南東

方向に緩やかに傾斜する 2。遺構は、尾根上では中

位段丘堆積物で検出したが、標高約70m以下では、

暮明層群の互層のため一様でなく困難を極めた。

(2) 発掘調査に至るまでの経緯

明治30年に山村町字池ノ谷地内で、金環2個が表

採されていることが、鈴木敏雄氏の調在3によって



l・年ノ煩、 1渓'l・.Mヲ拾1!/,セリ 盗シ古り＇［ノ n然/iii
ト投ニョリテ9柑/I',セシモノト椎セラル。村，誌ニムフ。

「金塚 字束,,,:占ニイI:テ塚ノ,,,央二数i'I・年ヲ経過セ

シ松ノ）く木アリ ，村民ノ 11,:iに二）..:,'it'i: 人ヲ}II!.~伶セシ

モトモムヒ、又ハ-11il'I神社ノtIII虚ノ 休憩浙トモム

フ、然レトモJI_:_,岱；，；lナラズ 杓シ此塚二妨古ヲナス

れ•ァレバイIii'I神社ヨリ 1'1;J;jノ矢JIも米リテ謀セラルト

ィヒテHl心・j,iJ恐怖ス

文化年"'、塚ノ北端ヲ1::,J糾セシ者アリ。」しII.¥'l:1!1

ヨリ 古代）） ~lrn1:1) /1'1セシコトアリ，Jし．．）け、明治:I. 

年村.ij¥firi.J-I(/; 人、 JUth(:i地ノ峻1l11h1fliニ於テ金閑

二M拾ヒシ ·Jけアレド}j•/物買ニウリテ視イiセズ。」 コレ

ニョリテ兄レバ少ナクトモ対tヲ介セシニ似タリ。］

この記述によると、令塚という塚 （古り't?)は、

・;: 成,;_山地JJ、jにイ［イi=し、この版から）J剣がII¥I・. した

らししヽ ，またそのイ({1:は、イIi1・I神社の裏手‘りたりと

想,Lされるが、，［（；細は小lリJである。さらにその金塚

がイi在したlt)jで、令屈がII¥I・. したことで、 11iJftの

想定がなされ、四11ilidiO)辿跡地I:メI'には金塚古り't

(di徘り65・形式や規校はイ渭I])として,,,Ii: 陵 I・.に比

定されていた，9

こうした"'、さらに，詐細な分布溝介を'Xii也した結

米、 Iii没0)fii部に 2Jt、1j1央尾根 I・.に5J,q",U文の占

瑣状の,・::;まりがイ雌：することが確認された。そのた

め、平成 9年度は、辿跡名を金塚占・.tft/ffとして、そ

の創Jlj確認，j,',l介を実施した

具1本的には輻 I1110)トレンチをA~Eまで5本設

定して、人）J !~1i j'jljで行っ た， Al、レンチは、 2 J, 靱の

1間't状の翡まりが屯はされたl"i:I浚ffi部で、如Jり）沖l

に約45m、また、 B・CI、レンチはこのAI、レンチ

に直父する形で、それぞれ2J, 靭の中央部分に!Smと

8 Illを直ltJiliりに設定した Dトレンチは、q,央}(:;

根 I・.に南北）jjiりで約60111,1'.t定しtふ また、このDト

レンチのほぼ中央に、11忙父する東1Jり）fl1りにEl、レン

チを15111設定した,.,U,it 1l'の結果、 1,:1浚f(i部と中央尾

根部分で合，n・ l.460niO)本，~~ft:と、束ll根の'l,:JII_部分

と、小央尾根悧部分に幾つかイf・{I:する古瑣状の，心jま

りとで、合，il・3.250m'のiJili1Jtlf{(1温燐Hl'の必＇災があると

判断された。

翌年の.,,:成10年J父の，淵1l'は、年J文,1,初からの印と

である、 l"iJ女のff(部 (J.060n-f)と、"'央尾根 (400ni) 
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について本』，Htを実施するとともに、範,,肝(IL認:,J,',l1f. 

として、1Jり）¢根にF、中央尾根114f)lljの山れ't状の翡ま

りにG~K・O、東尾根周辺にL~Nの合，n・,o本の
トレンチを設定した G~K・OI、レンチ占Jft状の

,・: りまりは、いすれも,・,然地形と判断され、また谷地

形に設：；としたLI、レンチについては逍樅・追物は6(1[

認できなかったため、 本，~Ht範1,11から除外したが、

結果(Iりに1了：陵Jfi;';j;および派,,,_する）針j~令1和の3.976

niをイゞ瀾牡対象とした （第7ji:(J) 

辿跡名につI,ヽ ては、.,,:成10年）父の本湖1f.で、，；り、,,,_

IIが代後期の邸地性集浴と古り't時代後期の横火総など

が{i(I認されたことにより、辿跡名を金塚追跡 ・令塚

横穴ら~ /ff と改称することとした

調査日誌 （抄）

［平成9年度範囲確認調査］

平成9年

12/J 1711 I、レンチ設定 ・人）J掘j'jljfr菜開始

12/J 1911 Aトレンチより u:,1i器l'i'/1',I・. 

l 2Jl 22 I I 2り・Jl'tJl'tffi付近で i・.Hゞ,:;i;らしき炭化物

検/1¥

I2Jl25I I l IJ・Jj'tと2IJ・Jj'tの間の部分掘り,-げ

12月2611 2つのJj¥Ii: ともに't.t卜を行っているこ

とが判1リl

平成10年

I /J 7 II A ト レンチ束側 ( 2 りり廿析部分 ） の、~x

況飾，忍

I JI 9 11 E I、レンチ,,りil!IJでV字状の溝/1{L認

1Jll3l1 A・B・CI、レンチJII!.め仄しl!H始

JJJ16II D・EI、レンチJll!.めIべし終{

調査風暴



［平成10年度本調査］

平成10年

6 JJ 1511 J,~if ・,,',(,没ii','.

6)]1611 ),~ 準：，,,'.(,沿ヵL・,l¥J11:1iiiiWJ:,t: 

6 JJ291 I ,U,Ht 1iii''/!'(り1Hl~

7月2II 安令） 会ゞ

7 J J 3 II 作染11IJf.J始 （安令対策,i,心作菜）

7月811 ペルコン船人 ・IIJ・!('t),'i]辺にはii','

7月911 1!1央JtlfU1.-部）、レンチ (,,,J-t't状の，•,':j ま

り部分），U.',lftllf.J始

7JJIOII 2りji'U<U;itLIJH始・ llf年桜，武掘i/lj:11i: 

拙

7 JJ2:~1 I 東尾根 (•J{J、牛時代辿跡屯淀 • i,:Jl l.部分）

トレンチ』,Htl開始

7 JJ :3011 2闊 'tH1湿らしき痕跡；'1'・1(ti検II¥

8 JJ ti 11 2り・!t'iH1対第),'/]辺の村/11:(磁坑?. j:_ 

休名Ii?O)•Iむl\fi{(s定に，','渾 ）

8))611 2りji'tH本部'lj'.真搬影 ・ベルトは定後

掘j'jl]llf.J始

8 JJ 1211 ,i, 央ltfUI、部ト レンチ (,1i!ft状の,・::;ま

り部分） ，j,~介終(・すべて古り'iではな

し \·J~がi'Jjlリl

8)]1:311~1611 盆休み

8 JJ 171 I 安令人会

sJJ 1811 H本部と名えてし、たiII¥分は、盛 1・.0)・

部と判断 ，,i,央尾根のSX 1で、i1i恵

器杯身 ・N洛;:,,セッ ト,'!',I・. 

8Jl2III 八郷地区ililもセンター j:_Hi¥「111り淡文化

l!1発掘，淵ft現場 視 r-1本験ツアー」で、

小学4以 1・.0){-供とその保，；役者30名現

場｝し学

親子体験ツアー見学
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8 JJ261 I 

8 Jj 2711 

8 JJ 3111 

111央:Ir::根S02追構検/I',

1 IJ・ti'tJl't 11:0)f灸/I'1糸冬 f 

J IJ-り'tH~~i~iS (S K 5 l 中灸11111

9 /J 9 11 2り・iJ'tj:_イ本部t食/I',・ ¥/l.ll'.111に 1・.1:.11¥ 1: 

9 /j 1411 2り・il'tj:_イ本部サプトレンチ11;W/1t'i1!i'i

製イi簸/I¥I: 

9 /j 1711 ,, り）位J↓4 ¥げJH'i深開始

9 /]2411 f,/孤札支古:~ki}しfJUtJifiM 認．

9)]2511 台風の災，i::復111(l?l罪段 ・倒木除L・ベ

ルコン 1りはii'i'.. 安令柵復Illなど）

9 JJ 2911 

9 JJ 3011 

10月611

2 りり'ti・・イ,f,.;'ll¥'1/!¥1敵屈ク

lり・Jt'tj:_f本;''ii¥(SK5) 0)1村jj¥lj(こ人JiJ°!

人のレキ確認．

S D 4 プし~I\ . ''/! ば1/1H杉

」0月911 S117 (2つの＇：於穴 fI: いの llj能•性を考

え、ベルトを設定して）掘j'jlJl;f.J始

IOJ J 1311 如針J↓l< I前機による掘j'jlj

IOJJ201 I 11り）針J↓4り-Jftと称してきたjilfi'liが、柚

穴必の11]能性がでる

10/12111 l=l=iのため10時で作笈1111・..安令大会実

柚

10)12211 S II 7から 1-.k/1¥ I・.・ 4りれは横火硲

に (SX 12) 他に 2Jよの横穴必如II

(S X 13・14) 

10/12611 111/;!:f込．．先'I'.」北j也1行泣i

10 J J 2811 S X 12から且環11',I: 

10)12911 +記＇むはもう IJ,~(i'{li'認 ( S X 15) 

11)1411 SX13から且氏'12ill~ ·: 別の骨11',I・. 

11))511 Ml、レンチ），•1J辺から追梢検1111;1-1始

IIJJ611 SXl5から須心盛.,,:恥 I',I・. 

IIJ)llll SH7のJ,',foYj:JJ、Jから・1i'1iI I約 I¥I: 

11Jll211 SXl3からガラス 1:.11¥I: 

JIJ)l311 束尾根SII 19から銅鐸!'di¥L・S X 13 

から銀製1 1 1~ [空 k·J,f/11 I'. 

JIJJJ811 SXl5から叩訓',I: 

11月2011 S D23検11','i測簸 ?II¥ I・. 

IIJJ2411 SD21検II',状況り真搬彩

JJJJ2611 SX13床1f1i末，'i1tU村・象） ・ガラス 1:.11',

1-.) 

IIJJ2711 S1119北束l翡9ぷlfliで小邸央なと磁物ま

とまってII¥1-. ・1:,q1・・グくの検II',



12)] I 11 J;(都'"'、i:1•.1j: 物館名,11・，'t'-'i{_長舟IUJJiff-: 氏

現地視寮

12))211 SD2 1から狐ど: ~;J!',- / 1 ', I. 

12 J J 3 11 S K 25叫揺/I',

12Jl 9 II S l¥:25'I成 l:!¥'1断1fli観察

12)] IOI I 111央!t根,,,心に令屈'lj'.良船：；杉

12) J 1'111 兵w悲"i)和Ii教有委1i会 森j;,;J秀人氏
現地指祁

12 J J~211 P -35地Ix:でこぷし人の集イi検/1',

12)12611 ~ I JJ 11 11 f'F;,/~'i • 11・. 

平成11年

I JJ s 11 fr;,/~1 1f1Jf.j 

I JJ 1711 現地泌1リl会をllfl1/n 県内はもとより

肌外からも参/JII 約350名

1月1811 ,·::;1~r11r 菜行による令屎'lj'.叫船j杉

I JJ20II 1J4!MH部分の心~1'i:I刈11:•Jliのため 1T1・機に

よる伐採

I J J 2111 ,, り l針J↓部分の拡•Jliふ-ui: 1 x:;ufi'/t検II',

I J J 2211 11り11di di、i:Ji..組r,,jヽ‘芥わ文，I1(,'i'.109名見参

学

I J J 2611 114 / c'. 根部分の拡,;J~ ,J,\J介Ix迅i構なし

I JJ 2711 名，り）-t{女(-大学教授 丸,11,・u平氏現地

揺§

I)]2811 2 り·Jt't周辺掘i'ill 法 1川の 範"~雁，認設定

終{・断ち・,1111りllfl始

I J J 2911 !¥ I、レンチ内，；加(:1-.~ 糾但含)(付~1:i'ill · そ

の 1く悩検II',S 1133掘j'jlj

2Jl211 S1!19ようやく完掘

2月5II 測：，t以外の現地fl及終(

2 JJ 21111 fJし｝也1JI iii し ，~'げ終(

..... 
，， 

現地説明会
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第3図 調査区地区割り図 (I: 1.000) 
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(3) 調査の方法

a 地区杭の設定（第3図） 第二名神高速道路

の発掘調介では、それぞれの遺跡毎に独自に地区杭

設定を行っている。金塚遺跡・金塚横穴墓の発掘調

在にあたっては、調在区全体に国士座標による縦．

横各 4m単位のメッシュをかけ、南北方向にアル

ファベット、東西方向に算用数字を用いて、個別の

グリッドを表す「地区設定方法」を採用した。

具体的には、調壺区の最北に当たると判断した所

(1号墳の存在する部分）を、第VI系座標の原点から

南へ107km52mに当たるが、 Bラインとして南へY

までの100mを設定した。この方法ですべての調介

区（範囲確認調在トレンチ）をカバーできると調在

前には判断していたが、結果的には J・K・0トレ

ンチについては、範囲外になってしまった。今後の

調杏区設定での反省としたい。

また、東西方向の算用数字の付与については、西

尾根を十分カバーできるところ、第VI系座標の原点

から東へ58km40mを、 1ラインとして設定した。

南北方向での判断ミスから100m侮の大地区設定を

していないため、東へ最大46ラインまで使用した。

この方法で、出土遺物の取り上げや遺構略測などを

行った。

b 遺構の名称 ピットのみ4mの小地区毎の

通し番号を付けたが、他の遺構については、調壺区

全体の中で通し番号を与えた。この金塚遺跡につい

ては、 2班体制で望み、大まかに中央尾根の高所か

ら東尾根にかけての班と、中央尾根の下部から西尾

根にかけての班である。この遺構番号は、 2班の調

査での検出順であり、まとまりには欠けるが、新た

に付け直すことをしていない。遺物ラベル・写真・

図版などの再整理の煩雑さと、それに伴う間違いを

防ぐためでもある。

c 図面作業 平成9年度の図化作業は設定し

た5つのトレンチの士層断面図が中心となった。方

法としては、機械による図化ではなく、水糸・巻尺

などを使用してのいわゆる「手書き実測」で行った。

平成10年度の現地での実測図は、土層断面図や遺

物出士状況図などを必要に応じてS=1 /10やS=1 

/20または、 S=1 /50などの縮尺で作成した。作

図の方法としては、遺構カード (S=1 /40)の作
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成や遺物出士状況図に関しては手書きによる作図を

用いたが、 トレンチなどの士層断面図や各遺構の平

面図に関しては、 トランシットによる現地での機械

測量と CADによる図化作業を行った。

この機械測鼠については、特に土層断面図におい

て現地でより細かい測点作業を行うと共に、略図の

作成とその比較、または場合によってデジタルカメ

ラを用いた。なお、測点を結線するに当たっては、

滑らかな手書き実測図により近づける工夫をパソコ

ンソフトで駆使した。この機械測量の導人に当たっ

ては、手書き実測図との仕上がりの比較、時間的・

人的な検討などを協議の上、採用した。

d 写真撮影 平成 9年度は範囲確認調在とい

うこともあり、 35mmカメラでモノクロネガとカ

ラーリバーサルの 2種類の撮影を行った。原則、タ

イトルの写し込みをした後、モノクロ・カラーとも

に同一カットの撮影に努めた。

平成10年度は、一部範囲確認調査もあったが、面

的な本調在が中心ということもあり、各種遺構検出

状況・遺物出士状況・完掘状況・調杏区全景などは、

4 X 5版カメラでの撮影を原則とし、モノクロネガ

とカラーリバーサルの 2種類を正副 2カットづつ行っ

た。その他、 35mmカメラではモノクロネガとカ

ラーリバーサルの 2種類を 4X 5版カメラと同一

カットの他、作業風景・遺構掘削途中状況などの撮影

に努めた。この撮影については、データー駒 lつに対

して 2つの撮影駒で 1カットとするよう心掛けた。

e 調査範囲と保存範囲 1号墳・ 2号墳は、

丘陵の頂部に位置する。工事計画でこの周辺部分

は、南北方向に斜めに、法面を数段造り、掘削を行

う予定であった。平成 9 年度• 平成10年度と、この

法面に直交する形（東西方法）でAトレンチの掘削

を行い、盛土の確認調在を行った。その規模などは

前述のとおりであるが、その結果、特に 2号墳に関

しては、約 2.5mの盛土を行い緩やかな傾斜を持っ

て円形状に構築されていることが判明した。そこ

で、 Aトレンチに関しては、工事によっても掘削範

囲が垂直に及ばないため、調査の一貰として埋め戻

しを行った。 また、工事計画での角度と長さなど

で、法面の上から 2段目に当たる範囲で2号墳の墳

丘部分については、掘削が伴うため東西方向に断ち



割り調壺を行った。結果的には、第4図に示した範

囲 (1号墳から 2号墳の南裾部分）で、工事のよる

法面角度の及ばない下層部分340rrUよ、遺構が保存

されることとなった。

［註］

(J) 調在中の地元聞き取りでは、この J-_取りの際に多址の遺物が出l:したとのこと

である。その一部は、山村町在住の松ド宏氏によって所蔵されている。また、今回

横穴墓が検出された西ll根で表採された遺物も同町在仕の稲垣義一氏・稲垣寿ー氏

の両氏によって所蔵されている。その遺物の詳細・考察は、倉田文美「金塚古墳群

の出七遺物について」（『研究紀要」第8号 創11.10/月年記念論文集 1999.3三重県

埋蔵文化財センター）に詳しい。中央尼根と西尾根との間からも須恵器が出 J-_した

ことから、上取り部分にも横穴蔭が存在していた可能性は十分に考えられる 3

(2) 占 [I] 史郎・栗本史雄• 宮村学「地域地質研究報告 5万分の 1地質図幅京都 (11)

第31号 桑名地域の地質』通商産業省t業技術院 地質研究所1991

(3) 鈴木敏雄（『て重県丑重郡八郷村考古誌考』 1938)

(1) 四H市市埋蔵文化財調介報内18 三重県[IIJl:l市市遺跡地図ー改JF版 （四H市

市教脊委員会 1994) 

言言言

゜
50 m 

第4図 調査範囲及び保存範囲 (1: 500) 
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調査の成果

弥生時代後期（第 8図）

れら 3ヶ所の溝を環壕として報告する。

SD2 （第 9·10図・写真 6~8) 中央尾根の標高

遺構は、中央尾根と東尾根の標高約60mの等高線

に沿って、環壕と考えられる溝を 3ヶ所と、 それに

囲まれた丘陵上の標高約70mに竪穴住居13棟、 40数

個の柱穴群・土坑・溝、 さらに丘陵頂部で墳丘墓2

基を検出した。当遺跡の南東に広がる沖積地からの

比高は約60mで、丘陵の斜面はかなり急である。

また、丘陵上からは、朝明川対岸の丘陵はもちろん、

伊勢湾を介して愛知県の知多半島も望むことがで

き、高地性集落の立地条件としては申し分ない。

主な出土遺物として、銅鐸片・銅鏃・鉄製品・磨

製石鏃・土玉・凹石・軽石・弥生時代後期の土器の

各器種がある。

a
 

環壕 (SD 2・23・29) 

中央尾根の南と、東尾根の東斜面および南へ延び

る尾根の中腹で溝を 3ヶ所で検出した。これらは概

ね標高約60mの等高線に沿うように掘削され、当時

約60mの所で、尾根を切断し、等高線に沿って弧を

描くように検出された。この溝の下方に比べると上

方の方が若干傾斜は急である。

断面は逆台形状で、暮明累層の砂に掘削される。

残存の最大幅は約1.2m、深さは約0.4mであるが、上

面の流出が激しいためか、溝の底近くしか残存して

いない可能性がある。なお、

設定した範囲確認トレンチでは、遺構・遺物共に検

出されていない。

出土遺物（第11図・写真86)

壷 (1~7)

をもつもの (1・2) 

この中央尾根の下方で

主に溝の西側部分の明

黄褐色土で集中して出土した。器種には壷．甕・高

杯などある。

口縁端部を肥厚させ、外側に幅広の面

と外反させて端部を丸くする

もの (3) がある。底部が残っているもの (5~7)

では、外側を若干突出させている。 4は、 口縁端部

は繋がっていた可能性も考えられる。そのため、 こ

を短く肥厚させ、頸部に 2対 2個の穿孔がなされ

る。体部最大径はほぼ中央にある。短頸壷とする

第7図

-29-



が、鉢とした方がよいかもしれない。

高杯 (8・9) 杯部の形状は不明であるが、脚部

は緩やかに開くものと思われる。ともに縦方向のミ

ガキを施す。 9は、杯部の底中央に円盤状のもので

充填させた痕跡が脚部内面の観察でわかる。

甕 oo~12) 口縁部を外反させるもの (lo)は、平

底である。 12は、口縁部に低い段を作り、その端部

は上方へ細く跳ね上げるようにさせる。また、体部

上半には粗い刺突文を施す。

S D23 (第12·13図・写真 9~11) 東尾根には、

標高約65mより高所にやや平坦の部分が広がるが、

その東側斜面で検出した。標高約61mで、ほぼ東西

方向に尾根を切断する形で掘削されている。溝は、

調壺区外へさらに延びるが、北側に回り込むかどう

かは不明である。

上面からは斜めに、底近くではさらに垂直に約 1

m掘削される。残存の最大幅は約4.5m、深さは溝の

上側（内側）の肩部から底まで約2.5mある。埋士の

状況から、掘り直されたものと思われる。この溝も

前述のSD2と同様、下方に比べ上方は非常に傾斜

が急である。東尾根はこの溝以東、やせ尾根の部分

が見られる。この部分には範囲確認トレンチを設定

しなかったため、溝などの遺構が存在するかどうか

などの詳細は不明である。

出土遺物（第13·14図・写真87~89) 遺物は、掘り

直された底部分の黒褐色土・褐色士で多く出土した。

器種には、壷．甕・台付甕・高杯・器台・凹石など

がある。また、銅鏃と思われる破片が検出中に出土

した。

壷 (13~25) 口縁部を大きく外反させ、端部を肥厚

させるもの (13・14)、短く外反させるもの (16・

17)、口縁端部を短く直角に折り曲げるもの (17)な

どがある。なお17は、肩部に一段の凸帯を持ち、刺

突文を施す。体部の残るもの (19~22) には、上部

に平行直線文と波状文によって飾られる。 26は、短

ぃ口縁部に下膨れの体部を持ち、台が取り付く。台

部端部には粗い剌突文を施すc

高杯 (27~33) 27は杯部の形状がわかるが、上段は

外湾し、端部は面をもつ。筒部は円柱状で緩やかに

脚部が開くもの (27~30) 、筒部が円柱状のもの

(31)、脚部が大きくひらくもの (33)がある。 31は、

杯部、脚部が屈曲して取り付く形状になろう。

ド

筐 弥生時代後期

一古墳時代後期
圃圃 平安時代

第8図遺構配置図 (1: 1,000) 

゜
50■ 
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量;¾m,層:,
1 : 10YR6/8 明黄褐色i: 3 : 1 OYR6/8 け］黄褐色士

2 : 10YR5/8 黄褐色i: 4 : 10YR5/6 黄褐色」：

。
5m 

第9図 S02平面図・土層断面図 (I: 100) 

0 P.A' 

A' 

゜
5m 

第10図 S02遺物出土状況図 (1: 20) 
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器台 (34)

は円形浮文を付ける。また脚部には 2段に 4方向の

穿孔を交互に配置する。

甕 (35~41)

(35) 

口縁部が大きく開き、肥原させた端部に

口縁部が短く「く」の字になるもの

のほかは、 口縁端部を緩やかに上方へ折り曲

げるもの (36~41) が多い。脚部のわかるものでは、

「ハ」の字に開き端部を丸くさせる。 38は、

部に粗い刻み目を施し、体部上半に意図的と思われ

る穿孔がなされる。

凹石 (42) 砂岩製の丸い形状のもので、片面中央に

使用痕と思われる擦り減りが見られる。

S D29 (第16・17図・写真12・13)

に延びるやせ尾根の中腹で、尾根を切断するように

掘削されている。この溝と SD23との間には自然の

崩落があるが、繋がっていたことは十分に考えられ

冨 ／

口縁端

東尾根から南

る。また、西側の谷地形の部分は砂地のため崩れて

不明であるが、中央尾根のSD2へ向かい、標高約

60mの等高線に沿うように弧を描いて繋がっていた

可能性が考えられる。

残存の最大幅は約 1.8m、深さは約 lmである。

なお、 この南側にも尾根は延びるが、すぐ東側で士

取りがなされており、確定はできないが断面観察で

は、溝などの遺構の存在は確認できない。

出土遺物（第18·21図・写真89~92)

壷．甕・台付甕・高杯・ミニチュア土器・凹石など

がある。

また、図示し得なかったが、軽石も出士している。

壷 (43~47)

に面を持つ。 47は短めの口縁がやや直立気味に立

ち、下膨れの体部に平底を呈する。

二 『
|
~ ~ 

壷・小型短頸

43・44は口縁部が大きく外反し、端部
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第11図 SD2出土遺物 (1: 4) 
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第12図 S D23平面図・土層断面図 (1: 100) 
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第17図 S D29遺物出土状況図 (1: 20) 
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第19図 SH6平面図・土層断面図 (1: 50) 

4
 

/
 

吋

<(I <(I 

口

（婿名）

ロ 曇
70 

1 : 5YR5/8 明赤褐色上（焼土）

2 : 10YR6/6 明黄褐色士

（花固岩、レキ含む）

3 : !OYR6/8 明貨褐色土

I~/'~ 
I 〖〉八~______ / 冒

71 

焼上

゜
1m 20cm 

第20図 SH6炉平面図・土層断面図 (1: 20) 
i 

第21図 S 029出土遺物 (1: 4) 

-38-



甕 (43~57) 43~51の口縁端部は短く「く」の字に

外反させるが、 52・53はさらに上方へ折り曲げる。

52の底部は、平底を呈する。 55は、台部の破片であ

るが、体部の底部分を台部へ貼り付けた痕跡が明瞭

に分かる。

高杯 (58~67) 脚部上半は筒状を里し、裾部で緩や

かに開く形状のもの (58~64) が多い。直接の接合

部分はないが62は、脚部から杯部への形状がある程

度復元できる。杯部は大きく水平に広がり、稜の上

半でさらに緩やかに外反すると思われる。 64~66の

脚部は付け根部分から直線的に「ハ」の字に開く形

状である。 67は、いわゆるワイングラス形の高杯で

ある。杯部下半がやや下膨れ状を呈する。

ミニチュア土器 (68・69)68は体部が球形で、 69は

肩部に最大径があるが、ともに平底を呈する。

凹石 (70・71) ともに砂岩製で、半分程度の残存で

ある。 70は、両先端や中央に使用痕跡が認められ

る。

b 竪穴住居 (SH 6・7・9・16・18・19・22・ 

24・27・30・33・34・35) 

中央尾根で7棟、東尾根で6棟の計13棟が検出さ

れた。中央尾根の 7棟の内、 4棟 (SH 6・33・34・ 

35) は後述する 2号墳の盛士下での検出である。形

状は隅丸方形で、規模は一辺約 4~smあり、東西

方向に長い長方形の平面形態のものが多い。中央に

炉を持つものや、排水溝を持つもの、竪穴住居が切

り合うものもある。なお、東尾根のSHl9だけ焼失

住居である。出土遺物の詳細な検討を要するが、大

きく山中期の前半と後半の 2時期の竪穴住居が存在

する。これは、環壕の掘り直しと連動する可能性も

考えられる。

SH 6 (第19・20図・写真14・15) 中央尾根の頂上

付近、後述する 2号墳の南裾部分、標高は約75mで

検出した。南側の周溝は、流出を受け確認できな

かったが、東西約3.9mの規模の竪穴住居である。中

央に長径1.2m、短径0.5mの楕円形の落ち込みを検

出した。この北側部分には拳大から人頭大の石が数

個検出され、また、その周辺が熱を受けている。地

床炉になると思われる。

主柱穴の検出に努めたが、相当する部分には確実

な痕跡は認められなかった。この炉の周辺に土坑状
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の遣構を確認したが、抜根作業による攪乱で詳細は

不明であるが、士器細片が多く出土した。貯蔵穴に

なろうか。

なお、この竪穴住居のちょうど北東隅部分に、 2 

号墳の盛士確認のBトレンチが設定されたが、士層

の検討では、このSH6の廃絶後に 2号墳の盛土が

なされている。

出土遺物（第25図・写真92) 細片が多く、図示し得

たのは壷・高杯・士玉に限られる。

壷 (72)小型の壺の低部で、平底である。

高杯 (73)杯部稜の上半のみである。緩やかに外反

させ、端部に面を持つ。

土玉 (74)半分の破片である。直径2.8cmに復元で

きる。

SH 7 (第22~24図・写真16~18) SH 6の南東部

分で検出した。竪穴住居の南東部分の大半が流出の

ため検出できなかったが、南北方向5.7mの規模であ

る。 SH6と比べると若干隅丸方形状を里する。

北西の周溝の外側に、弧を描く緩やかな傾斜部分

が存在する。この部分に 3個の柱穴が存在するが、

外側に存在する柱穴とともに柵列もしくは、竪穴住

居の屋根を支えるためのものの可能性も考えられ

る。住居内西側中央にやや小さ目で楕円形の柱穴が

存在するが、はしご穴的な機能のものかもしれな

しヽ。

出土遺物（第25図・写真92~93) 周溝の南西隅の部

分で、上部からの転落と考えられるが、壷の口縁部

が出土した。その他の器種には、甕・台付甕．鉢・

高杯・器台・上煎などがある。

壷 (75~77) 75は口縁部が大きく外反し、端部に面

を持つ。頸部、口縁端部には刻み日を施す。

甕 (7s~s2) 口縁端部が「く」の字を里するもの

(78)のほか、受け口状を呈するもの (79・80・88)

には、その屈曲の強いもの (80) もあるが、端部の

刻み目を施すのは共通である。

高杯 (84~87) 筒状の脚部には、縦方向のミガキを

した後、直線文が施されるが、 87は直線文の間に刻

み目を 1方向・ 2方向と交互に繰り返す。

鉢 (88)手焙り形士器の可能性もある。

器台 (89)円形の透かし穴の痕跡があるため器台と

したが、壺の口縁の可能性もある。端部を厚く肥原
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させる。

SH9(第26図） 中央尾根のほぼ中央部分、標高約

70mで検出した。中央尾根では、この標高70m前後

から下位にかけて、暮明層群の互層が始まり、しか

も検出面が礫層となることから、遺構北側の若千の

落ちを確認したに止まる。東西の規模は、 3.8mであ

る。東側墜は、後述する SXlOとSKllに切られ

る。なお、周溝の痕跡、主柱穴、炉跡などは検出さ

れなかった。

出土遺物 弥生士器と思われる小片が若「出土した

に止まる。

S H16 (第27図） 中央尾根の標高約65mの付近で

検出した。流出のため、周溝の北側と西側のみの検

出で全体の規模は不明である。柱穴を 2個確認した

が、主柱穴になるかどうかは不明である。

出土遺物 土器の細片が出士したに止まり、時期は

確定できない。

S H18 (第28·30図・写真19~21) 東尾根の調在

区北西隅で検出した。東西約6.0m、南北約4.7mの

第24図 SH7遺物出土状況図 (1: 20) 
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第30図 S H18遺物出土状況図 (1: 20) 

長方形の竪穴住居である。検出面からの深さは、北

と東側では約60cmあるが、南側では流出のため周溝

が途切れる。主柱穴は 4個検出できたが、各々柱穴

の対角線状の外側にも柱穴が存在する。竪穴住居の

切り合いは確認できず、柱穴の切り合い関係もな

かったため、主柱穴を支える添え柱の可能性が考え

られる。炉跡と思われる痕跡や貯蔵穴は検出されな

かった。なお、 この竪穴住居の東側は緩やかな傾斜

をもって掘削され、

出土遺物（第36図）

この部分に小穴が存在する。

竪穴内の北東隅から壺・台付甕・

高杯などが出土した。
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壷 (91)平底の壷の底部であるが、中央をやや凹状

にさせる。

甕 (92)台部分の破片である。端部は丸くさせる。

高杯 (93・94)93は、やや内湾気味の深い形状の杯

部である。

S H19 (第29・31-35図・写真22-30) S H 18の

東で検出した。東西約5.7m、南北約5.lmの長方形

の竪穴住居で、南東隅の周溝内から南へ約1.5m延び

る、幅0.4mの排水溝が伴う。主柱穴は 6ヶ所検出さ

れ、 6本柱の建物と考えられる。

中央やや西よりの床面で炉跡を検出した。この炉

跡は造り替えが行われた可能性があり、南側の方が

新しく、長さ約30cmの炉石が残っていた。

この住居は火災を受けたものと思われ、埋土の下

層に炭が多く確認され、中には柱部材と考えられる

炭化物も残存していた。なお、北と東の周溝外側の

墜には壁柱と思われる部材も炭化した状態であっ

た。また、主柱穴の北側2本の場所では、炭の上面

で粘土の塊が見つかっている。

竪穴住居の南側中央で、拳大の小石や上器砕片を

多く含む土坑を検出した。貯蔵穴であろうか。

出土遺物（第36·37図・写真94~95) 遺物は、主に

北東部分に集中するが、炭が含まれる層の上層から

の出土である。器種には壺．甕・台付甕・高杯・小

型甕．砥石・軽石・鉄製品の他、特筆すべき遺物と

して銅鐸片などがある。

壷 (95~102) 口縁端部を肥厚させ大きく外反し、

底の形状も厚い平底のものが多い。

てづくね土器 (103) 平底で、口縁を短く「く」の

字にさせる。

甕 (104~us) 口縁部は短くゆるやかに「く」の字

にさせるもの (104~108·ll3·ll4) と、口縁端部

をさらに上方へ折り曲げるもの cuo~u2) がある。

ll3・ll4の体部はやや球形を呈する。また、端部を

折り曲げるものの内 (lll)は、色調が他に比べ淡褐

色を呈し、焼成もやや堅い感があり、近江からの搬

入の可能性がある。

高杯 (u9~123) 脚部は、比較的円柱状のもの (ll9

~122) と、やや小型で円錐状 (123) がある。

ll9・120はともに、稜の上部がゆるやかに外反する。
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第35図 S H19遺物出土状況図 (1: 20) 
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砥石 (124)不定形であるが、平坦面の中央に使用

痕跡が認められる。

銅鐸 (125) 鉗の部分の破片で、残存長6.8cm、幅

4.2cm、稜線部分の厚さ0.6cmである。残存の重さは

18.89 gである。稜線の両側に、やや鋭角的な綾杉文

を交互に煎ねて配置する。出士した位置ば炉跡の南

側で、層位は床面直上の炭の層より上の褐色粘質土

である。住居が焼失した後、廃棄された可能性があ

る。

錨 (126)断面形は長方形を呈し、若干反り返る。施

もしくは、鏃の破片であろうか。

S H22 (第38・39図・写真31・32) 東尾根の南西

部分、南北方向に尾根が始まる緩斜面で検出した。

後述する SH30とほぼ重なり、一回り大きい形であ

るが、士層の確認ではSH30より古い。南西部分が

流出を受けているため、全体の規模は不確かである

が、東西方向に7.0mを計る。

主柱穴は、西側で3ヶ所検出でき、 6本柱の可能

性がある。竪穴住居南側中央で、径0.7mの士坑を検

出した。 SH30とどちらに伴うか不明であるが、貯

蔵穴であろうか。

出土遺物（第42図・写真97) 細片が多く、図示でき

たのは台付甕 l点に止まる。

台付甕 (127) 「ハ」の字状に値線的に開く。

S H24 (第40図・写真33~35) 東尾根の中でも緩

やかに東へ傾斜し始めた部分で検出した。東西4.0

m、南北方向へは周溝が検出されなかったため不明

であるが、 3.0m以上の規模である。主柱穴は、 4ヶ

所検出した。

中央やや西よりで、直径約60mの焼土範囲を確認

した。地炉跡と考えられる。この竪穴住居の北側に

は、 1段高くなる部分があり、他の竪穴住居が存在

する可能性も考えられる。 SH18・19・22に見られ

たような緩やかな傾斜ではない。

出土遺物（第42図・写真96) 壷・甕・台付甕・高杯

などがある。

壷 (12s~132) 12sは、やや厚手の口縁で口径が小

さい割りには垂直に立ち、端部から大きく外反させ

る。底部の形状は、平底が多い。 132は、底部と口縁

部が欠けるが小型の球形の体部である。

・a:il 吋

A
_
 

A
 

125 

吋 吋

A
 雫 A' 

~ 

126 

゜
A 5cm ー ~_A_ 。 5cm 

第37図 S H19出土遺物 (125は1: 1、126は1: 2) 

-49-



ll> ¥cc 

吋 o/ 4
 

.3 

w 

G
_
 

H
_
 

1~\Cl? 

-
J
 

G' 

H' 

w 

l : 7. 5YR5/8 明褐色1:

2 : 10 YR5/8 黄褐色土

3 : 10 YR6/4 褐色土

4 : 10 YR5/8 黄褐色土

（層名）

5 : 10 YR6/6 明黄褐色土

6 : 10 YR6/4 褐色士

7 : 10 YR6/8 明黄褐色土

8 : 7, 5YR5/6 明褐色土

゜
2m 

第38図 S H22• S H30平面図・土層断面図 (1: 50) 

-50-



一J

E
 5
1
9
 

.::J 

E
 9
1
9
 

A
]
 

B
'
 

6
7
.
5
m
 

吋

G
 

H
 

2m 

第39図 S H22・S H30断面図 (1: 50) 

-51-



』＜
叫
b
|
 

SK25 

c
 

D
 。

呵

W
Q
"
9
9
 

Z
 

D' 

()曾名）

1 : !OYR6/8 明黄褐色士

2 : IOYR4/1 褐色土

3 IOYR5/6 黄褐色土

4 : IOYR1/6 褐色土

5 : IOYR5/6 鉗褐色士

叫

A
 

A
 

B
 

B' 
66.0m 

c
 

D
 

2m 

第40図 S H24平面図・土層断面図及び断面図 (1: 50) 

-52-



I( 

゜
塵麗焼土

A
 

A' 
65.4m 

（屈名） 2 : 2. 5YR4/8 赤褐色土（焼土）

1 : 10 YR4/6 褐色土 3 : 10 YR6/8 明紺褐色七 0
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甕 (133~136) 台部分の破片である。 (135・136)

は、やや厚手で垂直気味で、端部を肥厚させる。

高杯 (137~139) 137は、稜の上部が大きく外反す

る。脚部では、円柱状ので横線文を施すもの (138)

と、「ハ」の字に開き端部がやや内湾するもの (139)

がある。

S H27 (第43図） 東尾根の中央東側で検出した。

□ ; 12] 

50cm 

二

西側と南側の周溝一部を確認したに止まり、全体の

規模は不明である。この竪穴住居が存在する部分よ

り北側に平坦な部分があり、他に竪穴住居が存在す

ることは十分に考えられる。主柱穴．炉跡・貯蔵穴

などは検出されなかった。なお、出土遺物はない。

S H30 (第38・39図・写真31・32) 前述の SH22 

の内側で検出した。東西6.4m、南北5.3mの竪穴住

居である。主柱穴は 4ヶ所検出された。 SH22とと

もに炉跡など検出されなかった。 SH22との平面切

り合い関係と土層観察により、 SH30の方が新しい。

出土遺物（第42図・写真97) 壷・甕・高杯などの器

種があるが、細片が多く、図示し得たのは、小型甕

に止まる。

小型甕 (140) 平底で、短い口縁部がまっすぐにの

びる。

S H33 (第43図・写真36) 2号墳の中央やや西寄

り、しかも墳丘の下で検出した。盛土確認のAトレ

ンチの幅しか掘削出来なかったので、全体は不明で

あるが、東西方向に3.8mを確認した。主柱穴．炉・

口2 8 
ヽヽ

旦二二135
133

戸＼‘
134 

ヽ
ヽ
9

.

 

W.~ 
二 7

---. 

139 

ヽヽ

ヽヽ

~7 戸‘
゜

20cm 142 

第42図 S H 22• S H 24• S H 30• S D 4• S D 17出土遺物 (1: 4) 
(127はSH22、128~139はSH24、140はSH30、141はSD4、142・143はSDl7) 
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貯蔵穴などは確認されなかった。

出土遺物 細片が少量出土したに止まる。

S H34 (第43図・写真37) S H33同様に、 2号墳

の墳丘下、幅約 lmのBトレンチの部分で検出し

た。周溝・主柱穴・炉・貯蔵穴などは検出されなかっ

たが、おそらく竪穴住居の南東隅部分の確認と思わ

れる。なお、出土遺物はない。

S H35 (第43図・写真38) 2号墳の盛土確認のた

め、東西方向に断ち割りを行ったが、その盛土下で

検出した。根攪乱で全体の様相は判然としないが、

おそらく竪穴住居の北西隅と南東隅の一部を確認し

たものと思われる。なお、出土遺物はない。

l
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第43図

吋 瓢冒 <(I 

S H 27• S H 33・S H 34• S H 35平面図・断面図 (1: 50) 

吋
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1 : !OYR3/4 暗褐色土（腐食土）

2 : 7. 5YR5/8 明褐色砂質土

3 : 5YR4/6 赤褐色粘質土

4 : 7. 5YR4/6 褐色粘質土

5 : !OYR4/6 褐色砂質土

6 : 5YR5/6 明赤褐色粘質土

7 : !OYR5/8 黄褐色粘質土

8 : 5YR5/6 明赤褐色粘質土

9 : 7. 5YR5/8 明褐色砂質土

1 0 : 10 YR6/4 鈍黄橙砂質土

I I : 10 YR5/8 黄褐色粘質土

1 2 : 10 YR6/8 明黄褐色砂質土

1 3 : 7. 5YR6/4 鈍橙色粘質土

I 4 : 10 YR4/4 褐色粘質土

I 5 : 7. 5YR6/6 橙色砂質士

1 6 : 5YR4/6 赤褐色砂質土

I 7 : SYRS/6 明赤褐色粘質土

1 8 : 7. 5YR4/6 褐色砂質土

I 9 : 7. 5YR4/6 褐色粘質土

2 0 : SYRS/8 明赤褐色砂質土

2 1 : 7. 5YR5/8 明褐色粘質土

2 2 : !OYR6/8 明黄褐色粘質土（礫を含む）

2 3 : 7. 5YR6/6 橙色砂質土

2 4 : 2. 5 Y7/3 浅黄色砂質土

2 5 : !OYR6/8 明黄褐色粘質土

2 6 : 7. 5YR6/8 橙色粘質土

2 7 : !OYR6/8 明黄褐色粘質土

2 8 : !OYR5/8 黄褐色砂質土

2 9 : 10YR5/8 黄褐色粘質土（礫を含む）

3 0 : !OYRS/8 黄褐色砂質土

3 I : IOYR6/8 明黄褐色砂

32 :2.5 Y7/4 浅黄色砂

3 3 : !OYR6/8 明黄褐色砂質土

3 4 : !OYRS/6 黄褐色砂

3 5 !OYR5/6 黄褐色砂質土

3 6 lOYRS/6 黄褐色砂

37.2.5Y7/4 浅黄色砂

3 8 2.5 Y7/6 明黄褐色砂

3 9 JOYRS/8 黄褐色粘質土

4 0 IOYR5/8 黄褐色砂質土

41 25Y6/2 灰黄色砂

4 2 !OYRS/6 黄褐色砂質土

4 3 : olR5/8 明赤褐色粘質土

44,2.5Y6/6 明黄褐色砂

4 5 : !OYR5/8 黄褐色粘質土

4 6 : IOYR6/6 明黄褐色砂

4 7 7 5YR5/8 明褐色粘質土

4 8・2. 5 Y6/4 鈍黄色砂

4 9 7 5YR5/6 明褐色粘質土

50・25Y7/3 浅黄色砂

5 1 • IOYR5/6 黄褐色砂

5 2 : IOYR6/3 鈍黄橙色砂

53:2.5Y5/3 貨褐色砂

5 4 • 2. 5 Y5/3 黄褐色砂

55 2.5Y5/4 黄褐色砂

5 6 • 10YR6/3 鈍黄橙色砂

5 7 : IOYR7/4 鈍黄橙色砂

5 8 IOYR5/8 黄褐色砂

5 9 : 5YR6/6 橙色砂質土

60:75YR7/4 鈍橙色粘質土（礫を含む）

6 I : !OYR6/8 明黄褐色砂質土

6 2 : !OYR7/8 貨橙色砂質土

6 3 : 2. 5YR6/6 明黄褐色砂

64:2.5Y6/6 明黄褐色砂

6 5 : 5YR5/6 明赤褐色砂質土

6 6 : IOYR5/8 黄褐色砂

6 7 • 7 5YR6/6 橙色粘質土（礫を含む）

6 8・IOYR7/6 明黄褐色砂

6 9 7 5YR5/6 明褐色砂質土（流出土）

7 0 7. 5YR5/6 明褐色砂質土（流出土）

7 1 7. 5YR6/4 鈍橙色砂質土（流出土）

7 2・7 5YR5/8 明褐色粘質土

7 3 : 10YR5/8 黄褐色粘質土

7 4 : 10YR6/6 明黄褐色砂質土

7 5 : IOYR5/6 黄褐色粘質土（礫を含む）

7 6 : 7. 5YR5/S 明褐色粘質土

7 7 : lOYR6/8 明貨褐色砂質土

7 8 : 10YR5/8 黄褐色粘質士

7 9 : 7 .-5YR5/8 明褐色粘質土

8 0 : lOYR5/8 黄褐色粘質土（礫を含む）

8 1 : 5YR6/6 橙色砂質土

8 2 : 7. 5YR5/8 明褐色粘質士

8 3 : 7. 5YR5/6 明褐色粘質土（礫を含む）

8 4 : 7. 5YR5/6 明褐色粘質士

8 5 : lOYR5/8 黄褐色砂質土

8 6 : 5YR5/8 明赤褐色粘質土（礫を含む）

8 7 • IOYR5/6 貨褐色粘質土

8 8 7 5YR5/6 明褐色粘質土

8 9 7 5YR4/6 褐色粘質土

9 0 IOYR3/3 暗褐色粘質土（弥生土器包含）

9 1・7 5YR5/8 明褐色粘質土

9 2 : IOYR5/6 貨褐色粘質土（攪乱層）

9 3 : 7. 5YR5/6 明褐色粘質土

9 4 IOYRS/6 黄褐色粘質土

9 5・IOYR7/8 貨橙色粘質土

9 6 7 5YR6/8 橙色粘質土

9 7 7 5YR5/6 明褐色粘質土

9 8・7. 5YR5/8 明褐色粘質七

9 9 : 7. 5YR6/8 橙色粘質土

1 0 0 10YR5/8 黄褐色土（攪乱層）

I O 1 : 7. 5YR5/6 明褐色砂質士

1 0 2 : 7. 5YR5/B 明褐色粘質土

1 0 3 : 7. 5YR5/6 明褐色粘質ナ＿

1 0 4 : IOYRI. 7/1 黒色土（炭化物層）

1 0 5: 7.5YR5/B 明褐色砂質土

1 0 6: 7.5YR5/6 明褐色砂質土

1 0 7 : IOYR6/6 明黄褐色粘質土（弥生土器包含）

1 0 8 : IOYR6/B 明黄褐色粘質土（礫を含む）

1 0 9 : IOYR5/B 貨褐色粘質土

I I O !OYR5/8 黄褐色粘質土

I I 1 7 5YR5/6 明褐色粘質土

1 1 2 7. 5YR4/6 褐色粘質上（弥生士器包含）

1 1 3 • 10YR4/6 褐色粘質土

I I 4 IOYRS/6 黄褐色粘質土

I I li・IOYR5/6 黄褐色粘質土（礫を含む）

I 2 I : 10YR5/8 黄褐色粘質土（礫を含む）

I 2 2 : 7. 5YR5/8 明褐色粘質土（礫を含む）

I 2 3 : 5YR5/6 明赤褐色粘質土

I 2 4 : 7. 5YR6/8 橙色砂質土

I 2 5 7 5YR5/8 明褐色粘質士

I 2 6 : 7 5YR5/6 明褐色粘質土（礫を含む）

I 2 7 7 5YR5/8 明褐色粘質土

1 2 8・5YR4/8 赤褐色粘質土

1 2 9 IOYR5/8 黄褐色粘質士

1 3 a 5YR4/8 赤褐色粘質土
1 3 1 • lOYR5/8 黄褐色粘質土

I 3 2・5YR4/8 赤褐色粘質土

I 3 3 7. 5YR5/6 明褐色粘質土

I 3 4 • 7 5YR5/6 明褐色粘質土

I 3 5 7. 5YR5/6 明褐色粘質土

1 1 6 : IOYR5/6 黄褐色粘質土

1 1 7 : 10YR6/8 明黄褐色砂質土

1 I 8 : 7. 5YR5/6 明褐色粘質土

1 1 9 : 5YR5/8 明赤褐色粘質土

1 2 0: 7.5YR5/6 明褐色粘質士

s 
78.0m 

s_ z
 

I. IOYR3/4 暗褐色土（表土）

2. IOYR5/6 貨褐色土

3. 7. 5YR5/6 明褐色砂質土

4. IOYR6/6 明貨褐色砂質土

5. 5YR5/8 明赤褐色粘質土

6. 5YR5/8 明赤褐色粘質土

7. 7. 5YR5/8 明褐色粘質土

8. IOYR5/6 黄褐色粘質土

9. 7.5YR5/8 明褐色粘質土

1 0. 5YR4/8 赤褐色粘質土

1 1. SYRS/6 明赤褐色粘質土

1 2. 10YR6/8 明貨褐色砂質土

1 3. 7.5YR5/8 /lJI褐色粘質土

1 4. 10YR6/6 明貨褐色粘質土

1 5. 10YR5/6 貨褐色粘質土（礫を含む）

1 6. 10YR6/6 明貨褐色砂質土

1 7. 10YR5/6 貨褐色粘質土

I 8. 5YR5/8 明褐色砂質土

I 9 . 7. 5YR5/B 明褐色砂質土

2 0. 10YR7/3 鈍貨橙色粘質土

2 I . 7. 5YR5/8 明褐色粘質土

2 2. 7. 5YR5/6 明褐色粘質土

2 3. 7. 5YR3/l 黒褐色粘質土

2 4. 7. 5YR4/6 褐色粘質土

2 5. 7. 5YR6/8 橙色粘質土

2 6. 7. 5YR5/6 明褐色粘質土

2 7. IOYR5/6 貨褐色粘質土

2 8. IOYR4/6 褐色粘質士

2 9. IOYR5/8 貨褐色粘質土

I. 暗褐色士（表土）

2. 暗褐色土（表土）

3. IOYR4/6 褐色砂質土

4. IOYR4/6 褐色粘質土（礫を含む）

5. IOYR4/4 褐色粘質土

6. 7. 5YR3/2 褐色粘質土

7. 7. 5YR4/6 褐色砂質土

8. 7. 5YR5/8 明褐色砂質土

9. 2. 5YR5/8 明赤褐色砂質土

I O. 7. 5YR3/2 黒褐色粘質土（弥生土器含む）

1 1 . 7. SYR1/1 褐色粘質上

1 2. 7. SYRS/6 明褐色粘質土

1 3 . 2. SYRS/8 明赤褐色砂質土

1 4. !OYR1/1 褐色砂質士

1 5. !OYR3/3 暗褐色粘質上

1 6. !OYR4/4 褐色粘質士（礫を含む）

1 7 . 2. SYR7/6 明貨褐色砂

1 8 . 7. SYR7/8 貨橙色砂質上

I 9. 2. SY7/6 明貨褐色砂

2 0. 7. SYR7/8 黄橙色砂

2 I. 2. 5Y7/6 ijJ投褐色砂

2 2. IOYRB/1 灰白色砂

2 3. 7. 5YR5/8 明褐色粘買土（礫を含む）

2 4. 2. 5Y6/8 明黄褐色砂

25. 2.5Y6/4 鈍供色砂

26. 2.5Y7/6 明貨褐色砂

2 7. 2. 5YR5/8 明赤褐色砂

2 8. 2. 5YR5/4 鈍褐色砂質±

2 9. 7. 5YR5/6 明褐色砂

3 O. 7. 5YR6/8 橙色粘質土

:l I. 7. 5YR7 /8 橙色粘質土（礫を含む） 4 I. 7. 51R1/•1 掲色粘質t
3 2. IOYRG/8 IJII妓褐色砂質J: 4 2. !OYIし3/1 llfl褐色粘質J:(追1況訳；

3 3. !OYRG/8 I月妓褐色砂質i: 4 3. 10YR5/l 出褐色粘質L

3 4. 7. 5YR8/8 飲橙色砂質J: 4 4. IOYR5/6 凶褐色粘質・1:

3 5. 7. 5YR5/8 明褐色粘質.I: 4 5. 7.5YR5/8 Iり1掲色糾ぷti:

3 6. 7. 5YR6/8 橙色粘質上 4 6. IOYR5/6 投褐色粘質T

3 7. 7. 5YR6/8 橙色粘質L(礫を含む） 4 7. 7. 5Yl!5/8 IYJ褐色粘質l:

3 8. 7. 5YR4/8 黄橙色砂質上 4 8. IOYR5/8 苗褐色粘質｝；

3 9. 2. 5YR5/8 明赤褐色砂

4 0. 7. 5YR6/8 橙色粘費J::(礫を含む）

。
10m 

第44図 1号墳・ 2号墳土層断面図 (1: 200) 
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第45図 1号墳・ 2号墳平面図 (1: 400) 
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第46図

（層名）

I : IOYR3/ 4 暗褐色士

（腐食土）

橙粘質士

黄褐色土

（攪乱層）

101 : 7. 5YR5/6 明褐色砂質土

102 : 7. 5YR5/8 明褐色粘質土

103 : 7. 5YR5/6 明褐色粘質土

104: lOYRI. 7/1 黒色土

（炭化物層）

105 : 7. 5YR5/8 明褐色砂質士

106 : 7. 5YR5/6 明褐色砂質土

109 : 10 YR5/8 黄褐色粘質土

118 : 7. 5YR5/6 明褐色粘質土

120: 7. 5YR5/6 明褐色粘質土
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c 墳丘墓

標高約78mの丘陵の頂部で東西方向に並んで、 2

基の墳丘墓を検出した。ともに墳丘の北側の半分以

上は調査区外になる。

1号墳（第44・45図・写真39・40) 西尾根の最高

所、標高は約78mに位置する。規模は一辺約20mで

方形状を呈すると思われる。なお、南東隅部分は流

出されてやや突出した部分が残り、西側約3分の 1

は昭和時代の尾根道により削平を受ける。また、墳

丘南側の西尾根部分に、後述する東西方向のSD4

が掘削されており、墳丘高が強調されている。

墳丘の裾部分は、地山を削り出して整形を行い、

墳丘の中央部分は、弥生時代後期の土器を含む明黄

褐褐色粘質土の上に、橙色あるいは明褐色粘質土、

明褐色砂質土などで約0.5mの盛土を行っている。

SK 5 (主体部）（第46図・写真41-----43)

墳頂部のやや西よりで、南北方向の土坑を検出し

た。幅約1.2m、長さ約2.5m以上あるが、北側は路

線外に延びる。土坑の床面全体には、厚さ約 5cm

の炭の層が存在する。この遺構に伴う遺物は出土せ

ず、明確な時期は不明であるが、位置から考えて主

体部と思われる。

また、この土坑の南側に人頭大程度の礫を含む溝

を約1.8m検出した。土坑側の石は 4段程度積まれ

て閉塞されている様な状況が見受けられるが、その

他の石は乱積みである。主体部に伴う排水施設の可

能性が考えられる。

1号墳流出土出土遺物（第48図・写真98)

壷 (144・145) 145は、小型の丸底の壷で、口縁端

部が若干欠損する。

甕 (146) 短い台の部分の破片である。

高杯 (147) 小型で円錐状を呈する脚部の一部であ

る。円形の穿孔が3ヶ所に施される。

2号墳（第44・45図・写真45-50) 1号墳の東、中

央尾根と東尾根の分岐点に位置する。 1号墳でも確

認された弥生時代後期の土器を含む暗褐色粘質土の

上に、明黄褐色などの砂（粗砂）・黄褐色砂質士・赤

褐色粘質土（礫を含む）などを何層も交互に重ねな

がら、約2.5mの盛土を行い、 1号墳とほぼ同じ高さ

にしている。

盛土中の土層に 2回水平になる部分が確認でき、

大きく 3段階に分けて築造された可能性がある。こ

の盛土中にも後期の土器細片が含まれている。

規模は直径約20mの円形を星すると思われるが、

調壺区外の北東部分には、幅約15m、長さ約20mの

長方形状の平坦な部分が存在する。

主体部？ （第47図・写真44)

墳頂部のやや西よりで、主体部と思われる東西方

向の土坑と掘り方を検出した。土坑は長さ約2.2m、

残存の幅は約30cm、深さは約60cmである。掘り方

は長さ約4.4m、幅は約1.2m、深さは約50cmである。

平面での検出は、共に土色・土質など明瞭な輪郭を

見出すことは困難であったが、断面での観察で遺構

の確認ができたのが実態である。

（層名）

1 : IOYR1/1 褐色土（表上） 10: 7. 5YRむ8 橙色上

2 : IOYR6/8 明黄褐＆土

3 : IOYR5/8 黄褐色土

4 : IOYR6/8 明黄褐色土

5 : IOYR5/8 黄褐色土

6 : IOYR6/6 明貨褐色土

7 : IOYRG/8 明黄褐色土

8 : IOYR6/6 明黄褐色土

9 : IOYRS/6 黄褐色土

11 : 10 YR6/8 明黄褐色.I:

12: 10 YR6/6 明黄褐色土

13: to YR5/8 黄褐色上

14 : lO YRS/6 黄褐色i:

15: 10 YRS/8 黄褐色上

16 : 7. 5YR5/8 明褐色土

17: 7. 5YR5/6 明褐色土

18 : 2. 5YR7/6 明黄褐色上

A' 
78.0m 

2m 

第47図 2号墳主体部平面図・土層断面図及び断面図 (1: 80) 
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出土遺物（第48図・写真97) 主体部と思われる部分

を検出中に、磨製石鏃2点、土玉 l点と弥生土器の

細片が出土した。また、墳丘の盛土からも弥生土器

の細片が数点出土したが、図示し得たのは壷・甕・

高杯の 3点である。なお、 2号墳の流出土から多く

の遺物が出士した。器種には、壷・甕・高杯・器台・

不明鉄製品などがある。

主体部出土遺物（第48図・写真97)

磨製石鏃 (148・149) 148は、緑白色をした蛇紋岩

系と思われる無茎の石鏃である。中央よりやや下

で、片面から穿孔されるが、貫通はしていない。

ほぽ完形である。 149は、同じく無茎の石鏃である

が、先端部分の約 2分の 1の残存である。穿孔がな

されているが貫通しているかどうか不明である。
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土玉 (150) 直径2.8cm。一部が窪み、穿孔の途中の

ように見える。石鏃• 土韮の違いはあるが、主1本部

からの出土遺物のいずれも、穿孔が貰通していない

ことは興味深い。

2号墳盛土出土遺物（第48図）

壷 (151) 平底で、やや厚手のものである。

甕 (152) ゆるやかに短く「く」の字に開き、端部

に面を持つ。

高杯 (153) 円柱状の脚部で、裾部が大きく開き気

味になる。

2 号墳流出土出土遺物（第48図・写真97~9s)

壷 (154~156) 口縁部が大きく開き、端部を厚くさ

せる (154) には円形浮文が施される。 155は、口縁

端部に刻み目を施し、 156は頸部に凸帯がなされる。

甕 (157~161) 口縁端部に段を有するものが多く、

中でも (157)は大きく開き、さらに上方へも大きく

屈曲させ、刻み日を施す。

高杯 (162~167) 162は、口縁部を緩やかに外反さ

せ端部に面を持つ。脚部が円柱状のものが多いが、

165の脚部は断面が原みをもち、外面に刻みHの後、

第49図柱穴群平面図 (1 : 100) 
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横線文を施す。

器台 (168) 大きく開く口縁部から、直線的に「ハ」

の字の脚部になる。脚部中央に円形の穿孔が4ヶ所

施される。

不明鉄製品 (169) 幅4.5cm、残存の長さ4.7cm、厚

さ0.4cmの不定形の板状を呈する。中央に円形の穿

孔がなされているようである。用途は不明である。

d 溝 (SD 4・17・26・28・31・32) 

多くは東尾根で検出されたが、その性格は各々場

所によって異なるものと思われる。明確に溝として

掘削を行ってしまったが、高地性集落にしばしば見

受けられる、段状の整形痕跡（段状遺構・地山整形

遺構・地山切りこみ遺構などと呼ばれている）であ

る可能性のものや、竪穴住居などの遺構の残骸もあ

ろうかと思われる。

SD 4 (第45図・写真51) 1号墳の南側で検出した。

西尾根を切断する形で掘削され、より 1号墳の高ま

りが強調される。幅4.6m、残存の深さは1.2mであ

る。前述の環壕としている溝の断面と比較すると緩

やかである。標高の違いもあり、 1号墳に関連する



溝と考えられる。

出土遺物（第42図・写真97) 溝の埋土底近くから甕

の底部が出土したに止まる。

甕 (141) 厚手の器墜で、平底である。

S D17 (第 6図） 中央尾根の柱穴群上方で検出し

た。幅0.55m、深さ 0.04m、長さ 1.65mである。

出土遺物（第42図・写真98) 図示し得たのは、甕

(142・143)の2点である。 142の口縁部は、短く大

きく外反させた後、上方へつまみあげ、丸くおさめ

る。 143は、やや大型の甕で平底を呈する。

S D26 (節6図・写真52) 東尾根でSHl8とSHl9 

の間で検出した。緩やかな孤状を皇する。残存の悪

い竪穴住居の周溝の可能性も考えられる。出土遺物

はない。

S D28 (第6図・写真52) S D26の南で検出した、

幅0.4m、深さ0.2mの溝である。ほぽ直線で約 2m

あるが、場所がSHl8の南側で平行な位置関係でも

あり、竪穴住居に関連する可能性もある。出士遺物

はない。

S D31 (第6図） S H24の西側で検出した幅0.3m、

深さ0.2mの溝である。 SD28同様の形状で、約 5m

の長さである。出士遺物は、極少量の土器細片に止

まる。

S D32 (第31図） S Hl9の南側、排水溝に直交し取

り付く形で検出した。幅0.4m、深さ0.2m、長さ5.5

mである。 SD28とSHl8との関係と同様の性格、

もしくは、より下方の遺構へ雨水などが流れ込まさ

せないような機能の可能性もある。出上遺物は、極

少最の土器細片に止まる。

e 柱穴群（第49図・写真55)

中央尾根の中腹、標高約68m前後の場所で40個程

度の柱穴が検出された。柱穴は直径25~30cm、残

存の深さは約30cmで、垂直に掘削される。尾根の

稜線を削平し、平坦な面を造りだしている状況が見

られ、この部分の柱穴群は東西方向に直線に並び、

4間X 3間の物見やぐら的な建物と想定される。

また、この建物の東と西側の柱穴群は、丘陵の斜

面に等高線に沿って、弧を描く様に 2個ずつ対に並

ぶ。両側から建物に階段状に上がるための柱、もし

くは建物に伴う二重の柵列のいずれかの可能性が考

えられる。

出土遺物 この柱穴群の中からの明確な遺物はない

が、検出中に弥生土器の細片が若干出土した。

f その他の遺構

東尾根のSD29の北西上方、 P-35地区で、こぶ

し大の礫を多く含む場所が存在した。規模にして約

lm四方であった。遺構か礫層の露出かの検討をし

て検出に努めたが、礫はすべて自然石（加工品はな

い）と判断し、遺物としての取り上げは行わなかっ

た。スナップ写真撮影（写真53)だけ行い、図化作
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業を怠ってしまった。他の高地性集落でしばしば見

受けられる投石（つぶて石）の集石遺構であった可

能性もある。

東尾根遺構検出中出土遺物（第50図・写真98) 東尾

根の竪穴住居や溝などの遺構検出中の遺物を掲載し

た。器種には壷・甕・高杯・銅鏃などがある。

壷 (170~174) 口縁部は大きく開くものが多く、端

部を肥厚させる。 170の口縁端部の内面には、刻み

目を交互に施す。

遺構名
規模 (m)

讐
柱間 (m)

東西 南北 東西 南北

SH6 3.9 (3.5) 13.65 

SH7 5. 7 (2.2) (12.54) 2.9 

SH9 3.8 (2.4) (9. 12) 

S Hl6 (1. 6) (1. 6) (2. 56) 1.8 

S Hl8 6.0 4.7 28.20 2.3 2.2 

S Hl9 5. 7 5. 1 29.07 2.8 2. 7 

S H22 7.0 3.9 

S H24 4.0 (3. 0) (12. 00) 1. 6 1. 4 

S H27 (1. 8) (2.4) (4. 32) 

S H30 6.4 5.3 33.92 2.6 2.4 

S H33 3.8 

S H34 (0. 5) (1. 3) (0.65) 

S H35 (3. 0) (1. 5) (0. 45) 

第4表竪穴住居一覧表

No 遺跡名 所 在 地 数

1 西金井 桑名市西金井 1 

2 野々田 大安町石栂 1 

3 西ヶ広 四日市市伊坂町 1 
4 菟上 四日市市伊坂町 3 

5 東沖 四日市市水沢町 1 

6 大道端 四日市市座間町 1 

7 大西野 四日市市南小松町 1 

8 椿一宮 鈴鹿市椿一宮町 1 ， 東庄内B 鈴鹿市東庄内町 1 

10 ー反通 鈴鹿市上野町 43 

11 納所 津市納所町 6 

12 長 津市河辺町 3 

13 和遅野 一志郡白山町 1 
14 片野 一志郡一志町 1 

15 岩内 多気郡明和町 1 

16 ママ田 度会郡小俣町 1 

17 白浜 烏羽市浦村町 1 
18 源鳥4号 上野市依那具 1 

甕 (175) 口縁部は緩やかな段を有し、端部は面を

持つ。

高杯 (l76・177) 脚部が小さく「ハ」の字に開くも

の (176)と、長く円柱状を星し横線文を 2段施すも

の (177)がある。

銅鏃 (178・179) 2点ともに摩滅が著しく原型は留

めていない。前述SD23の遺構検出中に、その上面

で出土した。 SD23に伴うものか、それより上部か

らの流れ込みかは不明である。 （服部芳人）

主軸方向 炉 備考

Nl8°W 中央 南側以外の三方に周溝

N33°W 南東部分大半流出

N21°W 北側のみ若干残存

N4°W 北西部分のみ残存

N25°W 主柱穴各2本ずつ
Nl5°W 中央西 焼失住居・銅鐸片出土

Nl2°W S H30によって切られる
N26°W 中央北 南側以外の三方に周溝

NlT W 南西部隅のみ検出

Nl2°W 

N 5°W 2号墳下層で検出

N6°W 2号墳下層で検出

N25°W 2号墳下層で検出

形 式 備考 文献

円基無茎 発掘 1 

欠損不明 表採 2 
円基無茎短身 発掘 3 
凹基無茎(1) 尖基無茎(1) 凸基有茎(1) 発掘 4 

平基無茎短身 表採 5 

円基無茎長身 表採 6 

円基無茎短身 表採 7 

表採 8 

円基無茎短身 発掘 ， 
平凸基有無茎(1（1) 凹円基基有無茎茎（(5) 尖基無茎(9)
基茎 6) 3) 細片不明(9) 発掘表採 10 

円基無茎長身(2) 平基無茎(1) 有基磨製石槍(1) 発掘 11 

平基無茎短身(2) 平基無茎長身(1) 発掘 12 

平基無茎有孔短身 表採 13 

凸基有茎長身 表採 14 

表採 15 

平基無茎 2孔有孔短身 表採 16 
有茎磨製石槍 発掘 17 

発掘 18 

第5表 三重県内出土磨製石鏃一覧表
（註）岡田登「三重県鈴鹿市上野町一反通遺跡採集の磨製石鏃について」『史料』 131号皇學館大學史料編纂所1994の（表2.三重県下の磨製石鏃）に一部加筆
＊文献

1 渡辺・齋藤宇・ 水谷『西金井発掘調査報告書』桑名市教育委員会1993
2 岩野見司『考古学からみた北伊勢』三岐鉄道株式会社1956
大安町教育委員会編『大安町史第一巻」 1986
3 小玉・山澤・谷本『日本道路公団東名阪埋蔵文化財調査報告』日本道路公団名古屋支社・三重県文化財連盟1970
4 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）愛知県境～四日市JCT『埋蔵文化財発掘調査概報皿』三重県埋蔵文化財センター (2000.3)・整理途中で増える可能性あり。
5 四日市教育委員会編『四日市市史第二巻資料編考古 I』1988
6 四日市教育委員会編「四日市市史第二巻資料編考古 I』1988
7 四日市教育委員会編「四日市市史第二巻資料編考古 I』1988
8 鈴木敏雄「磨製石鏃石槍発見地」「県内出土遺物一覧』（鈴木目録224番）
9 小玉・山澤・谷本『H本道路公団東名阪埋蔵文化財調査報告』日本道路公団名古屋支社・三重県文化財連盟1970
10 岡田登「三厘県鈴鹿市上野町一反通遺跡採集の磨製石鏃について」『史料』 131号皇學館大學史料編纂所1994
11 伊藤• 吉水『納所遺跡』三重県教育委貝会1980
12 津市埋蔵文化財センター池端清行氏御教示
13 津市教育委員会『故酒井薦馬氏の考古遺物 lー石器編ー』 1980
14 吉村利男「原始・古代の一志町」「一志町史』上巻1981
15 鈴木敏雄「磨製石鏃石槍発見地」「県内出土遺物一覧』（鈴木目録224番）
16 岡田登氏表採資料
17 本浦遺跡調壺会『白浜遺跡発掘調査報告』 1990
18 三重県埋蔵文化財センター「平成3年度三重県埋蔵文化財センター年報3J 1992 
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(2)古墳時代後期（飛鳥時代）

西尾根で横穴墓4基（全壊状態のもの 1基を含む）

と不明土坑 l基、中央尾根で土城墓2基とそれに類

する士坑3基を検出した。人骨・須恵器・耳環・銀

製空玉・ガラス小玉・刀子・鉄釘が出土した。

a 横穴墓 (1~4 号墓）

西尾根先端部付近（標高約60m)の西斜面や南端

面で横穴墓4基を確認した。中位段丘堆積物および

暮明累層の砂層の軟弱な地盤を掘り込んでいるた

め、天井部および側墜上部は崩落し、周囲上方から

流れ込んだ士砂により、埋没していた。

なお、西尾根南東壁の標高61.5 m付近には、 SK

37 (第59図・写真75)がある。残存長3.2m、幅0.5

m、西墜の立ちあがり0.3mを確認したが、大半が土

@ 

D 5m 一第51図 西尾根横穴墓測量図 (1: 250) 

• 

0
"
£
9
 

•V 

取りにより破壊され、全体の形状は不明で、出土遺

物は皆無である。横穴墓の可能性もあるが、遺構の

性格を決定する材料があまりにも乏しいので、断定

は避けておく。ただ、同じ南東壁で確認された最近

の動物の巣とみられる穴とは明らかに違う、しまり

のある埋士であった。

1号墓（概報での遺構番号SXl2: 第52図・写真58)

西尾根西斜面に位置する横穴墓のうち最も高所

（北）に位置する。最近の士取りにより大きく損な

われており、土取りの崖面に僅かに玄室の一部が残

存しているにすぎなかった。

他の横穴墓の形状・方向性から類推すると、残存

部は玄室の右奥隅で、東側壁 lm分 X奥壁0.6m分

と考えられる。玄室床面は平坦で、墜は床1:0.7m 

までは垂直に立ち上がるが、それ以上は崩れてお

り、天井の形状は不明である。掘削床面の標高は

61.5m。埋士は 4層に分層できた。色調・混入物に

若干の違いが認められるものの、基本的に橙色土塊

を含む明黄褐色砂質土で、周囲の地山が崩壊し埋没

したものと推測される。

出土遺物（第52図・写真100) 約15cmある最下層の

上面から耳環が 1点出土した(180)。耳環の周囲に

のみ、やや粘質の茶褐色を呈する有機質のようなも

のが認められた。 III一 (1)で触れたが、最近の土

取りの際、この 1号墓付近においてほぽ同形同大の

耳環 l点が採集されており（写真102)、本調在出士

品と対をなすと考えられる。表面には緑青がふいて

おり、 X線写真の画像から、中実の銅芯に銀の薄板

を巻き付けたものと推測される。

2号墓 (SXl3: 第53~55図・写真60~67) 西尾根

西斜面の 1号墓の南に位置する。玄室と羨道の一部

にかけての床面は残存していたが、天井は完全に崩

¥¥-
＼ 
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落していた。奥壁右（東）隅にはさらに奥へ小穴が

穿たれていた。その小穴は上方の地山が崩れ埋没し

ていたが、元は直径20cmほどの断面円形を星する

トンネル状のものと思われる。掘削したところ、奥

深くに人り込み、不規則に屈曲するため、動物によ

る攪乱巣穴ではないかと推定される。

長さ3.lm、最大幅2.2mの平面略長方形を呈する玄

室には、短辺のほぼ中央に羨道がとりつき、境には

明瞭な袖が認められる。羨道は、検出面での幅

0.6m、底面幅0.3m。残存長は1.5mにすぎないが、周

囲を大きく士取りされているため、本来更に長かっ

たと推測される。玄室と羨道の底面は、段差なく連

続しており、羨道から奥壁へ向かって20cmほど緩や

かに上昇している。玄門部に閉塞施設の痕跡は認め

られなかった。

埋士は、縦断面 1面と横断面3面の断面観察によ

り41層に分層したが、大半は天井および壁の崩落士

と周囲の地山の流れ込みである。玄室床面直上の21

層はほぽ均ーに堆積しており、その上面では約

20cm大の円礫が多数確認された。円礫は、奥壁か

ら0.6mと2.0mの位置に、奥墜に平行して 2列並べ、

据え置かれたような状態で確認された。このことか

ら、玄室を荒掘りした後に簡単な整地を行ない、棺

台を設置したという手順が想定される。玄室を横断

する土層断面で確認した34層については、その断面

の形状から、排水溝の可能性を想定し、平面的な検

出を試みたが、面的な広がりを持っておらず、排水

溝とは考えられなかった。

出土遺物（第56図・写真100) 玄室構築時の整地士

と考えられる21層の匝上に堆積する19層から、人

骨・装身具・鉄製品が出土した。

人骨の詳細については、 V- (3) を参照された

いが、奥墜側の石列の奥で頭骨が2点 (A・B)並

んで見つかったほか、羨道側の石列より入り口側の

西壁寄りで別遺体の下顎骨と歯 (C)が確認された。

奥陪西側の頭骨 (A) は、頭蓋内の土色が有機物の

変質したような茶褐色を里していたほか、下顎骨付

近の埋士に赤色を呈する場所があり、これはほぼ口

腔から頸にあたる。また、頭骨以外には、石列間か

ら四肢骨と考えられる骨が検出されている。

なお、玄室の東壁寄りには、さらに一体分の空間

-64-

があるが、遣体が埋葬された痕跡は認められない。

鉄釘 (220~229) は、石室内の 3 ヶ所にまとまりが

認められ、フルイ掛けした埋士中のものを含めると、

都合8本ほどが出士した。出土位置がわかる 3ヶ所

と、フルイ掛けした埋士のおよその位置を繋ぐと、

Bの遺体を取り囲むような縦1.9m、横0.6m程の長

方形を呈する。鉄釘に木質が付着していることから

みて、 Bの埋葬には木棺が使用されたのであろう。

副葬品としては、装身具とJJ子が出士した。装身

具には、 Aに伴う耳環 1個(181)、Bに伴うガラス小

玉32個 (188~218) ・銀製空玉 5~7 個 (184~187) 、

Cに伴う耳環2個(182・183)がある。ガラス小玉と

銀製空保はBの首の位置から連なっていたような状

態で出上した。 JJ子(219)は、フルイ掛けをした埋

士から出土したため、原位骰は不明である。

耳環3点は、いずれも 1号墓のものと同様に中実

で、銅芯に銀の薄板を巻きつけたものと推測される。

ガラス小玉は、すべて青色の丸玉。長径0.8cm前

後、短径0.5~0.7cm程度のものが多いが、個体差が

大きい。ほとんどが扁球形を呈するが、 200のみ真

球形で、色調も淡く他と異なる。

空玉は、非常に薄い銀板を八稜の半球形に型押し

し、 2枚をあわせた栃子形のものである。

3号墓地点土坑 (SX 14 : 第57図・写真68・69) 西

尾根西斜面の南隅近くに位置する。床は直径約

3.0mのいびつな円形で平坦である。埋士は、大半が

セメントなどの攪乱土であるが、その下の旧表土と

地山の間は地山類似土が認められた。

埋士の大半が攪乱士であることや、他の横穴墓の

形とは異なることからは現代の土坑と考えられる

が、前述のように、調在以前にこの場所でまとまっ

た鼠の須恵器・土師器が採集されていること、床面

が水平なことを勘案すれば、後世の改変は著しいも

のの横穴墓の名残と見ることは可能であろう。

出土遺物（第57図・写真100) 床面直上から須恵器

の高杯 (230)・壺の破片が出士した。高杯は腰に稜

の巡る杯部、壺はカキメの施された小破片で、まと

めでも述べるが、以前採集されたものと同一個体で

ある。

4号墓 (SX 15: 第58図・写真70~74) 西尾根先端

の崖面で検出された。玄室の大部分と羨道の一部に
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かけての床面が残存していたが、天井は崩落してい

た。

玄室は、長さ2.5mで、最大幅1.6m。玄門付近が一

部損なわれていたが、全体の平面形は奥壁側がやや

広い羽子板形を星する。玄室の短辺に羨道がとりつ

き、奥競に向かって左側には明瞭な袖が認められる

が、右側は損なわれており不明。明確な段差はない

が、玄室床面は羨道床面より数cm高く、玄門から奥

壁へ向かって20cmほど緩やかに上昇している。

埋土は玄室床上直上にきめの細かい粘質士 (19・

20層）が堆積しており、その上層は天井及び壁の崩

落士と流入土である。 19・20層の上面は、場所に

よって若十凹凸があるものの、玄室床面に置かれて

いた円礫の高さにほぼ揃っている。円礫は、掘削床

面に直接置かれた状態で多数出土した。

出土遺物（第58図・写真100)

2点、付近の土中から 2点、

玄室から耳環 (231)・

須恵器平瓶 (232)が出士した。

耳環は、奥壁近くで床面から数cm浮いた状態で

合計4点出土した。い

ずれも錫製で、非常に劣化していたため、実測に耐

え得るものは 1点のみであった。

須恵器の平瓶は、玄室内南西隅から天地逆転した

状態で出土した。頸部両脇の肩部に把手の痕跡が2

つあるが、いずれも欠失している。

b
 
中央尾根中腹の尾根筋上で士城墓2基 (SX 1・ 

10) 

土堀墓 (SX 1・10、

と、それに類似する土坑3基 (SK 8・11・38) 

の合計5基を確認した。

SX1 （第60図・写真78~81)

の長方形を呈する。深さは最も残りのよい東側部分

でも15cmにすぎず、西側の立ち上がりはほとんど

残っていない。自然流出で遺構上面が大きく失われ

ているため、本来の西端はさらに西側で、平面形は

より長辺の長い長方形であった可能性もある。底面

にはかなりの凹凸が認められる。

出土遺物（第60図・写真99)

SK 8・11・38) 

平面形は0.9mX0.8m

東辺の中央付近で、蓋

を被せた状態の須恵器蓋杯 4 組 (233~240) が出土

した。床面から 5~10cm浮いた状態の出土である
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が、その部分の底面は周囲と比べて若干深くなって

いる。蓋杯は、蓋につまみと返りが付くもので、

235・236は口縁部形状や胎士が他と異なる。

S X10 (第60図） 平面形は、 1.6mx I.Omの略長方

形。この遺構も上面が激しく自然流出しており、検

出面からの深さは30cmにすぎない。

出土遺物（第60図・写真101) 埋士から須恵器の平

底の鉢 (241) と小型の高杯 (242)が出土した。

S K 8・11・38 (第61図） SKSは2.3mxI.Om、

SKllはl.6mx0.8m、SK38は3.5mxI.Omの平面が

長方形を皇する土坑。明確な副葬品がないため、断

定は避けたいが、 SX 1・10と形態的に類似してお

り、同じ中央尾根に位置していることなどからみ

て、土城墓である可能性は十分に考えられる。
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(3)平安時代

古墓 (SK25・S D21 : 第62図・写真85)

東尾根の平坦面南斜面で炭の詰まった上坑 (SK

25) と、それを「コ」字形に取り囲む溝 (SD21) 

を確認した。位置関係からみて一連の遺構と考えら

れ、封士・周溝を伴う古墓の可能性が高い。

S K25 平面形は2.4mx 1.5mの長方形を呈し、検出

面からの深さは30cmである。基本的な埋土は下層

から炭化物層 (8層）・炭化物混じりの黄褐色上層

(2・5層）・地山類似層 (1層）であるが、墜際で

は炭化物層を直接地山類似層が被っている。また、

炭化物層の上面には部分的に粘士塊も認められた。

S K25の両脇には、径0.3m深さ0.4m程のピットが

あり、この遺構に伴うとすれば、何らかの上屋も想

定できる。

S D21 S K25の西・北・東を「コ」字形に囲む溝。

北辺の長さ14m、最大幅3.lm、深さ0.3mで、埋土は、

自然堆積層とみられる。

出土遺物（第62図・写真101) S D21出土遺物とし

て、弥生士器の高杯脚部 (243) と須恵器の高杯

(244)・盤 (245)があるが、弥生士器は周囲の竪穴

住居からの混入品であろう。須恵器の盤は猿投窯産

で、平安時代前期（概ね9冊紀）頃のもの。 SK25 

からの遺物の出土はない。 （水橋公恵）
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66.5m 

B
 

1 . 10YR5/6 黄褐色粘質土
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c
 

B' 
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瓢粘土

。
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黒色上

褐色上 (SD3ll

黄褐色土 (Sり3I) 

゜

ー一ー

20cm 

第62図 S D21• S K25実測図（平面図 1: 100・ 土層図 1: 40)・出土遺物実測図 (1: 4) 
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3. まとめ

(1)銅鐸片について

S Hl9の埋土から出土した銅鐸片は、鉗の部分の

破片である。稜線の両側に両面とも、やや鋭角的な

綾杉文を交互に重ねて配置する、特異な紋様構成で

ある (l。本例の様な綾杉文を重ねる銅鐸例は、全国

的にみてもあまり多くはないが、外縁紐2式の段階

から近畿式銅鐸の突線鉦2式の段階まで存在する

（第6表）。

No. 形式 出土遺跡名 蘭.• さ 備考

1 外縁紐2式 徳島・川島神後 42cm 流水文

2 外縁紐2式 兵庫・気比4号鐸 42cm 流水文

3 外縁紐2式 兵庫・気比2号鐸 42cm 流水文

4 外縁紐2式 兵胤桜ケ丘3号鐸 42cm 流水文

5 外縁紐2式 兵庫・野々問1号鐸 20cm 
四区袈
裟欅

6 扁平紐（新） 兵庫・桜ケ丘4号鐸 42cm 
四区袈
裟欅

7 突線紐l式 奈良•石上 1 号鐸 60cm 流水文

8 突線紐2式 岡山・妹 45cm 流水文

， 突線紐2式 不叫•明治大学所蔵 40cm 
四区袈
裟欅

第6表 主な綾杉文を重ねる銅鐸一覧表

上記の表がすべてではないが、外縁紐2式段階の

綾杉文はやや緩やかで、突線紐2式と時代が新しく

なるにつれて、鋭角的に施される傾向にある。本例

は、他に比べると綾杉文が鋭角的に施されているこ

とが特徴である。

また、本例は稜線がやや直線的であり、伊坂銅鐸2

の同一部位であろう部分と比較して、本体の大きさ

は60cmを越えるものと推定していた［しかし、扁

平紐（新）の段階から稜の位置が外側へ付くことが

あり（外側に付くことでより直線的になる）、単純に

稜が直線的であることから大きさの推定はできない

が、他の類例から判断して50cm前後の大きさ4)の推

定が妥当なところといえようか。

また、本例は非常に腐食が進んでおり、「カスカス

感」がある。銅鐸の成分としては、外縁紐2式を境

にして、古い段階は錫の成分が多く、新しくなるに

つれて錫の成分は少なくなる傾向にある。錫の成分
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が少なくなると腐り具合が激しくなることからも、

本例は新しい段階のものと考えることができよう。

ただし、近畿式銅鐸より界線が細く、器壁が薄い

など古い要素を持つことも考慮すれば、本例は扁平

紐の新段階から突線紐2式段階までの幅の中で捉え

るのが一番妥当であろう。

ところで、銅鐸は全国で約480個余り発見されて

いる。その多くは完全な形で、 1個または複数個で

埋納されていることは周知のことである。しかし、

本例のような破片での発見例は、管見に触れる限り

では、これまでに県内では 3例、全国でも29例程度

が知られる（第7表）のみである1。これを見ると、

形式は突線錐の 3~5 式が大半で、部位も飾耳が多

い。そのため、「飾耳を切断することによって、銅鐸

がもつ力を殺ぐ破壊的行為がとりおこなわれた『す

なわち、銅鐸祭祀の終焉を示す行為の現れとも考え

られている。

しかし本例は、上述のように扁平紐の新段階から

突線紐2式段階に属する考えられ、時期的にも他の

破片銅鐸とは、自ずとその性格も異なる可能性も否

定できない。想像たくましくするならば、銅鐸祭祀

の終焉という性格というより、何処かで生産された

際の不良品か、もしくは破片にされた後の、武器・

利器への再利用の産物とは考えられないだろうか。

本例の紐部分内側の断面が、やや鋭利な形をしてお

り、何か物を切断できそうな感じも受ける。また、

本例と同様な時期、扁平紐式の香川県森広遺跡例7

は、鋳かけを行う際の円孔がなされており、何らか

の再利用を目的としたことも考えられる。ただ、同

時期の出士例が少ないが故に、その性格をこれ以上

断定することはできない。

また、破片銅鐸の出士遺構は、溝や士坑内に廃棄

された状態での出土が多く、竪穴住居内からの出士

は稀である。なお、この竪穴住居SHl9だけ、検出

された13棟の中で、唯一焼失家屋であることは、非

常に興味深い事実である。それ故に、本例はこの金

塚遺跡の集落の廃絶と銅鐸祭祀の終焉の関連性を意

味するものとも考えていた。しかし、上述のこと

や、出土位置を層位から判断すると、この竪穴住居

が焼失廃絶した後に、偶然に廃棄もしくは混入され

た可能性もあるため、結局のところ、詳細は不明と



言わざるを得ない。

最後に、この破片銅鐸と文様構成がほぽ同じであ

ると考えられる扁平紐式新段階の伊坂銅鐸との関連

性を、朝明川の周辺の遺跡との状況から総合的に検

討を加える必要があるが、浅学故に深く立ち人るこ

とはできない。

いずれにしても、文様構成・形式・出士遺構など

特異な本例は、今後の銅鐸祭祀の終焉などを検討す

る上で、貴重な資料と言えることは間違いないであ

ろう。 （服部芳人）

［註］

① 京都国立博物館学芸課考古宅長難波洋三氏の御教示による。

② 文久2 (1862) 年、四日市市伊坂町字鐙谷（通称重地山）から出士した扁平紐式

の銅鐸。金塚遺跡の西方約1kmに位置する。現在、四日市市立博物館所蔵で、大

きさ40.3cmを測る。

r-.,. 遺跡名 しなかた 所在地 型式 部位

1 'A淵遺趾 みやふら 長野県柱仁市宮淵仁本村―・ツ塚 突線鈍：ぅ式1て遠式） 紐部分

2 藤/j-原遺跡 ふl'.し•,/.:り 静岡県沼lfcU下舌貰字藤井I京 突報紐，'/~:,式 双殴渦紋飾且

.• J 伊松J易r:場遺跡地）（国鉄浜 し-、・I,f じ1.I・ょ・,,H,・, 静岡県1!(松市南伊場町1111紐醤地 突腺紐2~:l式 双頭渦紋飾耳

4 I公東遺跡 tつ(}がL 静岡県浜松市1,,東 突式線l紐：l式（近畿ロ 鐸身飾耳

.I JM酌遺跡 うりごう ら愛知県豊橋市瓜祁町字•寄逍 ・ド明 鐸身部分

b 椛遺跡 なくさ 愛知県渥モ町椛・IPIII津 突澤線文）鈍5式⑯Iメ：袈娑 1個（本分

7 椛遺跡 な~ぐさ 愛知県社芙町椛伊llltJ¥ 突冷線久師），3式(6区，l'1劣 1個体分

8 朝rJ遺跡 あさひ ，,愛知県西が日井郡滑渕町朝日 突線紐日式 双頭渦紋飾耳

9 朝n;璽踪 J心u 党知県西春 11 井郡清洲•1 朝 II 突腺紐：J~5式 双頭渦紋飾耳

J() 見睛台遺跡 みItら1たし、 党知県名古屋市南区見晴町 突線紐式（山畿式） 双頭渦紋飾11

11 ー反通遺 し、ったんどお,, 三厭県鈴鹿市ゎ拒師町 突祝紐式 蛯部分

le 西場谷（遺跡 ;,-1 I ft・1、言 ：致県／涅野市中友牛字'"'湯谷 突線紐武 椛部分

l:l （（伝阿）11伊1郡賀府国中il村l上） ゃて,•ト・んVt、,.ぐし.. 、ん力こふく！，あ 三直県上野市千歳 突線鈍式 飾耳

la f長遺跡 l l. なが 泣賀県、』「山,fi,+ば諄I 突線紐：i式 双頭渦紋飾耳

J.S 唐古・鑓遺跡 からこ／」・ぎ 糸良県田原本町 鐸粁部分

1(1 纏向遺趾 主ぎiパ 余良県桜井市辻 突緑紐:,-o式 双頭渦紋飾耳

7 利倉遺跡 ぞ,‘ヽ,.,, 大阪府帯中,t;fl」倉 突栂鈍3-iぅ式 蛯部分飾耳

8 亀井遺跡 力ゥめ,, 大阪府）＼尼市亀井町 扁中鈍1式 紐部分

l'l 亀井遺跡 ヵボし、 大阪府）＼尾市亀井•1 ,，，，腺紐：J-5式 桔部分

,o 池 1曽恨遺跡 し、Itがみそね 大阪府和呆市池上●J 突絲紐：J-5式 鐸身部分

2: 池 I・曽恨遺跡 し、iiがみそね 大阪府和泉市池 1●[ 突線紐：l~5式 鐸身部分

" 神倉山遺跡 かみくらやt 和歌山県新宮市神倉山 突ヵ,c線紐4式・近畿IIIB 紐鐸身蛯

訊 岩里f心穴尾遺闊 ょし、；*)のぺあな 兵庫県＇火栗郡千種町岩野匹穴尾 突線鈍：J-5式 紐部分

叫 女代神社遺跡 めしろじんじゃ 兵1jf豊岡市九［｛市 i-町 突棒紐2式 紐部分

窃久1n谷遺跡 くたた：→ 兵庫県W,角●I久 Ill谷’ヤクカボコ 突線紐5式 1片個）体分(117

~6 森弘遺跡 い）ひろ 香川県大）I/郡寒II/町加藤森広 扁ギ紐l氏 鐸身部分7片

27 E野市海底沖 たし、おまのきし力入し、て 岡山県 j,_野市海底沖 突腺紐式 鐸身部分

~8 青谷上寺地遺跡 あJ,おやかみじ 島取県青谷町付谷 突線鈍4-5I式 鐸身部分2片

~9 /!Jill津遺跡 にし力・.1)つ 島根県にL市111111津町 紐外緑1式付紐2式か扁平 鐸身し上半

第 7表破片銅鐸出土一覧表

[JI・参考文献］
・「銅鐸埋納と終拐を考える一」（銀鐸博物館） 1997を参考にして、以下の文献で加筆
・W原貞・春成秀領「銅鐸出七地名表」『考古学ジャーナルNo.210』1982

:II上年

;982 

1989 

148:l 

!SK:¥ 

197S 

11180 

:9'1') 

l'IH'I 

下明

1990 

0000 

97'! 

JY1、9h8ヽ0 

,, lヽ'l.,k-ll 

1%11111~~ 0 

19!(N'IS~ O 

19,¥, 

1980 

'.!J!Jj 

1978 

1978 

];)'18 

1997 

出 1遺溝

③ 『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）愛知県境～四日市 JCT埋蔵文化財発

掘調杏概報l1」(=:璽県埋蔵文化財センター 1999.3)

④ 京都国立博物館収蔵庫・展示室で実際に50cm前後の大きさの銅鐸を実見し、稜

のカープを比較させていただいたが、概ね妥当であることも実感した。

⑤ 破片といっても、銅鐸の一部（飾耳・ 紐・鰭部分など）が単独で出土したもの

(A)、完全な形の銅鐸が細かく砕かれたように多量な破片で出土したもの (B)、

地中から掘り起こされた際、またはその後に道具類などで一部が欠損したもの

(C) などがあると思われる。今回、一覧表作成に当たっては、 (C) と考えら

れるものは省いた。取捨選択は、主観的な要素があるため、 29例程度とした。

⑥ 『銅鐸一埋納と終焉を考える一』（銅鐸博物館、 1997)

⑦ 『森広遺跡1I』香川県埋蔵文化財調査年報I(香川県教育委員会、 1997)

『森広遺跡」新編香川叢書（香川県教育委員会、 1983)

備考 参号文献

：本市博物賄所
I,\濃史料刊行会信濃史料第 1巻ト・ l~-ib 大場『信濡「 ll2-8 栢原『信農. 18-1 

竪号穴住居L5'l
対生前 Iし！りに十加かし丹らT.和出・1Iキ汁十・ ・

///津市教育委員会『沿津市藤井原遺脱第3次発掘調査概裸』；977 

鉗・蔵

Acl区L坑2 C,i 益h・斧大ど＇牝｛半"出 『国鉗紅校 1場内遺跡袷¥TI次発掘調食概報い18:J1~ 浜松巾遺趾調占会

S~08( 土坑） 推定森芯0~80rn, 附IJ:東遺跡IT,lll<JSO浜松市文化協会

曹僑市其術館r/r蔵 帯橋市教育委員会『瓜祁「1%:l

ti跨斜面 絆料会館妾・詮.,其牧町百瑯妄l貝資 梅原未治銅鐸の研究↓')四「二代実録l

ti陵斜面 涯料公館矢・渥'It叙直百l祁委七貝資 梅1点末治「銅鐸の研究虹,.,ー（＼実録l

期出己との凸l習卜器.,,,を,,f.¥ 
愛円塚知貨県料清館洲1所日蔵設1l1 愛屁橋知信県明教育げを委知員県会朝朝H遺日跡遺跡出十l'"'IXC銅鐸片ii『号，1,-字雑誌』弟（沿；；；第1号l'WC)

受貝塚知白県i料青洲館所貝殻蔵山 愛晶橋知信県教明育「受ふ知員県会朝朝H遺H遺趾跡出十1'の18'銅鐸片 ii『考古・,:雑誌』屯t:8巻第1号、 198,)

包含層 名古屋市見睛台考古資料館報「みはらし JN«.cO:J• l!l'l'I JU ll 

前に"ヽ恨ぬll'入！ t'坑な、女堕•以） ,j 6 X :.! 6原:::icm ト野新都市開発整備区凍埋蔵文化財兌掘調査報告書 筍：｝分Ill/ :'>り4:11野市遺跡凋奇会

京都人学所蔵

溝SD,801 最質行没期）十1、層喘占段のu,里階,留灰に式埋色サ粘
下長遺跡発掘調査報告甚ffi','t'山市文化財調針報内苫第.¥Olli/叩：l:l(守山巾粒育J,H.会）

四区恕伐冷文

弥古器墳生己伎前含期期層 し野博1目ばか1滉向 Il'l7o't 

片内式・布留式 豊中市致育委員会利倉遺跡 1'17hljc:

（財）大阪文化財t,;..,クー1亀井城,1, 1980 

（財）大阪文化財センク- I亀井城山い）RO 

,•,, ヽ ,--•·-•o•
ュ・・

1'1,1'177 . "、.._. ヽ "''""

" 、入、U岡肩"'し、'""
経lie塚遺物打昆 速片 t,神什所蔵・cc "> '''" 

• 史科:98:J

厚個揚中（）同人）•ど蔵俗長,·m.S缶（打.・8素千X↓I種飴・ 1紘8 町(i歴 千種町史編さん左員会編I「・棟町史」 1'18'.l

し） ざ5町量~さ徴76・.育c文7mK委化g前庁員・後破会・
加賀見省 -I兵盾県久田谷遺跡出 1の銅鐸片 (J考古学雑誌』筍li8巻第1り］り心

消

包含層
；:11 り［朗形にの鋳fしかがけあ~ に~ 

i『森森仏広遺遺跡跡』ll新』編香香川Il県l坤叢蔵宙，文))8化:l財香調川県府教年報育1，石))7))員会古）II県徴有i貝会
瞭 9 訊め凡れ1,

'cl含層 温菜；；;:, Fl ,mH云,｝ ~~" -

所

・「昭和58年度国庫補助による出上村銅器遺物の実態調査報告碁」（財団法人元典寺文化財研究所） 1984 
・『共同研究「古代の祭祀と信仰」附篇』（国立歴史民俗博物館研究報岩第7集） 1985.3 

-73-



(2) 2号墳の盛土の方法について

墳丘墓1とした 2号墳の、盛土の方法について、簡

単にまとめることにする。

できる限りの分層を試みた結果、 135層 (1号墳も

含む）にも及んでしまった。この分層に際しては、

より客観性を持たせるため、色調については、小山・

竹原編『新版標準色帖J(9版・1989) を用いた。ま

た、土の粘性具合としまり具合をそれぞれ、かなり

強い、やや強い、強い、弱い、やや弱い、かなり弱

いの 6段階に分類した。これは色調とは違い、担当

者の主観が人ることは免れないが、できる限り複数

の人数でしかも他の層と比較しながら、短期間にそ

の具合を確認することに努めた。

また、それぞれの層に含まれる礫・花岡岩・粘上

ブロックなどの大きさやその量なども記録に止めた。

ところで調在中からこの 2号墳の盛土に関して、

大きく 2点、気が付くことがあった。第 1点は、砂・

粘質士・礫などを交互に盛土を行っている可能性が

あること。第 2点は、約 2.5mの盛土を行うに当

たって 2回その作業を止めて、水平にさせているこ

とである。

そこでまず、この135に分けられた層を、しまり具

合と粘性具合の組み合わせで、粘質士と砂質士の 2

つの基本層に、まず分類を試みた。その基準は以下

の通りである（第8表）。

口
粘 性

かなり強い 弱し‘

やや強い やや弱い

強 vヽ かなり弱い

かなり強い

し
やや強い 粘質土 砂質土

強 し‘
ま

り
弱い

やや弱い 粘質上 砂質土

かなり弱い

第8表基本層分類の基準

さらに、そのうえで粘質士には礫を含まないもの

(A) と、礫を多く含むもの (B) に分け、あとは

砂（粗砂を含む）ものを (C)、砂質土を (D)の4

つに分類し、色分けを行い検討を加えることにし

た。その結果、盛土の方法には、概ね次のような傾
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向があることが分かった（第63図）。

まず、 2号墳は、弥生土器を包含する層 (Aトレ

ンチ90層 ・112層）の上に約2.5mの盛士をすること

で、墳丘を築造している。その際、大きく 3段階に

分け、それぞれ約80cm程度で作業工程を止めてい

るのか、水平を意識したような層が観察できる。

Aトレンチの断面観察では、大きく 3段階に分け

た 1段階Hの約80cmにはレキを多く含む粘質土

(B)が、 2段階目の約80cmには砂（粗砂を含む）

(C)が、 3段階日の約80cmには粘質土 (A)が大

半を占めるように見える。以下に、各段階の作業内

容を概略する。

•第 1 段階前 弥生士器を他含する層 (Aトレンチ

90層・112層）が東側へ傾斜をしているため、その上

に第88層• 第89層の粘質士を墳丘東側裾部分に盛る

ことで、傾斜を埋めて水平に均している。

• 第1段階 主にレキを多く含む粘質土 (B) を東

側に単層に盛るが、西側は粘質土 (A)・レキを含む

粘質土 (B). 砂質上 (D) を大きなレンズ状の互層

にして盛る。

• 第2段階第 1段階の (B)層のほぼ上に、主に

砂（粗砂を含む） (C)層を盛る。ただし単層ではな

く、幾つかの層として盛っているようである。ま

た、西側は第 1段階と同様にレンズ状の互層で、

(A)・(B)・(C)・(D)の各層を盛るが、第 1段

階に比べるとやや小さな感がある。

• 第3段階東側は (D)の砂質土、西側は (A)

の粘質土で主に盛る。

その後の盛土については、流出もあろうが、現時

点では上記の 3段階の作業工程で、 2号墳の盛土が

行われていることが判明した。

さて、土質工学的には砂と粘土の互層を繰り返す

ことで、より土の強度が増すという ~l。また、第 1 段

階でのレキを含む (B)層を傾斜の下る側に盛り、

流出を防いでいることなどから、詳しく言及する知

識は持ち合わせていないが、単に土砂を盛って築造

されたのではなく、かなり細かく丁寧にしかも、流

出を防ぐために企画・施行された墳丘であることは

間違いないのではないだろうか。

Aトレンチと直交する形でBトレンチも設定して同

一層の把握に努め、より立体的に盛土の方法を探ろ
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① 弥生時代の墓の名称として、墳丘墓・方形台状墓・弥生墳墓などがある。山田

猛「前田遺跡J(『昭和57年農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘報告J1983.3)に

よると、「方形台状墓は、集団墓地から隔絶した高所に位置し、溝やテラスで区画

し、地山の削り出しや盛土によって立体的に造られた、特定小集団の墓であり、墳

丘墓とは立地や造墓技術は方形台状墓と基本的に変わらないが、主墳丘に祭壇と

しての造出しが付設され、主被葬者が明確であるものを呼ぶ。」としている。

また、近藤義郎「古墳以前の墳丘墓」（「岡山大学法文学部学術紀要」 371977)

によると、「主に周囲の削り出しによって墓域を画するか、主に盛土によって墓域

を画し形成しようとするかによって、方形台状墓とを区別してる。」とする。

今回、 2号墳で墳丘墓の名称を使用じているが、① 「盛土を行っていること」、

② 「主体部と認識した遺構（出士遺物が卓越しているとは言いがたいが、穿孔途

中の磨製石鏃や土玉の存在は、いかにも非日常的（墓的？）な要素ではある）が1

つであること」から判断した。また、路線内で墳丘の3分の1程度しか調査すること

はできていないが、弥生土器を含む層 (90層・ 112層）の上に盛土を行っているこ

と、埴輪、須恵器など古墳時代の遺物の出土がないことからも、この名称が妥当で

あると判断した。なお、 1号墳でも2号墳の盛土下で確認された弥生時を含む層に

相当する層 007層）の上に約0.5mの盛土を行っている。盛土前の立地条件として

は、 1号墳の存在する場所は、 2号墳よりも高所にあたるため、確証はが2号墳より

も前の築造と考えた。名称は盛士があるため、墳丘墓を採用しているが、東側・

南側の地山削り出しや形状（方形）から、台状墓とする方がよいのかもしれない。

② 西田一彦「古墳の築造」（『肝陵No.27」関西大学考古学研究室1993)

冒

第63図 2号墳盛土模式図 (1: 100) 
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(3)環壕を1伴う高地性集落について

中央尾根と東尾根で、 SD 2・S D 23・S D 29の

3ヶ所の溝を検出した。東尾根のSD23とSD29に

ついては、近接しており繋がっていたことは間違い

なかろう。また、このSD23・29と中央尾根のSD

2との繋がりは、後世の士取りと自然の崩落が激し

く、距離も約30mと離れるため、不確定なところが

大きいが、出土した遺物から同時期と考えられ、ま

た、標裔約60mとほぽ同じ高さであることから、本

来は一つの溝であったと推定している。なお、 SD

2の存在する中央尾根の西側も、後世の土取りなど

で横穴墓が検出された西尾根までの距離が約60m

と、大きく崩落している。また、西尾根での標高60

m地点は、調在区内では存在していないため、この

溝がどこまであったかは不明である。

上記3ヶ所の溝であるが、いずれも尾根上に所在

し、等高線に沿うような形で掘削されている。ま

た、これらの溝が所在している場所より高所に、同

時期の竪穴住居・柱穴群・墳丘墓などの遺構が存在

している。このため、これらの溝は集落を取り囲

み、防御するための機能を持つ「環壕」と考えられ

る。なお、この環壕より低所では溝は確認されてお

らず、 1条であったものと思われる。

ところで、調在前の地目は、竹林や雑木林であっ

た。伐採して初めて、当遺跡からは南の朝明川中下

流域やその南対岸の垂坂丘陵、さらには伊勢湾を挟

んで愛知県の知多半島も望むことができることが分

かった。条件さえ良ければ伊勢湾口に浮かぶ神島ま

でも望むこともでき、まさに伊勢湾全体を一望でき

る場所に、当遺跡は所在する。

遺構は、概ね標高約70mで確認され、南東に広が

る朝明川下流の低地との比高差は60m程度あり、高

地性集落の範疇でとらえるべき遺跡である。

以上のことから、金塚遺跡については、環壕を伴

う高地性集落という位置付けが可能であると思われ

る。

次に、この金塚遺跡周辺の弥生時代遺跡（第64・

65図• 第9表）を概観して、その性格についてを若

干考えてみようと思う。

朝明川下流の北岸には、多くの弥生時代の遺跡が

存在する。まず前期であるが、確実にこの時期に遡
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る遺跡は、現在までのところ確認されていない2,0

中期になると、当遺跡の西方約 1kmには、中菓か

ら後業にかけて、 50棟以上の竪穴住居が検出された

菟上遺跡 (6)が存在する。また、この菟上遺跡の

さらに西方には古代東海道が通っていた可能性のあ

る南北方向の谷筋を挟んで、伊坂遺跡 (7)が存在

する。この遺跡からは、約130年前に扁平紐式（新）

段階の銅鐸が発見されており、その関係は非常に興

味深いものがある。

また、菟上遺跡の東方には、牛谷・西谷・東谷と

いう小さな谷筋を挟んで、山村遺跡 (5)が存在し

ている。平成11年度の県道の調在において19基もの

方形周溝墓が＼また本書収録の第二名神高速道路

の工事用進入路部分でも方形周溝墓 l基と、環壕 1

条が確認されており、当時期の墓域と考えられている。

この菟上遺跡については、銅鐸埋納地（伊坂遺跡）

の祭祀域と、方形周溝墓（山村遺跡）の墓域を備え

た中期の拠点集落とも想定されている4,0

なお、朝明川北岸の朝明丘陵の南縁辺部分には小

さな谷筋が走っているような地形がいくつか存在す

る。谷によって分断され、それぞれが個別単独に所

在するように捉えがちであるが、菟上遺跡・伊坂遺

跡・山村遺跡のような、各々が有機的な繋がりを有

している可能性は十分に考えられる。今後、周辺の

遺跡の性格を考えていく上で貴重な成果を示してい

るように思われる。

次に、後期に入ると、この党上遺跡を中心とする

集落が広がりを持つのか、分散するのかは不明であ

るが、西方に西ヶ広遺跡 (8)・東方に金塚遺跡 (1). 

城ノ谷遺跡 (2) などが存在するようになる。

西ヶ広遺跡は、これまでに第 1次調壺5として東

名阪自動車道建設に伴う調査 (A地区 ・B地区・ C

地区）と、第2次調壺6として土取りに伴って四日市

市教育委員会による調在 (D地区）、第二名神高速道

路に伴って第 3 次•第 4 次調¼7i (E地区）を行って

いいる。遺跡の立地としては、東西方向に200m、南

北方向に100mの半島状の平坦な段丘上に位置し、

約30棟の竪穴住居が確認されている。中には一辺約

10mの大型住居も含まれ、この平坦面全体に住居が

存在していた可能性も指摘されている。また、環壕

は調企区内では確認されていないが、標高差20m以



上の段丘崖と段丘に切りこむ 2本の谷によって、充

分な防御性が確保されていたと推定される。

また、城ノ谷遺跡は当遺跡の南東300mの谷を挟

んだ、標高約50mの中位段丘面に位置する。この遺

跡では弥生時代後期の竪穴住居 6棟（内、火災住居

1棟）が確認されており 8、時期も金塚遺跡と同時期

でその関係も注Hされる。ただ、遺跡範囲の大半は

団地造成などさまざまな改変によって消滅してお

り、調介で確認された場所は、段丘面平坦部分の北

東隅に当たる。よって遺跡の中心は、南西方向に広

がる平坦面になると考えられるが、その間には南北

2方向から細長い谷地形が存在しており、この場所

に山村遺跡と同様な性格の環壕が存在していたこと

も推察が可能かもしれない。

推測の域を越えないが、もしそうであれば、金塚

遺跡の南西方向には山村遺跡、南東方向には城ノ谷

遺跡とで 1次的な防御的性格の遺跡が存在し、より

高所の北方に金塚遺跡が存在することになる。

一方、朝明川の南岸には東西方向の垂坂丘陵が広

がる。近年、北勢バイパス建設事業などに伴って発

掘調在が行われており、弥生時代の様相も徐々にで

はあるが判明しつつある。

前期の遺跡については、北岸と同様に確実な遺跡

は確認されていない。次に、中期の遺跡として、久

留倍遺跡 (12)がある。平成11年度の北勢バイパス

に伴う調在において、弥生時代中期の竪穴住居 l棟

が、遺跡範囲の南縁で検出されている。さらに範囲

確認調究の結果、多くの竪穴住居・士坑・溝などが

検出されており、事業地内だけでも約18,900rri、丘

陵全体の約100,000rri(東西35QmX南北300m)がそ

の範囲であると考えられている，。この遺跡の立地

としては、標高15m前後の沖積地から西側に緩やか

丘陵上を星する所に位置する。今後の調在によっ

て、さらに詳細は判明するものと思われるが、朝明

川左岸の同時期の菟上遺跡と双璧を成す拠点集落に

なる可能性もある。

また、この丘陵の大矢知町青木山で、宝鐸2口が

出士したという記録もあり io、もし銅鐸であったと

すれば、北岸の冤上遺跡と伊坂遺跡の関係と同様

に、久留倍遺跡と大矢知銅鐸の関係も想定され興味

深いものがある。
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後期を代表する遺跡として、竪穴住居が100棟以

上も確認されている山奥遺跡 (20) が挙げられる IIO 

この遺跡は、垂坂丘陵の東斜面に位置するが、その

先端からは約700m程西へ奥まった所で、しかも先

端部分の北側からは久留倍遺跡の所在する丘陵が、

南側からは糠塚古墳が所在する丘陵が迫っており、

人江状の奥、まさに「山奥」である。当遺跡からま

た、土製模造鏡などの特殊な遺物の出土やその立

地、重複して存在する100棟以上もの竪穴住居、五角

形の竪穴住居の存在などから、何か特異な性格、例

えば港的な性格、もしくは環壕などは検出されてい

ないが、遺跡の所在する場所そのものから、防御的

な性格を有するような遺跡の可能性も考えられそう

である。なお、金塚遺跡とはほぼ同時期であるにも

関わらず、垂坂丘陵の北側の標高が高く、金塚遺跡

から直接、山奥遺跡を望むことができないことも、

その性格を考える上で璽要な要素になるのかもしれ

ない。

その他、後期の遺跡としては、羽津広遺跡 (21)・

井詰遺跡 (23)・大城遺跡 (lg)などがある。これら

の遺跡は、詳細な発掘調壺が実施されておらず、詳

細は不明であるが、朝明川北岸同様に、後期になる

と久留倍遺跡を中心とする集落が広がりを持つかの

ように増加する傾向にはありそうである。

朝明川下流の北岸と南岸における弥生時代の遺跡

の変遷を概述してきた。いずれも前期は不明である

が、中期には菟上遺跡（北岸）、久留倍遺跡（南岸）

を拠点集落として発展してきたようである。後期に

入ると、集落内の住居数の増加・大規模集落の出現

と共に、防御性を有した環壕集落・高地性集落の確

認がなされたことは、朝明川を挟んでの集落間の軋

礫が発生し、政治的緊張関係が増加したような感が

ある!?'o

また、古墳時代前期の古墳として、志氏神社古墳

があるが、この古墳は現存する四日市市唯一の前方

後円墳（もしくは前方後方墳）で、朝明川流域では

なく、その南約2kmに東流する米洗川と海蔵川と

に挟まれた標高約10mの低丘陵の東端に位置する。

この古墳の位置は、朝明川・海蔵川・三滝川をも視

野に含んだ場所であり、弥生時代後期に行われた各

流域の集落間の政治的緊張関係が統一されたことを



物語るようでもある。

最後に、出土土器の中には近江系の土器が含まれ

ている。当遺跡の位置は、伊勢湾西岸地域の海上を

北上する南北ルートと、滋賀からの陸路の東西ルー

トの接する地点とも考えられる。今後、朝明川の上

中流域にも、同様な高地性集落が発見される可能性

は十分に考えられる。当遺跡の存在は、今後高地性

集落の性格を広域な視野で検討していく上で重要な

意味を持つものと思われる。 （服部芳人）

［註］

① 「壕」の字にあえて「濠」を使っていないのは、「…空壕をめぐらしたものと、

周囲に水を湛えた水濠をめぐらしたものとがあり、厳密には前者を「環壕」、後者

を「環濠」と書き分けることができる。もちろんこれは、結果的には、丘陵・台

地上と低地という集落の立地条件によるわけであるし、…」という寺沢薫氏「環

壕集落の系譜」（『古代学研究』 146号、古代学研究1999.5)の趣旨による。

② 朝明川の流域では、確実に弥生時代前期に遡る遺跡は確認されていない。しか

し、県内では津市の納所遺跡・鈴鹿市上箕田遺跡などの沖積地に所在する前期の遺

跡もあり、標高10m前後の沖積地の微高地に所在する下ノ宮遺跡・下ノ宮南遺跡

（ともに南岸）、や間ノ田遺跡・辻子遺跡（ともに北岸）周辺などでも今後確認さ

れる可能性も考えられる。

R 山村遺跡（第2次）発掘調在概要2000.1.29 現地説明会資料

④ 穂積裕昌「IV. 菟上遺跡 3. まとめ」（「近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）

愛知県境～四日市JCT 埋蔵文化財発掘調査概報m」三重県埋蔵文化財センター、

2000.3) 

⑤ 小玉道明ほか「西ヶ広遺跡」『東名阪道路埋蔵文化財調査報告j(三重県教育委

員会） 1970 

⑥ 小玉道明ほか『西ヶ広遺跡発掘調査報告ー D地区ー」（四日市市教育委員会、

1972) 

⑦ 片岡博「VIII.西ヶ広遺跡 (E地区）」（『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）

愛知県境～四 H市JCT埋蔵文化財発掘調介概報m」三重県埋蔵文化財センター、

2000.3) 

田中久生「V 西ヶ広遺跡」（「近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）愛知県境

～四H市JCT埋蔵文化財調杏報告N」三籠県埋蔵文化財センター、 2001.3)

⑧ 田中久生 m.城ノ谷遺跡」（『近畿自動車道名古届神戸線（第二名神）愛知県

境～四H市JCT埋蔵文化財調在報告l1」三重県埋蔵文化財センター、 1999.3)

田中久生「IX.城ノ谷遺跡」（『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）愛知県

境～四日市JCT埋蔵文化財調究報告m』三重県埋蔵文化財センター、 2000.3)

⑨ 清水政宏「m久留倍遺跡」（『一般国道1号線北勢バイパス埋蔵文化財発掘調査概

報N』四H市市教育委員会、 2000.3)

⑩ 『皆書国誌』によると4口、『勢陽五鈴遺響』によると」 2口の宝鐸が、大矢知町

青木山光明寺跡（久留倍遺跡の範囲内にその伝承地がある）で、 1716年-41年（享

保・元文年間）に発見されている。風鐸の可能性もあり、疑問視するむきもあるが、

現存せず不明である。岡田登「三重県鈴鹿市高岡山遺跡群発見の銀鐸片J(『考占

学雑誌』第75巻第4号、日本考古学会、 1990.3)

⑪ 荒木昌俊•佐々木裕「 II 山奥遺跡」（『一般国道1号線北勢バイパス埋蔵文化財

発掘調査概報N』四日市市教育委員会、 2000.3) ほか

⑫ 清水政宏「北勢地域の弥生集落の様相」ー小特集：て重県における集落の様相

（『みずほj34号、大和弥生文化の会、 2000.3)

第64図 金塚遺跡周辺地形図 (1: 12,000) 昭和36年・ 39年四日市市都市計画図 (1: 3,000) を合成して作成
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蜘遺跡名 ルビ 屯番号 所在地 弥生堕期代
削期中 後期

流域 ~ ヽ!. 地 主な遺構 tな遺物 備 考 参考文献

l 金塚 コガネヅカ 65 山村町字池ノ谷 朝下流明北川i;': 朝じlJ丘標陵高の70mI貝部尾根 溝133墳(環h慕壕）2竪杜穴穴住群屈 銅高2鐸杯紐U・片器こ・台・弥多）1叫生鏃後2期 （麻壺製・石甕鏃・
環落壕で囲まれた裔地性集 ① 

2 城ノ谷 シロノタニ 66 広字埋永縄町'字['.拍メjJiケll朝谷11町大 朝ド流明北Ill岸 朝日丘陵南縁標高52 竪穴11居6 弥台＇）「後ス期リ石（壺 L甍玉 高杯 器 弥は焼牛後失期住居の竪穴住居 l棟 ① 
~47m 

3 内ノ坪 ウチノツホ 67 広永町字内ノ坪 朝ド流明北Ill岸 標晶50m台地上 西~混兵I訟S姐採天I;畑の泊数佑・西跡詮ISS切とISの市、逍距I,,昭跡,雄↓和こ、弥は南叩叶I;： の年I R 

4 間ノ Ill マノダ 68 立、永町字間ノrn 朝下流明北川岸 標高15mの微高地 方形周溝硲 調昭深在和さ3時で6年、、壷弥、地牛口緑表七表器ド5採発0見~7・0c分m布の 内1／3坪年遺度跡調と杏の中関連 平成 Ri) 

5 ill木寸 ヤマムラ 249 山村町字西 西平占 朝ド明流北川岸 朝!・.II標丘陵高南43縁.3の-尾47根. 3m 環濠2 方形／古）溝煤 l 弥生1器(・春D 金塚遺跡の広がりが想定 ＠③ 

61 
朝ド流明北川芹 標朝血高及R4び丘0m陵東南方縁の段谷水丘田中位・ 柱竪穴建物住居5方0棟形以／昔l上溝墓・掘立 級弥生の集中期洛では、 北勢最大6 菟上 ウ・/ガミ 62 伊坂町字菟 1 牛谷 弥生土器（各種） 石器 木器 ⑫ 

247 

7 伊坂 イサカ 429 伊坂町字鐙谷 朝下流明北川岸 標高60mの丘陵上 -t. 坑（弥生） 弥生土路片 偏2ギ年紐）式銅鐸出 t(文久

” 
8 西ケ広 .—. ンガヒn 59 伊坂町字西之広 松山 朝ド流明北川芹・ 椋位尚面40河~5芹0m段のl了台：上地中 上竪坑穴住（居弥牛（弥後生期後5期)29) 弥鉢生・辟後台期・手（壺惚・売小型姉杯・土・台錘付） ③ 

9 西；L ニシッジ 462 西大鋒町字l叫辻 朝中流明北川岸 位標絢面25~27mの段丘下 分布調介のみ詳細不明 壷甕小片 占11)能代性大金郷の中心集落の ← " ） 

10 北山C キタヤマ 241 

畑両北宮笠ド山之地木人・宮鋒"以・・'鉾埃•キ"且n田経字勺.I.北塚神W,, ,罰,宮の'm・. "丸中地,,i'●,野w ・・ 北南北i佃林神． 朝中流明北川片 西地上大鐘標町集高5落6の~北6lm方台 緊穴住居3 溝2 弥牛 l:路（壺台付甕） 製鉄集洛か？ R直）

11 下之宮 シモノミヤ 512 朝ド流明南川芹
標野高5m前後の氾濫‘ド 自然流路 弥生時代中期（壷甍高杯） 北事施伊党勢に伴L業っ用て水,t道会調第査4期実 ⑯①⑯ 

12 久留倍 クルベ 74 内大谷矢知町字久留倍字矢 朝ド流明川南岸
緩上標向や1か0mに-傾30斜m、し東た側丘陵に

竪穴 l ，而甕裔杯 ⑪⑫ 

13 [IJ畑 ヤンバタ 76 大矢知町'f'.山畑 朝ド流明/南11芹： 大矢知丘陵標高28m ⑥ 

14 斎宮谷 イソキダニ 80 畑大矢知町字斎官谷'f'.111 朝ド流明南）II 岸 2大0m矢知丘陵標高32- 石鏃 ⑥ 

15 行木谷 アオキダニ 72 大矢知町字青木谷 朝ド流明川南岸 大矢知丘陵標高40m 溝 弥生上器須患器上師器 和1緊986急25年発(昭掘）和調16取在0年り）の・1た98め7(の昭 ⑥ 

16 富士谷 プシタニ 75 大内谷矢知町字富上谷字矢 朝ド流明川南岸 4大0m欠知1了：陵標晶25- 1変96•0 青6木1年谷採遺土跡と地—形体改？ ⑥ 

17 雲犬 ウンテン 71 大矢知町字雲火 朝ト流明Il南l岸 辺大裾矢知部丘陵の北 東縁 無頸壺形t器 八知遺反縄跡遺）跡と一体 （大矢 ⑥ 

18 八反縄 ハックンしいJ 70 大沢矢知字町--:字石塚雲犬 字トー 朝下明流南川芹 辺大裾矢部知丘陵の北 東縁 i廿椀 知八遺反縄跡遺）跡とー→｛本 （大矢 ⑥ 

19 大城 オオシロ 69 大矢知町字大城 朝下流明川南岸 斤陵 甍製形石上斧器（完形品 衣採） 磨 ⑥ 

20 ill奥 ヤマオク 84 知大字町字羽津鳩字浦illノ奥大矢 上t-[7流1.)川南岸 椋や尚か2な0数丘m陵-傾40斜数nの緩 堅穴住居100棟以上 弥鋭!f'.土・t:器製丸（上各種） j製模造 現さ在ら講にj介増加中す、遺る構の数は ⑩ 

21 羽津広 ハヅピロ 336 大知字町字羽津北字之脇ILLノ奥大矢 十下流四南川岸 椋高50m 単坂丘陵 弥斧牛後期（南甕高杯） 石 山な奥す遺遺跡跡と連続し イ本を ⑥ ． 

22 畢坂 タルサカ 251 字垂坂糠塚町字Ll」鏡田 大字羽津 下米洗流川南片'. 標,Wi30-40m ⑥ 

23 井詰 イヅメ 90 南いかるが町 ー米下洗流南/II岸 椋商20~30m 台地 竪穴住居 石斧

'"大期"'祓跡四期の芍＊形柑膳竪逍#1,桟叶に和跡5-0寺台ヤ閃期成',' ~ 址""地遺。の係に.代跡分,講そ可翡片'棟"確、在が能け曹J_,n刃に性,必束iら1りり,よ澗）、Jiれ"）物り弥隣1、'"、CJか集採'-,,こ落,ら莉の,, 追に人
⑥ 

24 東111 ヒガシヤマ 45 朝明町字東ill 朝中流明川f¥ii~ 標高55m 台地卜． ⑥ 

25 卜．野 ウエ／ 479 西阿倉川町字卜．野 海ト流蔵北川岸 標地高の南6向-!きOmの阿斜倉面川台 立緊柱穴住建物居26棟方形・環／吉］壕溝硲・掘 弥1L-t.器（各種） ⑭ 

26 西ヶ谷 ニシガタニ 126 束坂色部町'町j-:字白見西ケ谷谷 111之 部中流田北川岸 部丘陵田裾Ill北部岸に広の丘が陵る及び 遺代跡の範遺物囲がの散西部布に弥生時 ⑦ 

27 荒JI:田 アライダ 121 111之色町字荒Jt田 部中流田川酉岸 標高22m 台地上 弥牛中期後半壷形t.器採集 部田川沿い唯一の遺跡 ⑥ 

28 四ツ谷 ョッャ 408 束坂部町字[Iし1ツ谷 海中蔵流北川岸 標高20丘陵台地の先端
様八在間郷、ノ地北田遺側区跡のにの貝内野閣ノ坪係遺跡遺と跡Jが,i)存と ⑥ 

29 大谷 オオタニ 129 '生['.桑東町店字蒲大谷谷 束坂部町 海中蔵流右/11岸 標東端高25m生桑台地の北 溝環（壕址前期（（前前期期後期）））竪七穴坑方形住・炉居同 ⑲⑳ 21 

30 永井 ナガイ 137 厖平町字永!H.石塚 I 中：滝流北川岸 標の南高2東0端-30m生桑丘陵 環期墓壕）（中（期前）期．竪）穴方住形居周（溝後 辺

31 Hill ウエハタ 337 尼平町字卜．畑 中:滝流北/II岸 標東端高25m生桑台地の南 竪穴住居7 (後期） 砥後期石（亜十．錘・甕 高杯） 石斧 ,2:i 

第9表 朝明川流域の弥生時代遺跡一覧表

＊消水政宏「北勢地域の弥生集落の様相」ー小特集：て軍県における集落の様相ー「みずほ』 34号（大和弥生文化の会） 2000. 3収録 表l北勢地域における弥生遺跡・覧表及ひ、 4まとめ「四H市市内の弥'l'.
遺跡について」『一般国道 1号線バイパス埋蔵文化財は靴調壺概報w』(2000.3)収録 表4四H市市内発掘の弥生遺跡・覧表を参考にして、作成

［参考文献］
① 近畿I'!動車道名占屋神戸線（第―．．名神）愛知県境～四日市JCT『埋蔵文化財発掘調奇概報11』て童県埋蔵文化財センター (1999.3) 
② 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）愛知県境～四日市JCT『埋蔵文化財発掘調在概報皿j芝軍県埋蔵文化財センター (2000.3) 
③ 近畿自動車道名占屋神戸線（第□名神）愛知県境～四日市JCT『埋蔵文化財発掲調在概報N』三重県埋蔵文化財センター (2001.3)
④ 小玉道明ほか「西ケ,;_;遺跡」「束名阪道路埋蔵文化財調介報告』三菫県教育委員会 (1970)
⑤ 小£道明ほか『西ヶ広遺跡発掘調壺報告ーD地区ー』四日市市教育委貝会 (1972)
⑥ 『［几Ill市市史』第2巻史料編考古 I(1988) 
⑦ 「四 H市市史』第3巻史料編考占II(1993) 
⑧ 小玉道明・番条勇雄『北山遺跡試掘調在概要」四日市市教育委員会 (1975)
⑨ 四日市市遺跡調壺会『北山C遺跡ー（仮称）緑の広場計画に伴う試掘調査報告書』 (1988)
⑩ 般国道 1号北繁ハイパス埋蔵文化財発掘調究概報II (1998. 3) 
⑪ 一般国道 1号北勢バイパス埋蔵文化財発掘調企概報皿 (1999.3) 
⑫ 一般国道 1号北勢バイパス埋蔵文化財発掘調査概報N (2000. 3) 
⑬ 一般国道 1号北勢バイパス埋蔵文化財発掘調資概報V (2001.3) 
⑭ 四日市市遺跡調壺会『上野遺跡一宅地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ー」（四日市市遺跡調査会文化財発掘調在報告書IIJ (1991) 
⑮ 四日市市遺跡調査会「上野遺跡2一宅地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ー』（四日市市遺跡調在会文化財発掘調壺報告書IX)(1992) 
⑯ 『三重県埋蔵文化財センター年報7』（三重県埋蔵文化財センター） 1996. 3 
⑰ 「:重県埋蔵文化財センター年報8』（そ重県埋蔵文化財センター） 1997. 3 
⑱ 「-=取県埋蔵文化財センター年報9』(=軍県埋蔵文化財センター） 1998. 3 
⑲ 小玉道明『大谷遺跡発掘調査報告—A地lメ: . B地区ー』（四日市市埋蔵文化財調杏報告2)四日市市教育委員会、 (1966)
⑳ 小玉道明『大谷遺跡発掘調査報告II-C地区の遺構ー』（四日市市埋蔵文化財調査報告11)四日市市教育委員会、 (1976)
⑳ 伊藤洋『大谷遺跡発掘調壺報告m-c地区の遺物一』（四日市市埋蔵文化財調壺報告14)四日市市教育委員会、 (1977)
⑳ 小玉道明・伊藤洋他『永井遺跡発掘調査報告』（四H市市埋蔵文化財調査報告7)四日市市教育委員会、 (1973)
⑳ 小予道明「上畑住居址群発掘調壺概要』（概要報告5)四日市市教育委員会、 (1967)
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(4)横穴墓について

これまで三重県内では，磨き砂の採掘坑の可能性

があるような不確かなものを含めても、横穴墓は 4

遺跡でしか知られていなかった。このため、その存

在自体あまり注Hされてこなかったが、金塚横穴墓

群をはじめとして、近隣地域で近年行われた発掘調

査により相次いで発見されるに及んで、横穴墓を当

地域における古墳時代後期の墓制の一つとして認識

できるようになった。近年横穴墓の本格的な発掘調

壺が行われた広永横穴墓群・金塚横穴墓群・菟上遺

跡の 3遺跡（計11基）と、今まで知られていた死人

谷横穴古墳群（四日市市）• 山辺横穴墓（鈴鹿市）．

陰涼寺山横穴墓群（亀山市）・半田横穴群（津市）を

合わせると、現時点では、朝明川流域の丘陵上に 7

遺跡中 4遺跡が集中するという分布状況にある。た

だ、当横穴墓群をはじめとする近年の調究例が、当

初から横穴墓の存在を想定していたわけではないこ

とを考えると、丘陵斜面の重要性を認識せずに見過

ごされてきた横穴墓は少なからずあったのではない

かとも思われる。したがって、朝明川流域に集中す

る現在の分布状況は、この地域の丘陵斜面で大規模

な発掘調在が行われたことによるもので、他地域での

今後の調杏状況により変わりうるものと思われる。

ここでは、未だ正報告書が刊行されていないが、

当遺跡に近く、遺構の残存状態が比較的良好な広永

横穴墓群との比較を交えながら、当遺跡の特徴を考

察してみたい。なお、広永横穴墓群の概要について

は、概報（田中1999)および横穴墓のシンポジウム

資料（田中2001) によった。

①立地・分布について

広永横穴墓群は、標高約35mの丘陵上に位置し、

金塚横穴墓群から南東へ約500mの所にある。同一

尾根上で横穴式石室 l基と横穴墓6基が確認されて

おり、横穴墓の残存状態は金塚横穴墓群よりも全般

的に良好である。しかし、調壺区域が狭小であるた

め、横穴墓の面的な分布や群構成を把握できる状況

にはない。本遺跡の場合も、一つの尾根に 4基検出

されたにすぎず、このような点に論及することは難

しい。ただ、本遺跡では、西尾根と中尾根の間に

あった張り出しが大規模に士取りされた際に、同時

代のものと見られる須恵器が多量に出士しており
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（倉田1999)、この張り出し部分にも横穴墓が造ら

れていた可能性がある 1。そのように考えた場合、

本遺跡で確認された横穴墓群は、さらに広く展開し

ていた横穴墓群の中の一つの丘陵上に営まれた小支

群と考えることもできる。

広永横穴墓群では、玄室は、その主軸と等高線が

直交するようにして、頂部へ向かって築造されてい

る。これに対し、本遺跡では、尾根の軸線に沿って

掘削されているように一見思われる。しかし、周辺

の地形は大きく改変されているため、戦後に米軍が

撮影した航空写真や古い図面を検討し、最近の改変

以前の地形を考えると、やはり尾根南西斜面の等高

線に対し、直交またはやや斜めに築造されていたと

推測される。

ところで、広永横穴墓群は尾根頂部を墳丘と意識

した有墳丘横穴墓とされており、当横穴墓の場合も

尾根先端にある若干の高まりに向かって玄室が構築

されていることから、同様に有墳丘横穴墓と評価す

ることが可能かもしれない。しかし、この高まりは

地山であり、広永横穴墓群で想定されているような

墳丘上祭祀の痕跡も認められないことから、積極的

に有墳丘横穴墓とする根拠を見いだすことも難しい。

②横穴墓造営の時期について

先に述べたように、当地域における横穴墓の本格

的な発掘調在は、ようやくその端緒についたにすぎ

ない。このため、横穴墓の形態の時期的変遷を検討

しうるだけの資料の蓄積がなく、遺構から時期を判

断することは難しい。一方、出士遺物には、土器・

耳環・予・刀子・釘があり、この中では、須恵器の

編年的研究が最も進んでいる。そこで、ここでは須

恵器を中心にして、金塚横穴墓群造営の時期につい

て考えてみることとしたい。

北勢地域は、畿内と東海という文化圏の周縁に位

置しており、両者の影響を大きく受けてきた地域で

ある。消費遺跡における須恵器の様相も同様で、ど

ちらかと言えば畿内の陶邑窯のものに似た須恵器

と、尾張の猿投窯産の特徴をもつ須恵器（猿投窯系）

の両者が混在している。時には、古墳から出士した

杯の半数を占めるほど猿投窯系が持ち込まれている

こともあるが（葛山1997)、地域で主体を成すのは前

者で、少数の異質な須恵器を含むが、形態・胎土か



ら細部のくせまで類似する一群が主体を占めてい

る。この一群の須恵器は、北勢地域の四日市市周辺

で集中的に出土することから、 四日市市を中心とし

た地域で生産を行っていた単一または少数の同系エ

人集団による製品ではないかと考えられ、同じ特徴

をもつ須恵器は、 四日市市内の岡山古窯跡群（小玉

他1971)や西ヶ谷古窯跡群（春日井他1992)で出士

している。 したがって、この須恵器の一群を、岡山・

西ヶ谷窯系須恵器(2と称することも可能であるとは

思うが、 ここでは在地窯系須恵器と仮称しておく。

在地窯系須恵器については、未だ相対編年が確立

されておらず、紀年銘資料など直接的に実年代を導

きだせるような材料も全くない状況にある。 した

がって、ある程度実年代を押さえられる地域の須恵

器と対比する方法が考えられるが、地域色の認めら

れる須恵器なので、表面的な類似性だけで他地域の

須恵器編年に当てはめることには躊躇をおぼえる。

しかし、幸いなことに、北勢地域では在地窯系須

恵器と猿投窯系須恵器が共伴する事例が少なからず

→ 

― l 
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第66図 金塚横穴墓群3号募地点採集遺物 (1: 4) 
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存在する。猿投窯系須恵器は、比較的年代決定の材

料に恵まれている飛鳥地域でも出士しており、そこ

から在地窯系須恵器の実年代を導き出すことも可能

ではないかと思われる。

ところで、金塚横穴墓群からは、本調在では 3点

の須恵器しか出士していない。 しかし、本調査以前

に、西尾根で士師器の甕 1点と共に、 7点の須恵器

が採集されている（倉田1999)。 7点の須恵器の中に

は、杯蓋・高杯・壺・提瓶が含まれており、そのう

ち、高杯（第66図2) と短頸壺（同 5) は、 3号墓

地点土坑出士の須恵器高杯・壺の破片と接合でき、

同一個体であることが確認できた。さらに、採集地

点もまさに 3号墓地点3であり、付近に横穴墓以外

の遺構が確認されていないことを考えあわせると、

これらの採集資料を 3号墓に伴う遺物と考えても間

題なかろう。そこで、以下では本調壺前に 3号墓地

点で採集された須恵器も含めて、横穴墓の造営時期

を検討する材料として用いることとする。

これら金塚横穴墓群出士の須恵器は、残念ながら

-. 

99 

88 
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すべて在地窯系で、猿投窯系の須恵器は含まれてい

ない。しかし、近隣の西ヶ広遺跡（小玉他1970)で、

金塚横穴墓群採集資料の杯蓋（第66図1)の類品と、

猿投窯系須恵器の接点を見いだすことができた。

西ヶ広遺跡は、当横穴墓群から西に約1.2kmの台

地上にある縄文時代から中世までの複合遺跡で、当

該時期の竪穴住居が多数確認されている。竪穴住居

SB17出上の在地窯系須恵器杯蓋（第67図16・l7)は、

金塚横穴墓群で採集された蓋とほぼ同大で、口縁部

内端に面をもつ特徴や全体の形状・胎士に共通性が

認められる1)。このSB17から猿投窯系須恵器の出土

はないが、 SBllではSB17出土の杯身 (18) と酷似

する杯身 (12) に、猿投窯系須恵器の杯蓋 (10)が

共伴している。この杯蓋を猿投窯の出土遺物と比較

すると、東山44号窯出士品に類似性が高いことか

ら、金塚横穴墓群の須恵器杯蓋は西ヶ広遺跡SBll・

17の資料を媒介として、東山44号窯とほぼ同時期の

ものと考えることができる。

しかし、ここでは複数の遺構を介在させて時期の

推定を行っているため、猿投窯系須恵器との直接的

な共伴例から年代を導き出した場合と較べて、大き

な誤差が生じていることも予想される。そこで次

に、猿投窯系須恵器と直接共伴する在地窯系須恵器

の杯蓋と金塚横穴墓群出士杯蓋とを比較し、先の推

定が妥当であるかを検証したい。

当該時期の猿投窯系と在地窯系の須恵器が供伴す

る例については、葛山氏の論考（葛山1997) に詳し

いが、その好例として和田ヶ平 1号墳（小玉他

1974)・ 青木川 2 号墳•西ヶ谷遺跡が挙げられ、なか

でも和田ヶ平 1号墳の在地窯系杯蓋は、金塚横穴墓

群出土杯蓋との類似性が高い（第68図）。和田ヶ平 l

号墳は、遺物の出土状況から 1次埋葬と 2次埋葬に

分けられているが、共伴する猿投窯系須恵器はいず

れも東山44号窯期から直接後続する東山15号窯期の

ものとされており、 1次埋葬と 2次埋葬の士器群

に、明らかな型式差は認められない。そこで、和

田ヶ平 1号墳出土遺物をひとくくりにして、金塚横

穴墓群のものと比較してみると、両者の在地窯系杯

蓋は非常によく似ているが、和田ヶ平 1号墳の方が

若干新しい様相を呈している。したがって、金塚横

穴墓群出土杯蓋を東山44号窯の須恵器とほぼ同時期
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に位置付ることには、やはり十分な妥当性があると

思われる。

次に、実年代について考えてみたい。飛鳥地域で

は、東山44号窯と同時期と見られる猿投窯系須恵器

は、川原寺下層 SD02出土遺物の中に認められる

（西口1993)。この遺構は、川原寺創建以前のもの

とされているが、川原寺の創建年代には諸説あるた

め、実年代を絞り込むことは難しい。しかし、東山

44号窯の直後の東山15号窯と同時期のものと見られ

る猿投窯系須恵器は、 645年の乙支の変との関連が

指摘されている甘橿丘東麓遺跡焼土層 SX037から

出土している（次山1995)。東山44号窯と東山15号窯

の須恵器を較べてみると、わずかに新旧関係が認め

られるものの、璽複する要素も非常に多く、それほ

ど大きな時期差は想定できない。

したがって、資料的制約により、それぞれの横穴

墓の年代にまで言及はできないが、以上の検討か

ら、金塚横穴墓群が造営された時期の一端を、 645年

をやや遡る 7世紀前半と考えることができよう C5lo

R横穴墓の形態について

金塚横穴墓群と広永横穴墓群には、平面形態や奥

壁の立ちあがり、奥墜と側墜の境の状況など、玄室

の形態に異なる点が非常に多い（第69図）。一般的に

形態差の要因については、個体差・地域差・時期差

などが考えられるが、両横穴墓群の形態差がどれに

起因するものなのかを検討してみたい。

まず、個体差の可能性については、両横穴墓群の

各横穴墓の形態が、それぞれの群の中で非常に似

通っており、均質的なあり方を示していることから

みて、考えにくい。

次に、地域差を考えるべきかどうかだが、両横穴

墓群は匝線距離にしてわずか500mしか離れていな

い。朝日丘陵上の同じ四日市市側に位置しているこ

とを考え併せると、地域差を想定するには、あまり

にも近すぎるのではないだろうか。

最後に、残る時期差について検討してみよう。金

塚横穴墓群が造営された時期の一端を、 645年をや

や遡る 7冊紀前半と考えられることについては既に

述べた。では、広永横穴墓群はいつ頃の造営と考え

られるだろうかR。詳細については本報告を待ちた

いが、現段階で実測図が公表されている遺物の中に



猿投窯系須恵器が含まれていることが手がかりとな

る。広永横穴墓群で出土している猿投窯系須恵器

は、おおよそ東山15号窯や東山16号窯出土遺物と対

比できるもので、一部にはさらに後出する要素をも

つものまで認められる。東山15号窯の時期について

は既に述べたが、東山16号窯については、同時期の

ものと見られる杯身・杯蓋が飛鳥水落遺跡（奈文研

1995)から出土しており、この遺跡が661年に建設さ

れ、 667年もしくは671年に廃絶した漏刻（水時計）

と推定されていることから、 7世紀の第 3四半期頃

と考えられる。したがって、さらに後出要素を持つ

ものの存在を考慮すれば、広永横穴墓群の造営時期

は、およそ 7世紀半ば～後半頃と推定できるのでは

ないだろうか。

つまり、金塚横穴墓群が7世紀前半の築造と推定

横穴墓

□ 4号墓
広永横穴墓群

されるのに対して、広永横穴墓群はやや新しい時期

の築造と考えられ、両者の間には時期差が存在する

のではないかと思われる。したがって、両横穴墓群

の玄室の形態差に、造営された時期の違いが反映し

ている可能性は十分に考えられよう。

ところで、他地域での研究によれば、横穴墓は立

地・分布から被葬者の階層まで、多岐にわたって同

時代の墓制である横穴式石室と比較し関連づけて論

じられることが多く、形態についても同様である。

そこで、北勢地域の横穴式石室についても一瞥し

ておこう。

北勢地域には、良好な遺存例はあまり多くないた

め、横穴式石室の変遷を詳細に捉えることは難しい

が、大まかには、玄室の幅が広くて袖が明瞭なもの

から、玄室幅が狭くて袖が小さなものや不明瞭なも

横穴式石室

~'-"-'I.. ――』.___,
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第69図 金塚横穴墓群・広永横穴墓群と北勢地域の横穴式石室の平面形態 (1: 120) 
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のへの流れがあるように思われる⑦。前者の様相を

示す新しい事例の北小松3号墳が東山44号窯とほぼ

同時期と考えられ、後者の様相を示す古い事例の和

田ヶ平 1号墳が東山44号窯～東山15号窯とほぽ同時

期と考えられているため、その変換点をおよそ 7世紀

前半～中葉におくことができるのではないだろうか。

つまり、金塚横穴墓群と広永横穴墓群は、北勢地

域の横穴式石室の形態が大きく変化する時期の前後

に造営されたもので、金塚横穴墓群が、玄室幅が広

＜袖が明瞭であるのに対して、広永横穴墓群は、玄

室幅が狭く袖が小さなものや不明瞭なものであると

いう形態差は、まさしく、北勢地域の横穴式石室の形

態変化と対応しているのではないかと推測できる。

さらに、横穴墓と横穴式石室との関連が推測でき

る類似点としては、石室前面にとりつく非常に長い

素掘りの溝、墓道状遺構が挙げられる。従来、これ

は北勢地域の横穴式石室の特徴として認識されてき

たが、広永横穴墓群でも、残存状態のよい横穴墓に

はすべてに確認されている。これも、当該地域にお

ける横穴墓と横穴式石室の形態的類似性を示唆する

要素ではないだろうか。そうだとすれば、玄室の手

前が後世の土取りにより失われていた金塚横穴墓群

についても、広永横穴墓群と同様の長い墓道状遺構

があった可能性も十分に考えられる。 （水橋公恵）

［註］

① 中央尾根で確認されたような上城墓の可能性もある。

② 岡山古窯跡群は、須恵器から灰釉陶器まで焼成した窯跡であり、全ての時期に

あてはまるかは不明であるが、当該時期の前後についてはその見通しを持っている。

③ 倉田1999の本文中で、稲垣義ー氏の採集地点が別地点（第2固1) となっている

のは誤植で、出土したのは第2図の2であるとのご教示を得た。稲垣義ー氏の話で

は、この地点は土器が採集される以前から若干＜ぽんでいたということである。

④ 異なる点としては、西ヶ広遺跡のものが2点とも天井部内面に同心円文の当て具

痕があるのに対し、西尾根出士のものは不定方向になでられていることをあげら

れる。しかし、西ヶ広遺跡出土の在地窯系杯蓋の中には、 SB17とほぽ同形のもの

が数点あり、それらの天井部内面はなでられているものが多い。また、採集資料

のなかにも高杯ではあるが、杯部内面中央に同心円文当て具痕がある。したがっ

て、天井部に当て具痕があるものと、なでられているものの差異は時期差という

よりも個体差と考えられる。

⑤ 本来、士器による時期決定に際しては、個別の器種だけでなく、共伴するすべて

の器種について検討を行うのが望ましいとは思うが、筆者の知見の範囲では、他

の器種の類例と猿投窯系須恵器との良好な共伴例を見つけることができなかっ
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た。したがって、本稿では杯蓋からの検討に止まらざるを得なかった。

⑥ 時期について、田中1999と田中2001では異なる見解が出されており、検討中と

のことである。

⑦ 北勢地域の横穴式石室には、東海地方に特徴的な胴張り形のものと畿内との関

係が想定される矩形のものの2者が存在する。その一方で、東海系と畿内系と単純

に2系列に分けられない在地での展開があり、複雑な様相を呈している。この点に

ついては、詳しくは竹内1995・1996を参照されたいが、ここでは、目に付く現象

を単純に捉えた。
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No. 登録番号 器種 出遺1:位構置 「l径 器高 その他
cm cm cm 

調整技法の特徴 胎 上 焼成 色 調 残存 備 考

I 004-01 ，亜ギ
S-22 

12 2 外内：：ナナデデ・波状文 密 良 橙 75YR7/6 1/8 
SD2 

2 004-03 壷
S-22 

25 7 外内：：ナユビデオサエ・ナデ やや密 やや良 にぶい黄黄橙橙 IOYR6/4 1/10 
SD2 にぶい 10YR5/4 

3 001-02 
亜—· 
S-22 

14 6 外内：風風化化ののたためめ不不明明 (や2-や4粗1Illll石含む） 不明 にぶい黄橙 10YR7/4 ロ緑部2/3 取り卜．げNO20 
SD2 

1 005-02 壷
S-22 

8 0 外内：ハケケメ後 やや粗 良 明黄褐 IOYR6/6
n縁部2/3

体頚部部焼円成形後2個穿穿孔孔
S02 ：ハ ナデ・ユビオサエ 1/.5 

5 004-04 亜~ 
S-22 底径 外内ハケメ やや粗 艮 橙 5YR6/6 1/5 
SD2 4 0 ：風化のためイ』明

6 004~02 壷
s~22 底径

外内：：ハミガケキメ （粗直径3mm以下の石を含む） 良 外内：褐にぶ灰いI黄OY橙R5/IlOYR6/4 底部完形
S02 4 5 

7 002-02 壷
S-22 底径

外内：：ハハケケメメ後ミガミ やや密 良 黄橙 IOYR5/6
底部1/4

SD2 7 8 1/5 

8 001-05 高杯
S-22 外内ハケメ・ナデ やや密 やや良 橙 75YR7 /6 1/3 取円り上げNO2 
S02 ：ミガキ 形スカシ3カ

9 005-01 高杯
S-22 外内：ミガキ・ナデ・オサエ後ハケ

や(4mやm以粗下の小石あり） やや良 にぶい黄 25YR6/3 
杯部1/8 取り上げNO13 

SIJ2 ：ミガキ 脚部2/3 円形スカシ3方

10 001 -OJ 甕
S-22 

12 2 14 5 
底径 内外：オサエ・ケズリナデ やや粗 イ』明 明赤褐 5YH5/6 3/5 取り上げNO19 

SD2 4 2 : -1~ 明 (2~6mm石含む）

11 002-01 甕
S-22 

14 6 外内：：風ヨコ化ナのデた・めハィケ＜明 (やJ~や2粗nllll石含む） 良 明褐 75YR.5/6 
目縁部1/6

SD2 2/5 

12 003-01 甕
S-22 

16 6 外内 ：ハユビケオメ(サ8本エ/・cナ~·デ1~・ハ5本ケ/メc(m1)~・刺5本突/・cナm)デ 粗（直径4mm以下のレキを含む） 不明 明黄橙 10Yi<6/6 1/2 取り上げNO15 
S02 

N-43 
外内：風風化化ののたためめ調調幣整イ不＜明明 や(2皿や以粗下の小石少量含む）1:l 012-01 亜ギ SD23 15 0 良 黄橙 IOYR8/6 ロ緑部1/5

（明褐色士）

N-44 

外内：：不ミガ明キ・ヨコナデ や(Imやm以粗下の小ん少量含む）11 012-02 ‘= 弔＇：
（黒S褐D色23上）

18 8 良 橙 75YR7/6 い縁部1/5

N-43 
外内：ナデ？

粗(4mm以ドの小石含む） 言15 007~02 壷 S023 II 2 浅黄橙 lOYRS/4 CL緑部1/2
（黄褐色士）

: ハケメ

N-44 
外内：ナデ

粗(4mm以下の小石含む）16 007-01 哺~- S023 
：ハケメ後ミガキ（表面ハクリはげしい）

イ＜良 淡黄 25Y8/4 1/3 
（黄褐上）

17 015-03 壷
N-43SD 

13 9 外内：：ナミガデキ？？・ハ・ユケビ？オ・刺サ突エ 粗(5皿以下の小ゎ多量含む） 不良 橙 75YR7 /6 
日縁部1/2

23 1/3 

N-44S 
外内不不明明 や(2mやm以粗下の砂粒含む）18 016-03 壷 D23 不良 淡黄 25Y8/4 n縁部小片

（明褐色上）

N-43S 

外内：：イ直＜線明文・波状文・ナデ 外内：：橙淡黄752Y.5RY78//6 4 19 007~01 壷 1)23 密 良 体部小片
（鼓褐色土）

N-44S 

外内．：ナタテデハケ・波状文6本直線文4本・6本 （や礫や少粗し含む）20 013-02 •祇 D23 良 橙 75YH7/6 体部小片
（黒褐色上）

21 007~03 壷
N-44S 

外内：ハ直ケ線メ文(5本）波状文(3本4本）タテハケ や(3皿や以粗ドの小小含む） 良 明黄褐 IOYR6/6 体部小片
1)23 

N-43S 
直内線：ハ文ケ(7メ本外）：タテハケ・波状文(5本・7本）・22 013-03 壷 023 やや粗 良 にぶい黄橙 IOYR7/3 体部小片

（黒褐色土）

N-44 
底径 外内：ハケ・風化大

や(2mやm以粗ドの小石少量含む）23 011-02 '~ 亜 sn2:i 良 明黄褐 10YR7/6 底部2/3 取り卜．げNO8 
（黒褐色-t)

4 3 ：ハケ

N-43 
底径
外内 ：： 不不明明 （やのク小やサ石粗リ礫多少い最）含む・Imm以下24 011-01 壷

（黒S褐D色23I) 4 1 
良 浅黄橙 75YR8/4 底部1/2 取り上げNO16 

N-43 
底径
外内：：調調整整不不明明 粗(5mm以ドの心含む）

にぶい赤黄橙橙 10YR7 /4 底部ほぼ完形
25 011~04 壷 S023 不良

（褐色士）
4 1 底部 OR6/8 1/2 

台頸付壷無
N~44 

底径 外内：ハケメ・ナデデ
(や5mmや以粗下の小石多贔含む）

r1縁部部ぼ1/完3 
26 009-02 SD23 10 4 16 3 

89 ：ハケメ・ナ
不良 浅黄 25Y7 /4 底ほ形

（黒褐色上） 2/3 

N-44 

外内：：ナミガデキ27 008-01 高杯 SD23 20 8 密 良 明黄褐 10YR7/6 2/3 円形3方スカシ
（黒褐色u
N-44 

外た内め：：ハ直調ケ線整メ文イ・＜表(9明本面・ハ12ク本リ）の・ミたガめキ調・表整面イ＜ハ明クリの
(粗5皿以下の小石含む）28 009~01 高杯 S023 ィ＜良 橙 75YR7/6 1/3 円形3方スカシ

（黒褐色士）

29 008-02 高杯
N-44 底径

外内：：ハイ遣ケ月後ミガキ や(5mやm以粗ドの小石含む） ィ＜良 橙 75YR6/6 1/2脚部のみ 円形5方スカシ
SD23 14 4 

N~44 

外内：：直イ渇線り文(5本）・ヘラミガキ
取り上げNO5 

30 012~01 隔杯 S023 やや粗 良 橙 75YR7 /6 上脚部1/2
（黒褐色上）

円形3方スカシ

N-44 
外調内整：：ハ直イケ線＜明文・直線文(7本/2cm)・風化のため31 013-01 高杯 SD23 やや粗 良 黄橙 75YR7/8 柱状部完存 赤色頻料付着

（黒褐色士）

32 012-06 高杯
N-44 

外内：風不化明のため調整不明 粗 良 浅黄橙 lOYl¥8/4
上脚部わずか残

S023 存

N-44 
底径
外内： ミミガガキキ や(雲2lllillや局以粗少下しの含小む）石少屋含む・33 011~04 翡杯 SD23 良 浅黄橙 75YR8/6 脚部一部欠

（黒褐色十．）
10 9 

34 010-01 器台
N-44 

21 3 20 4 
底径
外内：調一整部ミィ道ガ明キ・ハ・円ケ形メ浮文 (粗5mm以下の小石含む）

ィ~PJJ 浅黄橙 lOYRS/4 2/3 円形4方スカシ2段
S023 15 4 

N-44 
外内 ：： 不イ； 明明 や(2111や111以粗下の小石少量含む）35 011-05 甕 S023 14 4 良 黄橙 75YR8/6 ロ緑部1/5

（明褐色t)

N-43 

内外：：ナナデデ・ハケメ 粗(2.5mm以ドの小石あり）36 005-03 甕 SD23 15 7 不良 にぶい黄橙 IOYR6/4 日縁部l/2 スス痕あり
（黒褐色上）

第10表遺物一覧表 (1)
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No. 登録番号 器種 出士遺位構置
11径 器泊 その他

調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 備 考
cm cm cm 

37 Oil -06 甕
N-44 

17 0 外内：ハヨコケナ痕デ跡・・ヨコナデ やや粗 良 明赤褐 5YR5/6 ロ緑部1/3
SD2:l ： ハケ

N-43 
底径 内：ユビオサデエ・ハ後ケハメケ・ユHピ O粗mm~3mm小石含む）

底ロ部縁4部/52/5 38 014-01 台付甕 S023 18 9 30.l 
8 8 外：ユビナ オサエ後ナデ

不良 にぶい黄橙 IOYR7/1 焼成後穿孔

（明褐色土）

N-43 
底径 内：ナデデ・ ．一部ケメハケ

や(3IIllllや以粗下の小石含む）39 015-02 台付甕 SIJ23 良 黄灰 25Y5/l 底部1/21/4

（黒褐色七）
7 2 外ナ・ハ

N-44 
底径 外内：ハケ

や(2mmや以粗下の小石少量含む）10 011-0:l 台付甕
（黒S褐D色23上） 7 15 ハケ・摩耗著しく調整不明

良 橙 5YR7/6 脚部ほぼ完存

11 016-02 台付甕
N-43 底径 外内：ナデ

や(5mmや以粗下の小石含む） ィ＜良 にぶい黄橙 IOYR7/4
底部1/8

S1123 7 6 ハケのちナデ？ 1/10 

/43 020-04 壷 （黄S褐D色29上） 20 2 風化のため調整イ遁月 密 小良 橙 5YR6/8 1/5 

P-37 
1本部 内：ミナガデキ・？・ヨコハケのちタテハケ(10本/cm)

や(1mmや以粗下の小石含む）
ロ縁部1/3

14 015-04 w. ギ
（黄S褐D色29t:) 

12 4 
21 1 外 ハケ後タテミガキ

良 橙 25YR6/6 
1/3 

（黄S褐D色29lー）
底径 外内：ハケケメメ(1後4ミ本ガ/キ0.・9ハcmケ) 内橙浅黄橙 IOYRS/4

底体部部完下存部1/545 020-01 壷 ：ハ メ(7本/I2cm程度）・密 良 取り上げNO3 
5 8 
ナデ

外： 7 5YR7 /6 

P-37 
底径 外調内：：ハ表ケ面メハ(1ク0リ本の/たl.2めcm調)・整表イ面、明ハクリのため

粗(I ~6mmの石を多く含む） 底n縁部部完完存存2/3 46 021-01 壷
（鼓S褐D色29u 7 6 IO 4 ィ＜良 橙 75YR7/6 取り卜げNO3 

46 
整小明

り`・

P-37 

(粗4mm以下の石含む） 外内 ：： 浅浅黄黄 2 2 55YY87 //1 3 47 017-03 
（贔S褐0色29上）

内：ハケメ・(6本/cm)外：ミガキ？ 良 1/3 取り上げNO8 

48 020-03 甕 （黄S褐D色29十） 15 0 
外内：ハケメ
ハケメ(7本/lcm)単位イ＜明 粗(l-5mmの石を含む）

ィ＜良 橙浅黄橙 75YR8/3-
7 5YR7 /6 

1/4 取り卜げNO4 

19 018-01 章ぷ （黄S褐D色29上） 15 8 外内：：ハケ部メハ・ナケ痕デ（・調調整整イ不道明月） 粗(4mm以下の小石含む）
不艮 外内：黒にぶ褐しIOYR3/l 

ロ縁部1/3
: 、黄橙 IOYR7/4 1/5 

50 022-01 甕
P-37 

16 0 外内：：刺不突明文様・ハケメ (や4mmや以粗ドの小石を含む） 良 明赤褐 5YR5/6 ロ縁部1/5
S029 

51 02/4-01 甕
p~3s 

外内：ィ直＜線明文・ハケメあり やや粗 良 橙 75YR6/6 ロ緑部小片
S029 

P-37 
底径 1 内：ハケメ

粗(6mm以ドの砂粒含む） 底r1緑部完部形1/81/3 52 018-04 甕
（黄S褐D色29t) 

12 9 15 6 ：刺突文・直線文・波状文(1本）・ハケメ(12 イ＜良 明黄褐 IOYR7/6 
2 2 
/cm) 

53 020~05 甕 （黄S褐0色29i:) 表面ハクリのため調整イ湯明 (粗l-3mmの石を含む）
ィ＜良 にぶい黄橙 !OYR7/1 ロ縁部小片

54 019-05 台付甕 SD29 外内：ハケメ
：ハケメ(9本/cm) 粗(l-3mmの小石を含む） +良 橙 75YR7/6 脚体部下ほ部ぼ1/完4存 取り卜→げNO18 

55 019-02 台付甕
SD29 外内：ユビオサエ・ハケメ(lo本/cm)

や(1mやmの密石をわずかに含む） 良
にぶい橙 75YR7 /4~ 

1/3 底部に允填技法痕跡
（黄褐色上） ：ハケメ 橙 75YR7 /6 

56 019-01 台付甕
SD29 底径 外内：ナデ

粗(l-2mmの石を多く含む） 不良
2底.5部YR内6/：4にぶい橙

脚部完存
（鼓褐色七） 5 0 ：表面ハクリのため調幣ィ湛月

外：橙 75YR7 /6 

57 020-0< 台付甕 （鼓S褐0色29上） 外内：ハケケメメ(8
：ハ本/!cm) （粗を砂含粒むを）多くと1~2  5mmの石 ィ＜良 橙にぶ2い.5Y橙R75/Y6 R7/~- 1/3 取り上げNO4 

58 019-0/4 高杯
S029 外内：ナデ？（表面ハためクリ調の整た不め明） 

粗(1-5mmの小イlを含む）
ィ廿良 橙 5YR6/6 脚部上部完存 取り卜．げ方Nス0カ.2 

（黄褐色十．） 表面ハクリの 円形3 シ

59 022-02 高杯
P-37 内不明明

や(3mやm以粗下の砂粒を含む） ィ＜良 にぶい黄橙 IOYR7/3 脚部上半のみ 円形3方スカシ
S029 外：イ<

60 019-03 高杯
SD29 ハ外内ク：：表ハリのケ面たメハ・めクミガ調リのキ整た・イ直湛め明線調文整(1不1本明・下12本方ナ）・表デ面

や(I~や2粗mmの小石を含む）
ィ；良 外内：：橙にぶ5いYR橙7/65YR7 /4 脚部｝：部1/2 円形3}jスカシ2段

（黄昆色十．）

61 022-03 高杯
Q-36 

内：ナミガデキ 粗 良 橙 75YR7 /6 脚部I・・半のみ 円形形46方方スカシと
SD29 外 ・直線文 円 スカシC/)2段

62 006-01 高杯
SD29 

26 3 
底径
外内：：ハミガケキ後後ミ直ガキ線・文脚・部脚調部整調不整明小明 (粗4mm以卜．の小わあり） 並 浅黄橙 10YR8/4 ]/3 

（鼓褐色十．） 12 01 

63 023-03 高杯
Q-36 底径 外内： イ＜明 やや粗 良 橙 75YR6/6 脚部完存 円形3方スカン
SIJ29 15 ：ハケメ・ミガキ後直線文表面ハクリ

61 017-02 高杯 （黄S褐D色29t:) 外内：：調ミガ整キイ・道直月線・ナ文デ・キ？ザミ 粗(2mm以下の砂粒含む）
やや良イヽ 淡黄 25Y8/4 l/4 円形3方スカシ

P-37 
底径

や(む1~）や3密mmの石をわずかに含 灰橙臼75IYORY7 R/S6 /2~ 取円形り上4げ方Nス0カ.シ5 65 021-02 高杯 S029 内：ナデ外：ミガキ イ寸良 5/6 
（拭褐色七）

II 4 

66 023~02 高杯
P-37 外内：ミガキ やや粗 良 橙 75YR6/6 端部欠損
S029 ：ミガキ後直線文

67 017-01 高杯
S029 

9 5 外内：ミガキ？
粗(3mm以下の砂粒含む） 不良 内黄橙部 7 5YR7 /8 

ロ縁部1/3
取円形り上4方げNスOカシ7？ 

（黄褐色土） ：ミガキ？・調整不明・キザミ・直線文 外：一橙 25YR7 /6 1/2 

ミニチ SD29 
底径
外内：ナデ

や(4mやm以密ドの石少量含む） 底に縁部完部存1/210/3 68 01s~o3 64 7 7 2 45 不良 淡黄 25Y8/4 
ュア （鼓褐色 f) 体部 ：ハケメ

69 018~02 
ミニチ Q-37 

6 0 
底径 外内：ナデデ？

や(3.や5mm密以下の小石含む） 不良 灰白 25Y8/2 底部完形4/5
ュア SD29 2 05 ：ナ ？ハケメ？

72 025-02 壷
SH6 底径

外内：：調調整幣小ィ凋明明 (や3mmや以粗下の砂粒含む） 不良 外内：：橙にぶ5いYR赤6/橙65YR5/3 底］／部1/3
III区 38 10 

73 025-01 裔杯
SH6 

19 4 外内：：調調整幣イ不凋明明
粗(4mm以下の砂粒多量含む）

ィ＜良 にぶい橙 75YR7 /4 ロ縁部1/10
炉

75 026-05 壷
SH7 

13 8 外内：：表刺面突ハ文ク・調リの整たイ遺め月調整小明 や(5mmや以粗下の小石含む） ィ＜良 浅黄橙 IOYR8/4 l/4 
周溝内

76 028~06 
亜一

S117 
外内：：ナ不デ明 やや粗 良 橙 75YR7/6 底部1/2 底部外面木葉痕

黒褐色七
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No. 登録番号 器種 出遺十位構置
ロ径 器蘭 その他 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 備 考
cm cm cm 

77 025-03 壷
S117 底径 外内：ハケケメメ((85本本/cm)）? やや粗

不良 灰黄 25Y7 /2 
底部ほぼ尤形

m区 40 ：ハ /cm (3mm以下の小石含む） 1/10 

78 027-02 甕
SH7 

12 9 外内：ヨハコケナメデ・ハケメ(6本/cm) (や4mmや以粗下の石含む） 良 明黄褐 IOYR7/6
ロ縁部1/10

ll区 1/8 

79 027-05 甕 SH7 内外：ハケデ痕・ハあケりメ・ナのデちナ
：ナ デ・キザミ (や3mmや以粗下の石含む） 良 外内：：褐明灰黄褐10Y10RY6R/7l /6 ロ縁部小片

80 027-04 甕
SH7 

16 7 
外内：ハケメ？・ナデ・

や(2mやm以密下の砂粒含む） やや良 にぶい橙 75YR6/4 1ロ/縁10部1/10
黒掲色土 ：調整不明・列点文

81 025-04 台付甕 SH7 
底径
外内：：ユハビケナのデちナ・ナデデ (や5mmや以粗Fの小石含む）

やや良イく にぶい赤褐 5YR5/4
底部2/3

7 I 1/10 

82 025-06 台付甕 SH7 
底径
内外：：ナ指デによるナデ？ や(4mやm以粗下の小石含む） 並 内 暗に赤ぶ灰し 2 5YR8/l 

6 4 外： 赤ヽ褐 25YR5/4 

83 025-05 甑？
SH7 底径 外内：：ハ調ケ整メイ(＜5明本/cm) や(4mmや以粗下の小石含む） 不良 灰白 75YR8/2 

底部1/4

I区 8.0 1/10 

84 027-03 高杯
SH7 

20 0 外内：：調調整整イ不道明明 (や5mmや以粗下の小石含む）
やや良イく 浅黄橙 IOYRS/4

ロ緑部1/8

l区 1/3 

85 025~01 高杯 SH7 外内：：ハ直ケ線メ文(7(4本本/c・m6本)・7本）・ミガキ や(3mmや以粗下の小石含む）
やや良不 にぶい黄橙 IOYR7/4 2/3 円形3方スカシ？

86 026~03 高杯 SH7 外内：：指ミガナキデ・直線文(5本） (や下5mやのm以砂粗下粒の含砂む含）む・12cm以 +良 灰白 25Y8/2 1/3 

87 025~02 高杯
SH7 

外内：：ナ直デ線文(3本）・ハケメのちミガキ？ (や3mmや以密下の石含む）
やや良イく 黄橙 IOYR8/6 1/5 円形3方スカシ

II区

手りあ？ぶ
SH7 

外内：：ハキザケメミ・櫛描直線痕・調整不明 (や3mmや以粗下の砂粒含む）
1ロ/縁10部1/588 027-01 贔〗 17 0 ィ＜良 にぶい黄橙 IOYR7/4

89 027-06 器台
SH7 

底16径.5 外内：ハケケメメ痕？あり
粗 やや不

浅黄橙 IOYRS/4 底部1/10
1区 ：ハメ？ミガキ痕あり (3皿以下の砂粒含む） 良

91 028-02 壷
SHl8 底径 外内：ハケケメメ(8~9本/cm)・ユビオサエ

(や2mやm以粗下の石含む） 良 浅黄橙 75YR8/4 底部完存 取り上げNO2 
I区 5 g ：ノ‘

SH18 
底径 内：イ』明

(粗5mm以下の石含む）92 028-01 台付甕
黄I'ii!,尺 72 外：ハケメ・風化のため詳細ィ道明

良 赤褐 25YR4/6 底部2/3

SH18 ナ外内デ：：風ヨコ化ナのデた・め調整不明（ミガキか？）・ヨコ
93 028-03 高杯

IV区
21 8 やや粗 良 橙 75YR7/6 ロ縁部1/8

ハケ後ミガキ・ミガキ

SH18 
外内：：ミイ涅ガ月キ (や6mmや以粗Fの石含む）94 028-04 高杯 贔汽

良 黄橙 IOYRB/6 上脚部1/2残存

SH19 
外内：ハケメ

(や~や3mm粗以下砂粒あり）95 034~03 壷
褐1色区土

12 9 
：ヨコナデ・ミガキ(0.3cm幅）

良 橙 75YR6/6 ロ縁部1/6 赤色顔料

SH19 
外内：ナデデ・ハケメ やや良イく

96 031-01 -亜
褐w色区士 15 4 

：ナ ・タチハケ(6本/cm)・一部ナデ・ハケ
やや粗 黄橙 10YR8/6 ロ緑部1/3

SH19 
外内：ハケメ~7 032-04 亜―-

褐1色区土
18 5 

：ミガキ
並 良 橙 75YR6/6 1/8 

SH19 
底径 外内：ハケメ98 035~03 壷

褐IV色区土 55 ：ハケメ・ヨコナデ
やや粗 良 にぶい黄橙 IOYR7/4 底部1/2

SH19 
底径 外内：ハケメ99 024-03 亜-

褐l色区士 4 8 ：ハケメ
やや粗 良 橙 5YR6/6 底部完形

SH19 
底径 外内：ハケメ

や(~や3mm粗砂粒含む）100 033-04 亜--
褐［色胃 44 ：ミガキ（単位5本）後ハケメ

良 にぶい黄橙 IOYR7/4 底部完形

SH19 
底径 る外内）：風化大のため調幣不明（一部ハケ見え 粗 内：赤黒赤褐2 5YR2/l 

IOI 029-02 亜ギ

贔土

良 底部のみ 029-01の底部か？
33 

：風化大のため調整不明
外：明 25YR5/6 

102 032~03 壷 SH19 
体部径 外内：：ユミガビキオサエ・ハケメ 並 良 浅黄橙 IOYRS/4 1/5 
11 8 

手づく
SH19 

外内：ユヨコビハオケサ・エタテ・調ハ整ケ不・ナ明デ・板状工具によ 粗 やや良イく 外暗内灰：：ににぶぶN3いい/0黄黄橙10Y10RY7R/37/4 103 031-02 
褐1色区土

7 3 8.6 3 4 ほぽ完形
ね

るナデ
(4mm以下の砂粒含む）

SH19 
外内：：調調整整不不明明 (粗3mm以下の砂粒含む）104 030-02 甕

褐I色区土
17 2 ィ＜良 にぶい黄橙 IOYR7/4 ロ縁部1/10

SH19 
外内：ナデ

や(3mmや以粗下の礫含む）105 030-03 甕
黄I褐区士

15 4 
：タテハケ・ヨコハケナデ・きざみ文

やや良 橙 5YR7/6 ロ縁ほぼ完存

106 034-02 甕 SH19 15.9 外内：：ナ指デオサ・ハエケ・メハ・ケヨコメナデ や(I~や3粗mm以下の砂粒を含む） 良 にぶい黄褐 10YR7/4 ロ縁部]/6

107 032~02 甕 SH19 15 0 外内：ハケメ
：ユビオサエ・ハケメ

やや粗 良 にぶい黄橙 IOYR6/3 ロ縁部3/10

SHl9 
外内：ヨコナデデ・ハケメ(5本）

108 034-01 甕
褐w色区上 16 5 

：ヨコナ
やや粗 良 にぶい褐 75YR6/4 ロ緑部1/12

SH19 

誓門 外内：：ハ風ケ化メ大・ケのズたリめ？調調整整ィ＜不明明・ハケ後ナデ 粗(6mm以下の小石多量含む） 外内：灰赤赤 10R4/2 n縁部1/2
109 029-01 亜ギ

黄ば土
17 8 良

lOR5/6 1/3 

SH!9 

外内：：ナ列デ点文様・ヨコナデ後ハケメ・直線文110 034-04 甕
暗褐I色区土

16 2 粗 良 黄灰 25Y5/l ロ縁部1/6

SH19 

外内：：ナナデデ・ハケメ・刺突文・直線文(6本） (や3mmや以粗下の礫含む）
やや良不 外内：褐明灰黄 IOYR5/l Ill 030-01 壷

褐I色区士
13 5 ：褐 IOYR6/6

ロ縁部1/10

112 033~02 甕
SH19 

外内：：ナヨコデナ後デハ後ケ列メ点文・ハケメ やや粗． 良 にぶい黄橙 IOYR6/3 ロ縁部小片
1区

SH19 
外内：：ユナビデオ・サ部エハ・ナケデ痕アリ 粗(3mm以下の礫含む） 外内：：橙にぶ7い.5Y橙R62/.65YR6/4 113 030-04 甕

褐IV色区士
不良 1/5 

第12表遺物一覧表 (3)

-88-



No. 登録番号 器種 出遺｝位構置
ロ径 器晶 その他
cm cm cm 

調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 備 考

S1119 
外内：ナデデ・ケズリ・ヨコナデ 1/ロ縁4部1/8

114 030-05 甕
褐l色区士

14 0 ：ナ ・ハケメ(9本/cm)・強いヨコナデ
密 良 灰 N4/0

SH19 
底径 内：ハケメ

115 035-01 壷
褐IV色区土 3 6 外：ハケメ後ヨコナデ

やや粗 良 明黄褐 !OYR7/6 底部完形

SH19 
底径
外内：ハ1道ケ明状のナデ(5,6本／単位） や(3mmや以粗下の石含む）116 036-01 甕

褐1色区七 3 6 
良 にぶい黄橙 !OYR7/4 底部1/2 取り上げNO4 

SH19 
底径 外内：ハケメ

粗(~3mm以下砂粒あり）117 035-04 甕
褐IV色区上 4 2 ：イ道月

曲 橙 5YR6/6 底部完形

SH19 
底径 外内：ミガキ

118 035-02 台付甕
褐IV色区士 71 ：ハケメ

粗 良 にぶい黄橙 IOYR6/4 底部3/8 円盤充てん

SH19 

外内：：波ミガ状キ文あり・直線文(7本）119 032-01 高杯 贔〗 19 I やや粗 良 橙 75YR7/6 ロ縁部1/10

SH19 
外内：ミガキ後後ハケメ

120 033-01 高杯
褐w色区士

23 4 ：ミガキ ハケメ
並 良 明黄褐 IOYR7/6 ロ縁部1/8

121 031 -03 高杯 褐SH色1上9 外内：：不ミガ明キ・刺突文・直線文(4本） (粗5mm以下の砂粒含む） 良 橙 75YR6/6 脚部J/3 取赤り色上顔げ料N付0沿.7 

122 036~02 高杯 S1119 外内：：風+化明のため調整不明 (や3mmや以粗下の石含む） 良 浅黄橙 IOYRS/4 上脚部

123 033-03 高杯
SH19 

外内：：表イ遁面月ハクリ 粗 不良 にぶい黄橙 10YR7/4 脚部上半
明褐色上

127 038-05 台付甕
S1122 底径 外内：表表面面ハクリのため調調整整不明明

粗(4mm以ドの石含む）
ィ寸良 橙 25YR6/6 4/5 

I区 80 ： ハクリのため イ<

L-40S 
外内：：ハ表ケ面メ摩後耗ミのガたキめか調？整不明瞭 (I や~や2密mmの小石を含む）128 038-01 壷

褐H色24上
13.0 ィ廿良 黄橙 75YR7/8 ロ緑部1/6

M~40 
底径 外内：表表面面ハクリのため調調整整不明明 底1/6部ほぽ完存

129 038-03 哩一 黄S褐H色24t 5 4 ： ハクリのため イく
粗（砂粒を多く含む） イ＜良 橙 5YR7/6

130 037-01 壷
L-42 底径 内：ハケケメメ(後IIミ本ガ/キ0.9cm程度）

や0mやmの密小石をわずかに含む） やや良 にぶい黄橙 10YR7/4 
底部完存

SH24 5 4 外：ハ

131 037-02 壷
L-42 底径 内：ハケケメメ後単位ミガ(8キ本/8mm) や(含1~やむl.）密5mmの小石をわずかに やや良 浅黄橙 75YR8/6 底部完存
SH24 5 2 外：ハ

[,~40 
最体大部径

（粗砂粒を多く含む）132 039-06 小型壷 SH24 内：4遁月外：イ淵明 不良 橙 5YR7/6 1/2 

褐色J:: 7 0 

133 038-02 甕
M-40 

15 0 外内：表表面面ハ／クリのため調調整整イ道明月
粗(I ~2 5mmの小石を含む） 不良 橙 75YR7/6 ロ縁部1/6 取り上げNO6 

SH24 ： クヽリのため 不

134 037-03 甕
L-42 

19 0 外内：表面ハ（単クリ位の1た~明め）調整イ道明（ナデか）
粗(I ~3mmの石を多く含む）

ィ＜良 橙 25YR6/8 ロ縁部1/4
SH24 ：ハケメ

135 038-04 台付甕
L-40 底径 外内：：表ナデ面摩耗のため調整イ遺月・ナデ

粗(2.5mm以下の石を多く含む） +良
橙 75YR7/6 底部1/3

SH24 7 0 

136 039-02 台付甕
L~40 底径 外内：表表面面ハクリのため調調整整イ不遣明月

粗(1~3mmの小石を多く含む）
不良 黄橙 75YR7/8 底部3/4

S1!24 7 2 ： ハクリのため

137 042-01 高杯 SH24 内：不明外：不明 やや粗 良 にぶい橙 75YR7 /4 小片

138 039-04 高杯
M-40 

外内：：表ミガ面キ摩・直耗線のた文め4本調整イ遣月 粗(1~2mmの小石を多く含む）
不良 黄橙 75YR7/8 5/6 取り上げNO1 

SH24 

139 039-01 高杯
L-42 底径

外内：：表表面面ハハククリリののたためめ調調整整イ不消明明 や(含4mmやむく）粗らいの小石をわずかに ィサ良 橙 75YR7 /6 底部1/2 円形3方スカシ
SH24 10 0 

SH30 
外内：ヨコナデデ

や(3mmや以粗下の石含む）
2ロ/緑3部1/3

140 050-02 小型甕 L-35 8 2 6 8 ：ヨコナ ・ハケ・風化大
良 明黄褐 IOYR7/6 

検出中

141 044-01 軍ギ
D-16 底径 外内：ナデか？ やや粗 良 （黄黒橙IIOOYYRRl.78/8 /1あり） 底部完存
S04 6 ：ハケ・風化大

L-24 
外内 ：： イ不涅明月 (粗1mm以下の小石少量含む142 012-03 甕 SDI 7 17 2 良 浅黄橙 10YR8/4 ロ緑部1/5

検出中

L-24 
底径 内：不明明 内：にぶい赤黄橙橙 IOYR7 /4 

143 008-03 甕 SDl 7 密 ィ＜良 1/4 

検出中
6 2 外：イ＜ 外：にぶい IOR6/6 

1号墳
外内：：風風化化大大144 043-04 小型壷 B-20 粗 良 明褐 75YR5/8 1/2 

流出七

145 043~0] 壷
0~21 

外内：： 1イ~遁明月 粗 良 橙 75YR7 /6 ロ縁部小片
流出土

146 043-02 甕
C-21 底径 外内：ナデ 粗 良 浅黄橙 75YR8/6 底部1/2
赤褐色土 49 ：ハケ

1号墳

外内：：不直線明文(3本）・ミガキ痕跡・風化大147 043-03 高杯 C流-出1土6 
粗 良 橙 75YR7 /6 脚上部1/3

151 045-04 壷
C霜-25 底径 外内：：ハヨコケナメデ(7本・ナ/cデm) や(1~や2密mmの石を少し含む） やや良 橙褐灰7 5YR7/6~ 1/3 

7 6 7 5YR5/l 

2号墳
内ハケメ・1ヨ0コ本ハ/cケm)(7本/11cm)・ナデ

粗(l-3mmの小石を多く含む）
黄浅橙黄橙7 5YR7/8~ 

152 039-05 甕 0~27 13 5 ィ寸良 ロ縁部1/8

A27層
外：ハケメ（ 7 5YR8/3 

153 046-02 高杯 C23-号0層2墳4 上脚部部径
外直内線：：表イ遣文面月(1ハ3本クリ確の認た）め調整ィ＜明・ミガキのち や（を砂わや粒ず密をか少にし含と1~2mmの小石 ィ1良 橙 5YR6/6 2/3 円形4方スカシ

35 む）

2号墳
内：刺強いヨコナデ・ハケナ後デナ・ナデデ・ハ・円ケ形の浮痕文跡

(粗I~2mmの小石を多く含む154 045~02 壷 E~23 15 0 
外： 突文・強いョコ

不良 橙 5YR6/6 1/8 

流出土

21:}墳
外ハ内ケ：：ヨ刺メコ(突5ハ本文ケ/・c後ヨmコヨ)ナコナデデ・タ・テヨコハハケケ後(ヨ6本コナ/cmデ)・

粗（砂粒を多く含む）155 045-01 亜ギ F流~出2士4 不良 橙 5YR7/6 1/7 

第13表遺物一覧表 (4)
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No. 登録番号 器種 出士遺位構置
ロ径 器晶 その他
cm cm cm 

調幣技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 備 考

2号墳
外内 ：： イイ道＜明月 (密4皿l以ドの砂粒合む）156 019~05 壷 F-24 良 明黄褐 10YR7/6 ［］緑部のみ 赤色顔料付沿

流出 t:

2サ墳
外内：：ヨヨココナナデデ・刺突・沈線 (粗1~2mmの小石を多く含む）1.57 04.5-06 甕 F-24 12.5 不良 橙 75YR 1/9 

流出 t
2号墳

外内：：刺イ遺突月文・直線文（単位4本）・ハケ や(2mmや以粗Fの石含む）158 048-01 甕 F~23 12 5 良 明黄褐 IOYR6/6 ［］緑部1/8

流出 j

159 045-03 甕
2号墳

10 6 外内：：ナ表デ面風化のため調整不明
粗 ィサ良 浅黄橙 10YR8/3- 1/6 

F-25 (I ~4mmの石を多く含む） 橙 75YR6/6 

2号墳
外内ヨコナデデ・風風化イのため調表整面調イ遁整月小明

(粗1~2mの小石を多く含む）160 045-05 甕 c~25 17 8 
：ヨコナ ・ ヒのため

イ廿良 橙 75YR7 /6 1/6 

流出土

2号墳
底径 外内：ナデ

(粗3mm以下の砂粒含む）
底部1/3

161 017-02 台付甕 C-22 9 2 ：ハケメ(6本/cm)
良 明褐 75YR5/6 

1/4 
流出七

162 048-03 高杯
E2~号2墳4 

20 8 外内：風不化明大 や(2皿や以粗ドの石含む） 良 橙 25YR6/8 ロ縁部1/8

流出 t
2号墳

外本内.：：6表表本面面確摩摩認耗耗）ののたためめ調調整整不不明明 直線文(8
(粗0.5~2mmの小石を多く含む）163 046-04 高杯 E-24 不良 橙 75YR6/6~橙 5YR6/6 2/3 

流出 t
2号墳 か外内：ナデ由・表面ハクリめの調た整め不調明整瞭不ミ明が瞭キ

(粗1-2 5mmの小石を多く含む）164 046~03 高杯 F-24 表 ハクリのた イ＜良 橙 75YR7 /6 2/3 円形3方スカシ

流出土 ？ 

2号墳 内：表ぃガ面キハクリのため調幣不明・ハケメ(5本
や(含1~やむ3）密mmの小石をわずかに165 046-01 高杯 F-24 

/外cm： ・刺突・直線文(4本）
やや良 橙 75YR7/6 1/3 

流出十．

2号墳
166 048-04 高杯 F-24 内ィ＜明外風化大 やや粗 良 黄橙 75YR8/8 脚上部1/3

流出 l

2号墳
167 0/48-02 高杯 f'-24 内不明外風化のためィ＜明瞭ハケか？ やや粗 良 淡鼓 25Y8/3 接合部のみ

流出七

E2~号2墳4 底径 内：ミガキ？ナデ調整不明・ハケメのちナデ やや粗
い緑部1/3

168 047-01 器台 15 0 10 2 
ll 2 外：ミガキ (6mm以ドの礫含む）

良 明黄褐 IOYR6/6 底部1/8 円形4方スカシ

流出上 1/3 

170 049-03 壷
M-39 

17 0 内キザミナデ外：ナデ・刺突文 (や6mmや以密下の石少量含む） 良 にぶい橙 75YR7 /4 ロ緑部1/10
表七直ド

171 049~01 壷
L-39 

16 9 外内：：櫛調整描不直線明・文波・状調整文不・調明整イ渭月
粗(4mm以ドの礫多く含む）

ィ＜良 にぶい黄橙 IOYR7/4 日縁部1/3
検出中

172 049-02 壷
M-42 

21 9 外ガ内キ：：櫛調？描幣不直線明・文き(ざ3本み）・調幣不明ナデ？・ミ やむ）や粗(5mm以下の小石含 良 橙 75YR7 /6 ロ緑部1/10
検出中

173 049-04 壷
M~42 内：ナデ化

や(5皿や以粗ドの砂粒含む） 良 橙 75YR0/6 I/IO 
検出中 外風 大のため調幣ィ、明・ハケ痕あり

I 74 050~03 亜ーサ K-39 底径 外内：：ナナデデ・ハケメ やや粗 良 内明黄黄褐褐 !OYR6/6 底部残存 取り上げNO1 
検出中 32 (6mm以下の石含む） 外：明 IOYR7/6 

175 019-06 壷
L-42 

14 9 外内：：ナキザデミ・ユ・ナビデナ・デ直線文・波状文 や(3mやm以粗下の礫含む） 良 にぶい黄橙 7/4 目縁部1/10
検出中

176 050-04 高杯
M-42 

外内：：シナボデリ や(Imやm以粗下の石含む） 良 橙 75YR7 /6 脚L部のみ残存
検出中

177 050-01 高杯
M-43 

外内：：直不線明文(8本／単位）・風化大ミガキ やや粗 良 黄橙 75YR8/8 脚日令部のみ
検出中

230 051-02 須高恵杯器
SX14 

13 0 内：ロクロナデデ
や(Imやm程粗の砂粒多く含む） 良 暗青灰 584/1 杯部のみ1/8

3号煤 外ロクロナ ・ハリッケナデ・ロクロケズリ

232 051-01 須平恵瓶器
SX15 

5 7 11 9 
最｛本大部径 外内：ロクロナデデ 砂や粒や粗右→左 良 灰白 5Y7/l 完形

4号雌
15 8 

：ロクロナ ・ハリッケナデ・ロクロケズリ

233 041-01 須杯恵蓋器
P-24 

9 8 外内：ロクロナデデ 密 良 灰い 25Y7 / 1 底部1/1 P-3 
SKI ロクロナ

234 011-02 須杯恵身器
p~24 

11 8 1 I 外内：ナデ・ロクロナデ 密 良 灰白 25Y7 /1 完形 P-3 
SKl ：ロクロナデ・ヘラ切り

235 040-01 須杯恵蓋器
P-24 

12 5 3 2 つ径ま2.み5 外内：ロクロナデデ 密 良 浅黄 25Y7 /4 完形 p~4 
SKI ：ロクロナ ・ロクロケズリ

236 040-02 須杯恵身器
P-24 

11 1 3 4 内外：ナデ・ロクロナデ 密 良 灰 75Y6/1 完形 P-4 
SKl ：ロクロナデ・ヘラ切り

237 041-03 須杯恵蓋器
P-24 

10 4 2 8 内外：ロクロナナデデ 良 灰白 25Y7 /l 完形
P-1 

SKl ：ロクロ ロクロケズリ・ハリッケナデ 密 外面仝面自然降灰

238 041-04 須杯恵身器
P-24 

10 9 4 5 内：ロクロナデデ 密 やや良 灰白 25Y7 /1 完形 P-1 
SKl 外：ロクロナ ・ヘラ切り無調整

239 010~03 須杯恵蓋器 P-24 11 8 3 1 つ径ま2.み0 外内：ロクロナデデ 密 良 浅黄 5Y7/3 完形 P-2 
SKl ：ロクロナ ・ロクロケズリ

240 040~04 須杯恵身器 P-24 II 9 5 0 外内ナデ・ロクロナデ 密 良 灰黄 25Y7 /2 完形 P-2 
SKl ：ロクロナデ・ヘラ切り

241 042-03 須鉢恵器 SXlO 18 6 89 外内：ロクロナデデ 密 良
内：にぶい黄 25Y6/3 底1ロ/2緑部部完存1/5 自然釉

：ロクロナ ・ヘラ切り 外：灰 N6/0-暗灰 N3/0

242 042-04 須高恵杯器
K-24 底径 外内：ロクロナデデ 密 良 灰 5Y6/l 底部3/12
SXlO 8 8 ロクロナ

L~39 
底径
内外：：ナミガデキ？・虹線文(2本・3本）

やや粗 底部1/8
213 015-01 高杯

（褐SD色2f:)1 9 5 (5mm以下の小石含む）
良 橙 5YR6/8

1/3 
円形3方スカシ

244 022-04 須高恵杯器
L-41 

8 7 内ロクロナデデ やや粗 やや良 灰黄 25Y7 /2 ロ縁部3/12
S021 外：ロクロナ

245 023-01 須恵盤器
L-39 

17 4 3 9 
底径
内外：：ロロククロロヘナラデケ・ナズデリ・ナデ やや密 やや良 にぶい黄 25Y6/3 7 /12 内側自然釉

SD21 99 

第14表遺物一覧表 (5)
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No. 登録番妙 器種 出 1位閥遺構 廂（残径存cm） （高残さ存cm） 孔（残径存cm） （屯残さ存cm） 色 調 残仔 備 考

90 026-04 

＇品
Sll7 (2 8) (2 45) (0 65) (7 09) 浅黄橙 IOYl,8/:l 1/3残

74 042-02 '品 SH6 (2 8) (2 9) (0 7) (11 89) 褐灰 IOYF5/l 1/2残

150 053-02 ½~. /•, も 2砂墳主体部 28 2 75 1 0 I 9 62 橙浅鼓橙 l0Y
fl8/4 

2 5YR6/8 

184 058-01 空 E HiSXl3 2号躾 I 2 0 9 0 1 0 44 7 /8残 No.JO 

185 058-02 空玉 I-5SXl3 2号閑 I 2 0 9 0 1 0 53 完形 No.21 

186 058-03 空-ti 1~5SXl:3 2号媒 I 2 0 9 0 2 0 46 完形 No.27 

187 058-04 空玉 I-5SX13 2サ京 1 2 0 9 0 1 0 49 完形 No.30 

188 059-01 ガラス［ I-5SX13 2号店 0 82 0 68 0 2 0 67 紺・透明 No.l 

189 059-02 ガラス玉 I-5SX!3 2砂煤 0 72 0 38 0 2 0 27 紺・透11}-J Nu.2 

190 059-03 ガラス上 I-5SX13 2号躾 0 52 04 0 2 0 19 青緑・透明 Nn.3 

191 059-04 ガラス上 I-5SXl3 2号らi 0 82 0 55 0 2 0 52 紺・イ＜透明 No.4 

192 059-05 ガラス F. I-5SXJ:l 2号勢 0 82 0 65 0 2 0 59 紺・不透明 No.5 

19:l 059-06 ガラス F. I-5SXI3 2号煤 0 83 0 62 0 2 0 63 糾・透明 No.7 

194 059~()7 ガラス k I-5SXl3 2号麻 IO 08 0 2 1 11 紺・透明 No.9 

195 059-08 ガラスE l-5SXl:l 2号躾 09 0 7:, 02 0 86 紺・やや不透明 No.11 

196 059-09 ガラス+: I-.5SXI3 2り媒 0 75 0 58 02 0 43 紺・透明 No.12 

197 059-10 ガラス E J~5SX13 2号娯 0 84 06 02 0 55 紺・小透明 No.13 

198 059-11 ガラスE I-5SX13 2号砿 0 85 0 62 0 1 0 58 紺・透明 No.14 

199 059-12 ガラス玉 l-5SX13 2号蘇 0 75 0 48 02 0 37 紺・透明 No.15 

200 059-13 ガラスト： J-5SXJ3 2号募 0 75 0 68 0 :1 0 43 肖・透明
No.16 
他とは異質

201 059-14 ガラス」i I-5SX13 2号躾 0 7 0 5:3 () 1 0 39 紺・ややイ透明 No.17 

202 059-]fi ガラス I、: l-5SXl:l 2サ募 I 04 0 72 () 2 1 07 紺・透明 No.18 

20:3 059-J 6 ガラス 1、: l-5SX!3 2乃煤 0 96 0 75 () 2 0 98 糾・西明 No.19 

204 059~17 ガラス 1、→ l-5SX!:l 2号禁 0 91 07 02 () 8:, 紺・透明 No.20 

205 059-]8 ガラスr l-5SXl3 2号俵 0 8 04 02 0 41 紺・透明 No.23 

206 059-19 ガラス K I-5SXl3 2砂禁 0 8:l 0 58 02 0 55 紺・透明 No.24 

207 059-20 ガラス玉 l-5SXI3 2号雌 0 85 0 52 03 0 50 紺・透明 No.25 

208 059-21 ガラス上 I-5SX13 2り翡 0 9 08 0 2 09 紺・逸明 No.26 

209 059~22 ガラス上 I-5SXl3 2砂仇 0 85 0 61 0 2 0 68 紺・透明 No.28 

210 059-23 ガラスぷ． I-5SXl3 2号雄 0 78 0 56 0 2 0 49 紺・透明 No.29 

21 l 059-24 ガラス上 I-5SX13 2り雄 0 83 0 55 0 2 0 53 紺・透明 No.31 

212 059-25 ガラス玉 l-5SX13 2号躾 08 0 68 02 0 69 紺・透明 No.:l2 

213 059-26 ガラス E I-5SX1:l 2号躾 0 7 0 75 02 0 5;3 糾・透明 Nu.34 

214 059-27 ガラスじ l-5SX13 2号躾 08 0 72 02 0 7 紺・透明 No.:35 

215 059-28 ガラストー l-5SX 13 2号ほ 0 55 0 :i2 () 2 0 12 紺・ややイヽ 透明 No.36 

216 059-29 ガラス 1、: J-5SX 13 2号翠 08 0 58 0 2 0 53 紺・ややイ＜透明 床直1

217 059-30 ガラス玉 l-5SX13 2号店 0 75 0 72 02 0 61 紺・透明 床l貞2

218 059-31 ガラス上 I-5SXl3 2り点 0 75 0 48 02 0 39 紺・透明 床直3

第15表玉類一覧表
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No. 登録番号 器種 出遺士位構置 縦 cm 横 cm 断面 重さ g 色調 残存 備 考

180 054-01 且環
H-6 SX12 

2 81 2 52 0 47 88 全面緑青 完存 青銅製中実1号墓

181 055-03 耳環
1-5 SX13 

3 12 2 80 0 63 17 1 全面緑青 完存 C 
2号墓

182 055-02 耳環
1-5 SX13 

3 59 3 16 0 81 33 0 全面緑青 完存 B板ま中き実つのけ銅芯(7mm)に銀？2号募

183 055~01 耳環
I-5 SX13 

3 36 3.22 0 81 30 4 全面緑青 完存 A 中ゞは実カの芯にまきつけた銀？
2号墓 板力 れゞかけている。

231 060~01 且環
I-5 SX15 

28 28 05 5 15 完存 床面直上錫製？
4号募

第16表耳環一覧表

No. 登録番号 機種 出遺士位構置 （長残さ存長cm） （残幅存c幅m） （厚残さ存厚cm） （残重さ存重g） 残存 備 考

42 016-01 石凹製石品
N-44 

86 40 407 9 
SD23 

70 021-03 
石製品 P-37 

12 6 80 58 785 
凹石 SD29 

71 024-02 
石製品 P-38 

11 7 80 54 815 
皿石 SD29 

124 036-03 
石製品 SH19 

12 0 10 8 36 641 
砥石 I区

125 052-01 貫9 SH19 
(6 8) (4 2) (O 6) (18 89) 黒褐色上中より出士II区

126 052-04 鉄製鈍品
SH19 (2 8) (0 9) (0.5) (3 57) No.l 
1区

148 053-01 磨石製製石品鏃
C-25 

35 22 03 2 908 平方基無頸を持。穿孔は途中まで。擦痕は比較的
2号墳 向性 つ。

149 053-03 磨石製製石品鏃
C-25 

(2 7) (1 5) 02 1 163 何頁岩度も？す擦ら痕れは方向性はなく、様々な方向に
2号墳 ている。

169 061~01 用鉄途製不品明
範囲確認調査 (4 7) (4 5) 04 約1/2程度 不定形の板状・中央に円形の穿孔Aトレンチー12

178 052-03 銅銅鏃製か品？ 
L-43 

(1.6) (0 9) (0 4) (0 93) 表面摩滅が著しい
検出中

179 052~02 銅銅鏃製か品？ 
N-43 

(1 8) (0 7) (O 2) (0 63) 表面摩滅が著しい 褐色土
検出中

219 055-04 
鉄製品 1-5 SX13 柄刃部部 11 5 1 4 柄部部 04 13 1 二つに破損
刀子 2号塵 6 2 刃 04

220 056-01 鉄製釘品
1-5 SX13 

8 45 1 1 07 14 7 完存 No.1 
2号堡

221 056-04 鉄製釘品
1~5 SX13 

8 55 1 0 06 12 3 完存 No.4 2号墓

222 056-05 鉄製釘品
1-5 SX13 

83 08 07 10 1 完存 No.5 2号塵

223 057-02 鉄製釘品
I-5 SX13 

92 08 06 15 9 完存 No.8 2号塵

224 057-01 鉄製釘品
I-5 SX13 

8 55 1 0 08 13 7 完存 No.7 2号墓

225 057-04 鉄釘製品
1-5 SX13 (4 4) (6 1) (7 0) 11 87 木質
2号墓

226 056-03 鉄製釘品
1~5 SX13 

(3 25) (1.8) (0 6) (4 3) 上1/2残 No.3 2号墓

227 056-06 鉄釘製品
I-5 SX13 

(4 2) (0 6) (0 4) (2 7) 下1/2残 No.6 2号墓

228 057-03 鉄製釘品
1-5 SX13 (5 1) (1 O) (0 6) 6 1 下1/2残 No.9 2号塵

229 056-02 鉄製釘品
I-5 SX13 (4 05) 08 04 (5 6) 下1/2残 No.2 2号塵

第17表 その他遺物一覧表
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写 真 図版

（金塚辿跡 ・金塚横穴墓）

遺 跡全 景

（朝明川対岸 ・垂坂丘陵より望遠で望む ・南から）
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写真1 極東米軍機による遺跡周辺の垂坂写真 (1947年搬影）
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写真4 遺跡近景 （束上空から）
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写真5 遺跡全景 （」；空垂直 ・上が北）
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寧:='

写真6 S02全景 （西から） 写真10 S 023遺物出土状況 （東から）

写真7 SD2遺物出土状況 （北東から） 写真11 S D23東壁土層断面 （西から）

写真8 S02遺物出土状況 （南から 写真12 S 029遺物出土状況 （束から）

写真9 S D23遺物出土状況 （束から） 写真13 S D29全景 （束から）
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写真14 SH 6全最 （東から） 写真16 SH 7全景 （北から）

写真15 SH 6炉半裁状況 （東から） 写真17 SH 7遺物出土状況 （洒から）

写真18 SH 7全景 （西から）
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写真19 SH 18全景 Otiから）

写真20 S H18遺物出土状況 （南から）

~ ... 

写真21 S H18・19周辺から伊勢湾方面望む （北から）
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写真24 S H19遺物出土状況 （東から）
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写真25 S H19遺物出土状況 （東から）

写真26 S H19炉検出状況 （束から）

写真27 S H19炉完掘状況 （南から）
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写真32

S H22·30掘削途中 (j¾,jから ）

S H22・30全景 （西から）

写真35 S H24炉半裁状況 （東から）

写真36 S H33全景 （北から）

写真33 S H24掘削途中 （東から） 写真37 S H34全景 （東から）
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写真39 1・ 2号墳調査前全景 （西から）

写真40 1・2号墳調査後全景 <vもから）
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写真42 SK 5全景 （東から）

写真41 SK  5全景 （北から） 写真43 SK  5北壁 （南から）
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-)03-



写真46 2号墳盛土状況その2(西から）

'~ 
写真45 2号墳盛土状況その1(西から） 写真47 2号墳盛土状況その3(西から）

写真48 2号墳盛土状況その1(東から）
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写真49 2号墳盛土状況その 2(束から） 写真50 2号墳盛土状況その3(束から）
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写真51 SD 4東壁土層断面 （西から） 写真53 集石遺構 （中央尾根のP-35地区 ・西から）

写真52 S D 26・S D 28東全景 （南から） 写真54 中央尾根頂部から伊勢平野を望む （北から）

写真55 柱穴群全景 （南から）
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写真60 2号募検出状況 （西から）

写真61 2号墓土層断面 （洒から）
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写真62 2号墓遺物出土状況 （東上から）

写真63 人骨A・B(南上から）

写真64 人骨Aと耳環 （南上から）

写真65 人骨Bと銅製空玉 ・ガラス玉 （南上から）

写真66 人骨Cと耳環 （悴i上から）

写真67 人骨C (下顎骨）と耳環
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写真68 3号募地点土坑 (,,りから） 写真70 西尾根南崖面での4号墓検出状況 （南から）

写真69 3号募地点土坑土層 （西から） 写真71 4号墓平瓶 （東から）

写真72 4号塞 （南から）
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写真73 4号墓土層 （南から） 写真75 S K37検出 （北束から）
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写真77 西尾根調査後 （南西から）
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写真78 S X 1付近調査前 （南から）

写真79 S X 1検出 （南から）
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写真80 S X 1土層 （東から）

写真81 S X 1須恵器 （南上から）

写真82 S K25検出状況 （東から）,.,_. 一、-~ --~ 

写真83 S K25土層 （東から）

写真84 S D21土層 （東から）

写真85 S D 21・S K 25完掘 （北から）
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1 はじめに

(1) 位置と環境

山村遺跡は、四日市市山村町字西・西平古に所在

する。遺跡は、朝明川下流の北岸、朝明丘陵の南縁

から派生する標高約20~48mの中位から下位段丘面

の主に南側傾斜地に立地する。遺跡の南面には水田

面が広がる。

地目は畑地、果樹園、山林、休耕による荒地と

なっており、ところどころにかつて畑であったこと

を示す方形に区画された溝の痕跡を確認することが

できる。

山村遺跡における遺物の散布は、特に低位面で濃

密な状況を示しており、これまでに古墳時代後半か

ら室町時代にかけての遺物が採集されている。なか

でも奈良• 平安時代が中心となる集落遺跡と考えら

れている。こうした状況から、山村遺跡は『神鳳紗』

に「内宮山村御厨三石薗」と記載される、伊勢神宮

内宮領の山村御厨にかかわる遺跡である可能性も指

摘されている心

第70図調査区位置図 (1: 2,500) 

山村遺跡
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山村遺跡の周辺には多数の遺跡が所在している

ことが知られている。西側の谷間には六谷遺跡が、

さらにその西側の台地上には菟上遺跡が所在する。

環壕の確認された金塚遺跡は、同一尾根上の上位に

位置している。段丘の下位面の水田には、奈良時代

から平安時代前期および室町時代後期の二時期にわ

たる集落跡と考えられている上高田遺跡が所在す

る。また、半島状に延びる段丘面上の南端には、岡

山古墳が所在する。

なお、山村遺跡では、県道四日市多度線県単道路

改良工事に伴う調壺が、今回の調在区西側の段丘低

位面で実施され、弥生時代中期の方形周溝墓が19基

検出されている〈2)。

(2) 調査の経過

山村遺跡の発掘調在は、第二名神建設に関わるエ

事用道路建設に伴い緊急的に行われた。範囲確認調

究は、平成11年8月5・6日の 2日間にわたって実

施した。その結果、時期など詳細についてはこの段

階では明確に判断するにはいたらなかったが、南側

斜面で複数のピットと小片ながら土師器片が確認さ



れた。一方、北側斜面については遺構・遺物とも確

認されなかった。こうした状況から範囲確認対象積

l,420rriのうち、丘陵平坦面および南側斜面の1,050

面の範囲について本調壺が必要であると判断され

た。

本調査は、平成11年9月2日～同年10月25日にか

けて実施した。調査区は、標高約43.3~47.3m の中

位から下位段丘面の主に南側傾斜地を中心に設定し

た。調壺の結果、弥生時代の環壕、方形周溝墓、古

代の掘立柱建物などを検出した。

最終的な調査面積は、遺構確認のため一部分につ

いて調査区の拡張を行ったため、 1,07lrriとなった。

山村遺跡の発掘調壺作業は、国際航業株式会社によ

る。

(3) 調査の方法

調壺区は、国土座標の第VI座標系に合わせて座標

値のX= -107,248.000、Y= 58,120.000を起点に100

mを1単位とする大地区を設け、さらに大地区を 4

mX4mを1単位として25分割するグリッドを小地

区として設定した。各グリッドは北西隅を原点と

し、調査区の西から東へは 1~25の算用数字で、北

から南へはA~Yのアルファベットで表示した。

調査にあたって、表土除去は重機（バックホー）

を用いて行い、包含層および各遺構の掘削は人力で

行った。

検出された遺構は、検出状況を記録するためグ

リッドごとに 1/40の縮尺で略測図を作成した。

遺構番号は、ピット以外の遺構は調壺区全体で通

し番号を与えた。ピットについては各グリッドごと

に通し番号を与えた。ただし、今回の本報告にあ

たって、すでに概報などで報告された遺構番号を全

て改称し、改めて付与した遺構番号を正式なものと

する。

写真撮影は、遺構写真にはモノクロネガとカラー

リバーサルフィルムを用い、 35mm、ブローニー判、

4 X 5判を使用した。また、適宜35mmカラーネガも

併用した。遺物写真にはブローニー判のモノクロネ

ガを用いた。

調究区の全体写真撮影は、ラジコンヘリによる空

中写真撮影を行った。

遺構実測は、土層図や遺物出土状況図などについ
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ては調査の進捗状況に合わせて、適宜 1/10ないし

は1/20の縮尺で実測図を作成した。また、全体の

遺構実測および測量は、 1 /20の縮尺で人力により

実施した。

調壺区の埋め戻しは実測終了後、重機を用いて

行った。

出土遺物は、洗浄、接合、注記などを行った後、

実測すべき遺物を選別し、実測を行った。実測され

た遺物は実測図との照合ができるよう遺物と図面の

双方に「R」を付した登録番号を与え、さらに報告

書掲載遺物には報告書と同じ番号を与えた。

調査日誌（抄）

9月2日 現地打合せ・機材準備

9月6日 調杏前現況写真撮影

重機による表士除去開始

9月7日 雨天の為、現場作業中止

9月8日 遺構検出および遺構掘削開始

9月10日 遺構検出および遺構掘削開始

9月13日 午後、雨天の為現場作業中止

9月14日 午後、雨天の為現場作業中止

9月16日 B·C-2~5 グリッドの写真撮影

9月17日 A•B-2-5 グリッドの遺構実測

9月19日 SBl・SXl検出

9 月 20 日 ~24 日

雨天の為、現場作業中止

9月28日 SDI検出、 SXl写真撮影

H~J グリッド遺構実測

9月30日 SDI掘削開始

SXl遺物出土状況写真撮影、実測お

よび取り上げ

r~L グリッド遺構実測

10月4日 SDI土層断面実測

G~r-3~5 グリッド遺構実測

10月5日 SDI土層断面写真撮影

SX2検出

10月7日 雨天の為、現場作業中止

10月8日 SDI掘削終了、写真撮影
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第71図調査区地区割り図 (1: 500) 

10月13日 全景および各遺構写真撮影

10月16日 空中写真撮影

10月21日 調査区拡張、 SD2検出、掘削

10月22日 拡張区遺構実測、写真撮影

10月23日 調奔終了

［註J

① 『四H市市史第三巻史料編考古IIJ四日市市1993

② 『山村遺跡（第2次）発掘調登概要」現地説明会資料三重県埋蔵文化財センター

2000 
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2 調査の成果

調壺区は、朝明川北岸の中位から下位段丘の平坦

面および傾斜面に位置する。調壺区内における比高

は、約4.6mを測る。標高は、最高地点で約47.4m、

最も低い地点で約42.8mである。

層序は、基本的に厚さ約30cmの表士直下に明黄褐

色砂質士 (lOYR6/6)の基盤層があり、明確な遺物

包含層は確認されなかった。遺構の検出は、この基

盤層である明黄褐色砂質土上面で行った。

調在の結果、弥生時代中期の方形周溝墓、後期の

環壕の他、奈良～平安時代に属すると考えられる掘

立柱建物等が確認された。出士した遺物の量は少な

く、わずかに整理箱 5箱分であった。そのほとんど

は遺構からの出士である。

以下、時代ごとに各遺構について詳述する。

(1) 弥生時代

中期の方形周溝墓 l基、後期の環壕2条、土器埋

設遺構 1基を検出した。

環壕SD 1• 2 (第73図） SDlは、尾根の北側斜

面の調壺区東端で検出した。検出された規模は、長

さ約3.8m、幅約l.lm、検出面からの深さは最深部で

約25cmを測る。断面形は逆台形をなす。埋土はやや

粘性のある灰黄褐色を呈し、砂質粘土ブロックが少

量含まれる。詳細については、検出された規模がわ

ずかで不明な点が多いため、後述する SD2との関

係は明確にし難い。

出土遺物は確認されなかった。

SD2は、南側斜面で検出した。平坦面では東側

に張り出す形で緩やかな弧を描いた後、傾斜面では

逆に等高線に沿って、南東方向に向きを変える。尾

根を切断する形で掘削された溝は、さらに調査区外

へと延びる。調在区外には、現在も小谷状の地形が

認められ、この小谷が環壕の名残である可能性も考

えられる。

検出された最大幅は約4.6m、深さは最深部で約

1.8mを測る。断面は概ねV字型をなすが、底部分に

は平坦をなす箇所も見られる。土層断面の観察と埋

土は大きく 2層に分けられる。上層は、灰色系の砂

質土を中心とし、小礫や土師器や須恵器の小片が他

含される。下層は、粘質のある褐色系を呈し、遺物
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は全く見られない。最下層部分はシルト質で、比較

的早い段階から土砂が溜まった状態になっていたこ

とが窺われる。また、わずかな量ながら湧水が確認

された。一方、上層部分は、須恵器などの後世の遺

物が混入している状況から、完全に埋没するまでに

比較的長い期間を有したものと判断される。

また、上層部分は下層からやや角度を変えて広

がっており、再掘削された可能性も示している。

SDlとSD2との位置関係はほぼ直角に近い。

両者の間は丘陵の尾根線上にあたり、地形的には平

坦面をなしており、この平坦面が環壕掘削時にも存

在していたとすれば、自然地形を利用して、ここに

士橋状の出入口的な施設があったことも推測され

る。

出土遺物 SD2の上層からは、須恵器杯蓋 (1)、

壷 (2)が出土した。 1は、焼成不良の為、橙色を

呈する。外下方向に折り曲げられた口縁端部は、強

ぃョコナデにより外反する。器壁は、全体に薄手に

つくられる。 2は、口縁部の一部のみ残る。口縁部

は外方に大きく広がり、端部は上下に拡張され外端

に面をなす。この他にも須恵器、士師器片が複数出

土したが、いずれも小片の為、器種等を特定するに

は至らない。

方形周溝墓SX 6 (第74図） 調壺区の中央部西側の

位置で検出した方形周溝墓である。南辺と墳丘部分

は削平により破壊されている。規模は、周溝も含め

ると一辺約7.8m、周溝は幅o.s~1.om、残存する深

さは約0.35mを測る。

平面プランは墳丘側ラインがより方形に近く、周

溝外側はやや丸みを帯びる。周溝の断面を見ると、

外側に比べ墳丘の傾斜がわずかに緩やかなことがわ

かる。

周溝の北東と西南の位置で壷がそれぞれ一個体ず

つ出土している。遺損状態がよくないため詳細は判

断しがたいが、おそらく墳丘上から転落したものと

考えられる。

出土遺物 北西側周溝の中央やや東寄りの位置か

ら壷 (3)が出土した。受口状をなす口縁部には 2

条の凹線が巡る。体部の破片も存在するが復元する

に至らず形状などは不明である。口縁部の形態から

弥生時代中期に属すると考えられる。この他、南東
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第76図 SX3遺物出土状況図 (1: 10)および出土遺物実測図 (1: 4) 

側の周溝内からも土器が出士したが、全体を復元す

るに至らなかった。

土器埋設遺構SX 3 (第76図） SD2の東側の隣接

する位置で検出した士器埋設遺構である。出士され

た土器は、壷の体部と考えられる。壺 (4) は、そ

の形状に合わせて地山を掘り込んだと考えられる深

さ約15cmの小土坑に横位に据え置かれるような状

態にあった。壷は、口縁部を欠いた 1個体分の体部

の約 1/3が残る。口縁部などを意図的に打ち欠い

たものかは判断し難いが、検出状況から判断して、

後世の耕作活動などによって破損したものと推測さ

れる。残存する体部に穿孔などの痕跡は認められな

しヽ。

出土遺物 壷 (4) は平底で、口縁部を欠く。最大

径は中位付近にあたり、約28cmと復元推定される。

調整は、底部付近を除いて磨滅のため不明である

が、外面底部および底部付近には、比較的細かいハ

ケメが施される。体部内面の一部にも横方向のハケ

メが残る。

(2) 奈良・平安時代

この時期の遺構は、掘立柱建物2棟、土坑 l基が

ある。

掘立柱建物SB4 (第77図） 調壺区の北寄りの位置

で検出した。ここは尾根の頂部に相当し、地形的に

平坦面をなす。桁行2間x梁行2間の総柱建物であ

る。棟方向は、南北方向でNl5°Eをとる。桁行、

梁行とも2.8mの建物規模をもつ。柱間寸法は、桁

間、梁間ともに1.4m等間である。柱掘形は、平面楕

円形をなし、径0.25m~0.8m とばらつきが見られ

る。検出面からの深さは約10~2ocm を測る。柱痕

跡は確認されたもので径約15cmを測る。

東側の柱列には根固めの石が認められる柱穴もあ

ることから、当初から掘削は浅かった可能性が考え

られる。

出土遺物には、数点の土師器片があるが、実測で

きるものではないため図示していない。

掘立柱建物SB5 (第77図） SXlの北側の位置で

検出した柱列で、掘立柱建物になると考えられる。

建物の西側部分は、調在区外へ延びるため全体を確

認することはできなかった。確認された規模は 2間

分で、桁行、梁行のいずれであるかは不明である。

方向はN30°Eをとる。柱間寸法は、北から1.7m+ 

1.4mを測る。柱掘形は平面円形をなし、径は0.4m

前後、柱痕跡は径15cm前後である。残存する深さは

検出面から約15cmと浅い。

出士遺物は確認されなかった。

(3) その他の遺構と遺物

土坑SK7 (第78図） SB2の西側の位置で検出し

た小士坑から土師器の甕あるいは鍋 (5)が破片の

状態で出士した。検出した土坑は径約55cm、険出面

-134-



A
 

-LU 

＼
 

B
-

二

吋 ~1 廿 c:::i[ u..l 

A
 

A' 

48.00m 

B
 

8' 

48.00m 

C c・ 
48.00m 

゜
2m 

@ 

ニロ 厄
~__L 

G -
G' 
47.50m 

第77図 S84•5 実測図 (1 : 40) 

-135-



ぃーロ
I 
c:::J 

〇 20cm 

0 5m 
I I ―—丁―—― 1 ―「――T―-- -―--I 

第78図 SK? 遺物出土状況図 (1: 10) および出土遺物実測図 (1: 4) 

からの深さは約20cmを測る。

出土遺物 出土した土器は、破片の状態で出土した

が接合が困難であるため把手のみ実測し、掲載し

た。把手の形状は板状で、全体に磨滅が著しいため

調整などは不明だが、 T寧に面取りされていた様子

がうかがわれる。体部との接合方法は、貼り付けに

よると考えられる。

3 まとめ

今回の調査では、弥生時代中期の方形周溝墓と後

期の環壕を検出した。

方形周溝墓は 1基のみ確認された。同一尾根の下

位で実施された第2次調査では19基の方形周溝墓が

検出され、その配置状況から墓道を推定することも

可能であるという心この第2次調壺の成果と合わ

せて考えてみると、両調壺区を含む範囲にはひとつ

の墓域が広がっていたことが推測される。両調査区

の周溝墓を比較すると、規模や配置状況等におい

て、第2次調壺の方が優勢である。また、立地条件

においても、第2次調査区の方が眺望に優れている

といえる。しかし、今回の調壺区の東から南西側に

かけて平坦面が存在しており、現在では竹が繁茂し

ているために分かりにくいが、当時は最も眺望に優

れた場所であったと思われる。 SX6の南半は後世

の削平により破壊されているが、本来は平坦面が存

在していたものと考えられる。

こうした状況から、第 1次調査区から第2次調壺

区にかけて広がる墓域の中心部はこの平坦面に存在

するのではないかと推測される。なお、金塚遺跡の

報告のなかでも触れられているが、この山村遺跡の

方形周溝墓群は谷を挟んで存在する集落遺跡の菟上

遺跡に伴う墓域であることが考えられている。

次いで、環壕についてであるが、環壕 (SD2) 

は尾根を分断する形で掘削されている。現在、山村

遺跡の立地する丘陵裾を通る伊坂町から広永町へ至

る市道から分岐し山村ダムヘ向かう道の東側に、か

つて小谷状に入り込む地形があったことが、旧地形

図から読み取ることができる。この小谷状の地形

は、現在も確認することができ、溜め池として利用

されている。 SD2は南北方向に掘削された後、丘

陵下位の調壺区外へは、やや東へ方向を変えていく

ことが検出状況から想定され、 SD2と小谷とがか

つては繋がっていた可能性が示唆される。仮に両者

が繋がっていたとすると、環壕は丘陵上位を弧を描

く形で取り囲み、かつ尾根を分断していたことにな

る。山村遺跡の立地する尾根は墓域が形成されたこ

とからもわかるように比較的傾斜が緩やかで、金塚

遺跡へ至るには容易なルートである。したがって、

ここに環壕を掘削することは、尾根を分断し、丘陵

上位に存在する集落への進入路をふさぐという、防

御的な機能を高めるものであるといえる。北側斜面

で続きが検出されなかった理由として、傾斜の緩や

かな南側に比べ、傾斜が強く場所によっては崖面を

形成しているためと考えられる。
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以上のことから、 SD2は高地性集落である金塚

遺跡を直接取り囲む 3条の環壕と同時期に掘削され

た外側の環壕であり、金塚遺跡は内外二重の環壕に

囲まれていた可能性が高いことが判明した。

なお、 SD2が掘削された段階では、すでに墓域

としては機能していなかったものと考えられる。

［註l

① 調査担当者である萩原義彦氏の教示による。

規模 柱 間 柱 掘 形
棟方向 出土遺物 備 考

桁行X梁行 桁間(m) 梁間(m) 平面形 規模(m) 深さ (cm)

SB4 2 X 2 l. 4 l. 4 Nl5°E 円 0. 25~0. 8 10~20 土師器片

SB5 (2) X - 1. 7+1.4 N30°E 円 0.4 15 

表18 掘立柱建物一覧

規 模
断面形 出土遺物 備 考

長(m) 最大幅(m) 深最部(m)

SD 1 (3. 8) 1. 1 0.25 逆台形

SD2 (45.2) 4.6 l. 8 V 字 須土恵師器器

表19 環壕一覧

規模(m)
周溝

幅(m) I 深さ (cm)
平面形 出土遺物 備 考

SX6 7.8X- 0.8~1.0 35 方形 弥生土器壺 南西部分破壊

表20 方形周溝墓一覧

報告書 法 量(cm) 成形・調整

番号
出士地点 登録番号 器種等

技法の特徴
色 調 胎上 焼成 残存度 備 考

口径 器高 その他

1 
G-5 6 

1001-01 
須恵器

(18 0) (1. 4) 回転ナデ
内：橙 (5YR6/6)

密 やや不良 口縁部1/7SD2上層 杯蓋 外： ，， 

2 
G-6 
1001-02 

須恵器
(14 8) (2. 9) 回転ナデ

内．灰黄 (25Y7/2) -0. 2mm大細砂
良好 口縁部1/8S02 3層 壷 外 ，，， 含む

3 
K-3 
1001-04 

弥生土器
(2.4) 凹線2条

内．褐灰 (5YR5/l) -lmrn大砂粒多
良好 口縁端部 受口状口縁

SX6 亜- 外： I,, 量に含む

D-9 弥生土器 内黄褐閾(2. 5Y5/4) -0. 5mm大砂粒 口縁部欠損
4 SX3 

1002-01 
亜-

(24. 7) ハケメ 外．黄橙 7 5YR7/8) 
多量に含む

体部1/3
体部著しく風化

底部：黒 (2.5Y3/2) 

5 
H-2 
1001-03 把土手師付器甕 (4. 6) ナデケズリ

内黄橙(lOYRS/6) -0. 4mm大砂粒
把手のみ 著しく風化

SK7 外：ク 含む

表21 遺物観察表
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写真図版
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写真103 調査区全景 （北西から）

写真104 調査区全景 （垂而）
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写真105 SD 2斜面部分 （南から）

写真106 SD 2平坦部分 （北匝から）
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写真109 S X 6全最 （東から）
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写真110 SX6全景 （南から）
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写真111 SX6遺物出土状況 （東から）
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写真112 S84全景 （北東から）
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写真114 SX3出土遺物
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V 自然科学分析

1 はじめに

金塚遺跡・金塚横穴墓群から出土した金属製品に

ついて、財団法人元興寺文化財研究所に分析を委託

した。 H的は、各種成分や製作状況の分析である。

対象とした資料は、横穴墓群から出土した耳環 8

点、空玉4点、竪穴住居 (SH19)から出土した銅

鐸片 l点である。分析の方法として、上記13点につ

いては (1)ケイ光X線分析、銅鐸片については (2)

鉛同位体比法も行った。なお、上記の分析と同時

に、劣化が激しく脆弱な金属製品（横穴墓群出士の

鉄釘、 JJ子など）の保存処理も委託したため、以下

に報告する資料番号は、その際に使用したもので、

欠番は保存処理の資料番号である。 （服部）

(1) 金塚遺跡・金塚横穴墓群出土遺物のケイ光X線分析

1 調査対象

No.3 銅鐸片 1点

No. 4-11 耳環 8点

No.25-28 空韮 4点

2 内容

各遺物の表面から非破壊でケイ光X線分析（以下、

XR  F) による元素分析を行った。

3 使用機器及び測定条件

● エネルギー分散型ケイ光X線分析装置（セイコー

No. 遺物名 分析個所

①表面銀色部分

4 耳環 ②表面黒色部分

③芯部分

①表面銀色部分

5 耳環A ②表面黒色部分

③芯部分

①表面銀色部分

6 耳環B ②表面黒色部分

③芯部分

①表面銀色部分

7 耳環c ②表面黒色部分

③芯部分

8 耳環a ①黒色部分， 耳環b ①黒色部分

①茶色部分

10 耳環c ②接面白色部分

③接面黒色部分

11 耳環d ①黒色部分

25 空玉
①表面部分

②接合したとみられる部分

空玉
①表面部分

26 
②接合したとみられる部分

空玉
①表面部分

27 
②接合したとみられる部分

28 空宝
①表面部分

②接合したとみられる部分

3 銅鐸片 破片表面

表 1 各遺物のXRFによる検出元素

（財）元興寺文化財研究所

インスツルメンツ（株）製 SEA5230)試料の微小領

域にX線を照射し、その際に試料から放出される各

元素に固有のケイ光X線を検出することにより元素

を同定する。

モリブデン管弾使用、大気条件下、

コリメータ0.1mm、管電圧50Kv(微小部）

コリメータ1.8mm、管電圧45Kv

4 成果と考察

XRF分析

検出冗素 図 報告書番号

Ag、Cu、Fe、Au 1 

Cu、Ag、Fe 2 180 

Cu、Ag、Fe、Br 3 

Cu、Ag、Fe 4 

Ag、Cu、Fe 5 183 

Cu、Fe、Ag 6 

Cu、Ag、Fe 7 

Cu、Ag、Au、Br、Fe 8 182 

Cu、Ag、Fe、Au、Pb ， 
Cu、Ag、Fe 10 

Cu、Ag、Fe 11 181 

Cu、Fe、Ag、Pb 12 

Sn、Fe、Cu、Pb 13 

Sn、Fe、Cu、Pb 14 

Sn、Fe、Cu、Pb 15 

Sn、Fe、Cu、Pb 16 231 

Sn、Fe、Cu、Pb 17 

Sn、Fe、Cu、Pb 18 

Ag、Br、Cu、Fe、Au 19 
184 

Ag、Br、Cu、Fe 20 

Ag、Br、Cu、Fe、Au、(Hg) 21 
185 

Ag、Br、Cu、Fe、Au、(Hg) 22 

Ag、Br、Cu、Fe、Au 23 
186 

24 Ag、Br、Cu、Fe、Au
Ag、Fe、Cu 25 

187 
Ag、Br、Cu、Pe、Au 26 

Cu、Pb、Ag、Sb、As、Fe、Bi 27 125 
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No. 重量 a b a b' C d C d' 
(g) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) 

4 8.8 25.2 28.l 15.3 16.6 4. 7 4.8 4.9 4.8 

5 30.4 32.2 33.6 14.4 17. 7 8. 1 9.0 8.8 9.6 

6 33.0 31. 6 35.9 15.4 19.0 8.1 8. 7 8.6 8.6 

7 17. 1 28.0 31. 2 14. 7 17.9 6.3 7.0 6.6 6.6 

各遺物の分析個所は写真

1~3 に、 XRF スペクト

ルは図 1~27、検出元素は

表 1、耳環の法量は表2に

まとめた。 表2 No.4-7 耳環の法量

1) No. 4 耳環

芯の上に土壌と一体になった黒色系のものが付着

しており、銀色光沢の部分が点在している。表面銀

色部分①、黒色部分②は銀 (Ag)、銅 (Cu) を主に

検出しており、①は銀のピークが顕著である。①で

検出している金(Au)は非常に微小なピークである。

鉄 (Fe)は土壌に由来するとみられる。芯の灰緑色

部分③は銅製とみられる。おそらく臭素 (Br)は銀

と結合しているもので、ここで検出された銀は銅に

ふくまれるものか、そのうえの①や②の部位からく

るものか、不明である。また、いずれの個所からも

水銀 (Hg)は検出されていない。銅芯に銀板を巻い

ていたとみられるが、劣化が進み表層がほとんど失

われているので、本来の状態は不明である。

2) No. 5 耳環A

芯の緑色部分③はほとんど銅で、銀をわずかに検

出している。芯の周りには板が存在し、部分的に銀

色光沢がみられる。板の表面銀色①、黒色部分②か

らは主に銀と銅を検出した。これらの検出元素と、

遺物の状態から判断すると、銅芯に銀板を巻いて仕

上げたとみられる。しかし銀板の上に鍍金などが施

されていたかどうかについては、現状では不明であ

る。接面は板が欠損しており、仕上げの方法はわか

らなかった。

3) No. 6 耳環B

No.5の耳環Aと同様の作りとみられるが、表層

板の欠損がない。表面の銀色光沢部分①と黒色部分

②からが主に銅、銀を検出し、わずかに金、臭素、

鉄のピークも得られた。芯に由来するとみられる淡

緑色の腐食生成物③からは主に銅、銀、他に金、鉛

(Pb)、鉄を検出している。

銅製の芯はわずかに鉛を含み、その芯の上に銀板

を巻いているとみられる。金がわずかに検出されて

おり、銀板の上に鍍金などを施していた可能性もあ

るが、現状では判断できない。接面は板を折りたた

んで仕上げてある。
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4) No. 7 耳環c

芯の緑色部分③は主に銅で、わずかに鉛、鉄、銀

を検出した。表面の銀色部分①と黒色部分②とは主

に銅と銀である。状態から判断して、銅芯に銀板を

巻いて仕上げていると思われるが、その上に鍍金な

どがあったかどうかは不明である。

5) No.8-11 耳環a、b、C、d

いずれも主にスズ (Sn) を検出しており、スズ製

の環である。他に銅、鉛を含むとみられ、鉄は土壌

由来と考えられる。これらのうちNo.10耳環 cは環

の末端（接面）が残存していた。接面は中心と縁の

色調が異なっていたが、検出元素としては特に大き

な差はなかった。

6) No.25-28 空玉

いずれも主に銀を検出し、銀製の空玉である。臭

素は銀に接合しているものと考えられる。 No.25、

27、28は金、銅を含むとみられる。

接合部の外観は、表面が溶けたような痕跡がみら

れるもの（例：写真2のNo.28)や、部分的に接合が

不完全な個所（例：写真2のNo.26)が観察された。

接合部の検出元素は、空玉表面と同様であった。

No.26ではさらに水銀 (Hg)のLa線とみられるピー

クが観察され、これは表面と接合面どちらにも共通

していた。水銀のL/J線が、臭索のKa線と重なっ

てしまうので断定はできないが、水銀が含まれてい

るとみられる。

これまでの分析事例では、空玉表面と接合部とで

は特に検出元素に差はないことが多かった。今回も

その点については同様である。

7) No. 3 銅繹片

主に銅を検出し、その他に鉛、銀、アンチモン

(Sb)、ヒ素 (As)、鉄、ビスマス (Bi) を含んでい

た。この破片からはスズを検出しなかったが、腐食

により溶出したと考えられるので、当初の組成は不

明である。



No.4 耳環 G汁寸近 (X6) 

‘③ 

No. 5 耳環A 接面 (X4)

C
 

③
 

No.6 耳環B 接面 (X4) 

③
 

①
 
No. 7 耳環C 0)f寸近 (X6)

写真1 分析箇所と顕微鏡写真
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No.8 耳環a

No.10 耳環 c

ヮ
No. 25 空玉

①
 

ヽ
3
 

①
 

t・'' J, ~ 

1
 No.9 耳環b

No.10 耳環d

”
 

No.10 接面 (X6)

No.26 空玉 No. 26 接合部 (XS)

曇
②
 

ー
専『

胃

No. 27 空玉 No.28 空玉 No. 28 接合部 (XS)

写真2 分析箇所と顕微鏡写真
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ー

朧
写真3 No.3 銅鐸片の分析および採取箇所
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Fe 

0.00 keV !32.05 keV 

図1 No. 4 耳環 ①のXRFスペクトル 図4 No. 5 耳環 ①のXRFスペクトル

,25.79 cps I A ''';4_黒SPC.炉 a.sn cps, ・1 A• 

Cu 
Ag 

Cu 

32.05 k.eV 0.00 keV 
~ 

j32.05 keV 

図2 No.4 耳環 ②のXRFスペクトル 図5 No. 5 耳環 ②のXRFスペクトル

認 3cps;I, A:'- ぃ~ 379.S cps I . A 足淡繰SPC

Cu Cu 

0.0D・keV 32疇05keV o.oo keV 32.05畑V

図3 No.4 耳環 ③のXRFスペクトル 図6 No.5 耳環 ③のXRFスペクトル
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S、11:67cpsがl:A『 25.79c険

Cu 

Cu 

Ag 

0.00 keV. !32.05 keV 0.00 keV : 132.05 keV 

図7 No.6 耳環 ①のXRFスペクトル 図10 No. 7 耳環 ①のXRFスペクトル

:11:ss,E蕊［ふ

Cu 
Cu 

A_g 

0.00.keV 32.0S・keV 0.00 keV ・. ·•.. ,32.05総V

図8 No.6 耳環 ②のXRFスペクトル 図11 No. 7 耳環 ②のXRFスペクトル

"ー.. 
:.: ·"'ゞ6淡緑SPC/~,:,:;、 3 べ\

Cu Cu 

Ag 

32.05 keY 

図9 No.6 耳環 ③のXRFスペクトル 図12 No. 7 耳環 ③のXRFスペクトル
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94.59. C硲 IA

Sn 

図13 No. 8 耳環 ①のXRFスペクトル

'06:54 CJ)S;'.t .A¥, 

Sn 

図14 No. 9 耳環 ①のXRFスペクトル

B6,54 CJ:)$ 

Sn 

:{必，,,[32.07,~av 

図15 No.10 耳環 ①のXRFスペクトル
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図16 No.10 耳環 ②のXRFスペクトル

~ し
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Sn 

Pb 

図17 No. 10 耳環 ③のXRFスペクトル

98.~9:cpsぶ〗

Sn 

,t,: 次i:。:'.I 32.07 keV 

図18 No. 11 耳環 ①のXRFスペクトル



129.2 cps I A 25_表SPC 118.2 cps 筵接.s陀~;< 

Ag Ag 

0.00 keV [ 32.07 keV 32.07 keV 

図 19 No. 25 空玉 ①のXRFスペクトル 図22 No. 26 耳環 ②のXRFスペクトル
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Ag Ag 

Br 

Fe Cu 

0.00 keV 32.07 kaV 

図20 No. 25 空玉 ②のXRFスペクトル 図23 No. 27 空玉 ①のXRFスペクトル
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空玉 ①のXRFスペクトル 図24 No. 27 空玉 ②のXRFスペクトル

-153-



113.0 cps. I A 2見表.SPC

Ag 
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図25 No. 28 空玉 ①のXRFスペクトル
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Ag 

32.07 keV 

図26 No. 28 空玉 ②のXRFスペクトル

Cu 

図27 No. 3 銅鐸片のXRFスペクトル
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(2) 金塚遺跡から出土した銅鐸片についての鉛同位体比

1 資料

資料は三重県四日市市山村町金塚遺跡から出土し

た銅鐸片である。焼失した住居跡から出土してお

り、住居焼失後廃棄された可能性があるのことであ

る＂）。鉦部分の破片と考えられるが、残存状況は悪

い。資料の写真を写真 lに示した。なお、試料は写

真 lに示した〇印の破片を用いた。

2 分析法

1) 鉛同位体比法による青銅原料の産地推定

産地推定のために鉛同位体比法を利用した.2) 。一

般に、鉛の同位体比は鉛鉱山の岩体が違えばそれぞ

れの鉱山毎に異なった値となることが知られてお

り、産地によって特徴ある同位体比を示すことが今

までの研究でわかっている。そこで、鉛の産地の違

いが鉛同位体比に現れるならば、文化財資料に含ま

れる鉛の同位体比の違いは材料の産地を示すと推定

される。古代の青銅には鉛が微量成分として0.01%

程度、あるいは主成分の一つとして 5-----20%含まれ

ている。鉛同位体比の測定に用いられる鉛量は測定

器（質量分析計）の感度が非常に良いため、 1マイ

クログラムの鉛があれば十分である。また試料は青

銅の金属部分でも錆部分でも、同位体比は変わらな

いことが示されているので、資料からは錆を微少量

採取するだけで十分である。そこでこの方法を本資

料の材料産地の推定に利用することを試みた。資料

から錆の一部を採取し、鉛を化学的に分離し、表面

電離型質量分析計で同位体比を測定しだ〗

2) 鉛同位体比の測定

資料から微少量(1mg以下）の錆を採取して、鉛同

位体比測定用の試料とした。錆試料を石英製のビー

カーに入れ、硝酸を加えて溶解した。この溶液を白
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金電極を用いて直流2Vで電気分解し、鉛を二酸化

鉛として陽極に集めた。析出した鉛を硝酸と過酸化

水素水で溶解した。 0.lμgの鉛をリン酸ーシリカゲ

ル法で、レニウムフィラメント上に載せ、サーモク

エスト社製全自動表面電離型質量分析計 MAT262

に装着した。分析計の諸条件を整え、フィラメント

温度を1200℃ に設定して鉛同位体比を測定した。

同一条件で測定した標準鉛NBS-SRM-981で規格化

し、測定値とした。

3 鉛同位体比の結果と考察

1) 鉛同位体比測定値

測定した鉛同位体比を表 lで示した。この値を今

までに得られている資料と比較するために鉛同位対

比の図で示した（図 1)。

縦軸がzospb/206Pbの値、横軸がzo1Pb/206Pbの値とし

た図を仮にA式図と呼ぶこととする。この図で鉛同

位体比に関して今までに得られている結果を模式的

に表わし、今回の結果をこのなかにプロットし

たバ -8)。日本の弥生時代に相当する頃の東アジア地

域において、 Aは中国前漢鏡が主として分布する領

域で、後の結果からすると華北産の鉛である。 Bは

中国後漢鏡および三国時代の銅鏡が分布する領域

で、華南産の鉛である。 Cは現代の日本産の大部分

の主要鉛鉱石が入る領域、 Dは多鉦細文鏡が分布す

る領域の中央線として示され、朝鮮半島産の鉛と推

定される。また aは弥生時代の後期銅鐸が示した特

別な鉛を意味する領域である。

縦軸がzo1pb/204Pbの値、横軸が206Pb/204Pbの値とし

た図をB式図と呼ぶこととする。この図の中でA'、

B'、c・、D' は中国華北、華南、 H本、朝鮮半島
産の鉛領域を表わす。

これらの図の中に、測定値を●で示した。



2) 考察

金塚遺跡から出土した銅鐸片は、図 1のA式図に

おいてA領域の中でも a領域に位置した。 B式図に

おいても同様である。このことから、この銅鐸片は

華北産の中でも規格化された鉛を用いていると思わ

れる。

これまでの研究から、銅鐸は菱環鉗式がD領域、

測定番号 資料名

HS885 I 銅鐸片

誤差範囲

206Pb /204Pb 

17.736 

士0.010

201pb/204Pb 

15.549 

士0.010

外縁付鉦 1式がD領域と A領域、外縁付鉗2式がA

領域、扁平鉦式がA領域、突線紐l式がA領域と a

領域、突線鉦 2~5 式が a 領域に位置することがわ

かっている。金塚遺跡から出土した銅鐸片は a領域

に位置したので、いわゆる近畿三遠式と呼ばれる後

期銅鐸と同じ材料を用いて作られていると推定でき

る。

zospb /204Pb 

38.407 

土0.030

z01pb/206Pb 

0.8767 

土0.0003

zospb/206Pb 

2.1655 

土0.0006

表1 銅鐸片の鉛同位体比
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(3) 三重県広永横穴墓群、金塚横穴墓群出土の古墳時代人骨

松下孝幸＊

【キーワード】：三重県、古墳時代人骨、横穴墓、保存不良

1 はじめに

広永城跡は三重県三重郡朝日町大字埋縄字口山田

と四日市市広永町字内ノ坪にまたがる室町期の中世

城跡であるが、近畿自動車道名古屋神戸線（第二名

神高速道路）建設のために、遺跡の範囲確認調在が

1997年に、翌1998年には発掘調在がおこなわれた。

発掘調査の結果、城跡の一部の堀切と士塁が確認さ

れ、横穴式石室 l基とさらに横穴墓が発見された。

横穴墓は 3基が確認され、そのうちの 2基 (SX-7、

SX-11)から人骨が検出された。

また、金塚横穴墓群は、四日市市山村町字池ノ谷

に所在する。この遺跡も近畿自動車道名古屋神戸線

建設のために調介がおこなわれた。調究の結果、弥

生時代後期の環濠と竪穴式住居、古墳時代の横穴墓

群や土城墓などが検出された。横穴墓は 4基存在し

ており、そのうちの 1基 (SX-13) に人骨が残って

いた。

三重県内での横穴墓群は、現在のところ 4遺跡が

知られているにすぎない。四日市市の死人谷（しぶ

とだに）横穴群 (16基）、亀山市陰涼寺（おんりょう

じ）横穴群、鈴鹿市山辺（やまべ）横穴群、津市半田

（はんだ）横穴群であるが、本格的な調壺はおこなわ

れていないという。

広永・金塚横穴墓群から出土した人骨は保存状態

がきわめて悪かったが、人骨出士の少ない地域だけ

にこの古墳人骨は貴重な資料である。現場での人骨

の検出や発掘調査には立ち会えなかったが、人骨の

まわりの土壌とともに取り上げられていたので、出

土時の様子を知ることができた。保存状態が著しく

悪いので、人骨の周りの砂を時間をかけて落としな

がら、以下の所見を得たので、報告しておきたい。

資料

表1 資料数 (Table1. Number of materials) 

成人 幼少児 不明 合計

男性 女性 不明

広永横穴墓群

金塚横穴墓群

合計

゜
ー ー ー 3

 

ー 2
 ゜ ゜

3
 

ー 3
 

ー ー 6
 

広永横穴墓群では 2基の横穴墓から合計3体の人

骨が、金塚横穴墓群では 1基の横穴墓から 3体の人

骨が検出されたので、今回、合計6体の古墳時代人

骨が発掘されたことになる（表 1)。各遺跡から出土

した人骨の性別、年令は表2のとおりである。

人骨の所属時代は考古学的所見から、いずれも 7

世紀の古墳時代後期と推定されている。

人骨の保存状態は著しく悪く、出士時点では人骨

を確認することができても、時間とともに痕跡がな

くなっていったものもあるようで、土と一緒に取り

上げられていても骨の同定が不可能なものが多かっ

た。
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表 2 出土人骨一覧 (Table2. List of skeletons) 

遺跡名 墓番号 体数

広永横穴墓群

SX-7 2体

l体

金塚横穴墓群

SX-13 3体

人骨番号

A-1人骨

A-2人骨

性別、年令など

小児

成人、性別不明

年令不明、性別不明

A 男性、成年～壮年

B 性別不明、成年～壮年

c 性別不明、壮年

なお、性判別については所見の項でそれぞれの個体ごとにその推定根拠を挙げた。年齢区分に関しては表 3の

基準のとおりである。

表 3 年齢区分 (Table3. Division of age) 

年齢区分 年齢

未成年 1歳未満乳児

幼児

小児

成年

1 歳~5 歳（第一大臼歯萌出直前まで）

6 歳~15歳（第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）

16歳~20歳（蝶後頭軟骨結合癒合まで）

成人 壮年

熟年

老年

21歳~39歳

40歳~59歳

60歳以上

注） 成年という用語については土井ヶ浜遺跡第14次発掘調壺報告書(1996)を参照されたい。

所見

1 広永横穴墓群①

1) SX-7② 

(1) aブロックR

頭蓋と歯および四肢骨らしい長骨が残存してい

た。人骨は 2ヶ所にみられ、いずれも耳環のそばで

ある。取り上げられていた人骨は風化が進んでいた

ので、人骨の状況はあまりよくわからないが、現場

の写真と実測図を手がかりに人骨をさらに露出して

みた。その結果、 1個の耳環のそばにあったのは下

顎体の左側部と左側の大臼歯冠2個であった。もう

1個の耳環のそばに残っていた人骨は細長い形状を

しており、下顎骨の一部とは思えない。慎重に士を

除き、骨質を確かめたところ、どうも四肢骨の一部

らしい。人骨の位置が不自然なので、頭蓋本人の四

肢骨ではない可能性がある。

残存していた 2本の大臼歯は、下顎の左側の第二

大臼歯 (A-1) と第三大臼歯の歯冠 (A-2)である。
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第二大臼歯冠には咬耗はみられないが、第三大臼歯

の歯冠には咬耗が認められるので、この 2本の歯冠

は別個体に属する歯冠と思われる。

第二大臼歯 (A-1) の歯冠に咬耗が認められない

ので、まだ未萌出だったと思われ、 A-1の年令は12

歳未満の小児と推定される。第三大臼歯 (A-2) は

すでに萌出していたようなので、 A-2は成人と思わ

れる。

四肢骨の一部が下顎骨にかなり近いところから検

出されており、また 2個の歯冠が別個体の可能性が

強いことから、人骨は埋葬された当時の状態を保っ

ていなかったようである。

(2) bブロックR

3cmx 4cm大の骨の小片であるが、いくつかに

割れており、その間に耳環 1個がはさまるようにし

て残存していた。風化が進行しているので、骨の種

類を肉眼では明確にはできなかったので、実体顕微

鏡を使って観察した。板状をしており、板間層様の



構造が見られたので、おそらく頭蓋の一部であろ

う。厚さは薄い。性別、年齢は不明である。

(3) 人骨の体数

耳環が4個検出されている。検出された位置がか

なり近いことや、耳環の側から四肢骨片が検出され

たことから、人骨や歯は埋葬当時の状態を保ってい

なかったようであるが、耳環の近くから頭蓋片や歯

冠を検出したので、頭蓋は耳環の側にあったものと

思われる。保存状態が著しく悪かったので、正確な

人骨の体数は明確ではないが、 2個の歯冠はそれぞ

れ別個体に属するようなので、被葬者は少なくとも

2体で、そのうちの 1体ば性別不明の成人、残りの

l体は小児と思われる。

2) SX-11R 

耳環の下から人骨が検出された。残っていたのは

黒変し、痕跡的状態のものであるが、形状は細長い。

骨の種類を明らかにするために、骨の露出を試みた

が、これ以上の所見は得られなかった。性別、年齢

は不明である。

2 金塚横穴墓群

SX-13 (2号墓）

頭蓋2個(A、B)と四肢骨が残存していた。耳環

の存在からこのほかにもう 1個の頭蓋の存在が予想

されたが、確かに他の 2個の頭蓋に伴う下顎骨とは

別の下顎骨（頭蓋C)を確認することができたので、

本横穴墓から 3体の頭蓋が検出されたことになる。

1) 頭蓋

(1) 頭蓋A (男性、成年～壮年）

下顎骨は正面を向いているが、下顎骨以外の頭蓋

は左の側頭部を下にして倒れた状態で出士した。頭

蓋は輪郭をかろうじて確認できる程度の残りであ

る。外後頭隆起の様態を確認するために後頭部の露

出を試みたが、骨は残っていない。年齢を推定する

ために脳頭蓋の縫合を探してみたが、確認できな

かった。下顎骨は下顎体と下顎枝が残っていたが、

関節突起や筋突起は残存していない。下顎枝の幅は

やや広い。上顎骨と下顎骨の歯槽部には歯が釘植し

ていた。歯は下顎の両側第三大臼歯を除くすべての

歯が残存していたようであるが、発掘調査時に露出
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された切歯群はエナメル質が劣化し、一部破損し、

すでに失われていたものがある。上顎の第三大臼歯

は左右ともまだ萌出していなかったようである。下

顎の第三大臼歯を探してみたが、両側とも歯冠すら

存在しなかったので、下顎の第三大臼歯はおそらく

先天的欠損であろう。咬耗はいずれの歯もかなり弱

く、 Brocaの1度（咬耗がエナメル質のみ）である。

性別は、外後頭隆起や眉上弓の隆起の様態が不明

なので、明確なことはわからないが、下顎枝が幅広

いことから推測すれば、男性の可能性が強い。年令

は、縫合が観察できなかったので、縫合の閉鎖状態

からは推測できない。上顎の第三大臼歯が未萌出

だったことと歯の咬耗が著しく弱いことから考える

と、年令は成年から壮年の前半頃と推定しておきた

しい

(2) 頭蓋B (性別不明、成年～壮年）

頭蓋は遺体が安置された状態を保っており、顔面

は正面を向いていた。骨の保存状態は著しく悪く、

頭蓋の輪郭がかろうじてわかる程度で、ほとんど痕

跡的である。下顎骨も残っていたが、緻密質の表面

が士壌の表面に張り付いている状態で、士を取り除

き、人骨を露出することがほとんどできなかった。

歯が上下両顎に釘植していたが、切歯群はエナメル

質がすでに脆弱化しており、一部は失われていた。

第三大臼歯が放出していたかどうかを確かめるため

に、士を慎重に落としていった。下顎の両側からは

第三大臼歯を確認できたが、右側は水平知歯で、左

側は歯冠に咬耗の跡が全く認められなかった。ま

た、上顎は右側の第三大臼歯を確認できたが、未萌

出だったようである。左側は存在しなかった。残存

歯を次に歯式で示した。また、歯の咬耗は頭蓋Aと

同じ程度に弱く、 Brocaの1度である。

: : : : : : : ;1; ~:: こ:~; 
〔／：不明（破損）〕

性別を推定するために、後頭部を露出し、外後頭

隆起の検出を試みたが、後頭部は残存していなかっ

た。前頭骨はすでに失われており、眉上弓などの観

察もできなかった。

年令は、縫合の観察ができなかったので、縫合の



閉鎖状態から推測できない。第三大臼歯は前述して

いるようにまだ萌出していなかったようなので、年

令は頭蓋Aとあまり大差ないようである。従って、

本頭蓋も成年から壮年の前半の可能性が強い。性別

は残存していた部分からは推測できない。

(3) 頭蓋C (性別不明、壮年）

本頭蓋は頭蓋Aと頭蓋Bとは反対側にあったもの

である。残っていたのは下顎骨と遊離歯冠のみで、

残存量はかなり少ない。前述したように、この位置

で検出された下顎骨は頭蓋Aと頭蓋Bの下顎骨とは

異なる下顎骨なので、この下顎骨が検出された場所

にもう 1個の頭蓋があったことは間違いない。下顎

骨は左側の下顎体から下顎枝にかけての部分であ

る。同定可能な遊離歯冠は 5本で、上顎の右側第一

小臼歯、左側の第三大臼歯、下顎の右側第一、第二、

第三大臼歯が残っていた。咬耗度はいずれもBroca

の1度であるが、第一大臼歯の咬耗程度は頭蓋Aと

Bよりも咬耗していた。

また、床の排土のふるいかけによって右側頭骨の

錐体が検出された。残りはかなり良好なことから頭

蓋A、Bのものとは考えがたい。おそらく頭蓋Cの

一部であろう。

歯のサイズが大きいので、男性の可能性が強い

が、確証がないので、一応性別は不明としておきた

い。年令も縫合が観察できなかったので、推測がで

きないが、歯の咬耗が弱く、咬耗がエナメル質にし

か及んでいないことから推測すれば、比較的年令が

若いと考えられるので、壮年としておきたい。

2) 四肢骨

A-1 

検出された位置から推測すれば頭蓋Aの一部と思

われるが、取り上げられたものから骨の種類を同定

することはまったくできない状態であった。

A-2 

3個の長骨であるが、いずれも髄腔を木の根が貫

通しており、かろうじて緻密質が残っている状態

で、空気にさらされてほとんど朽ちる寸前状態であ

る。まだ士中に埋もれている部分を丁寧に露出した

が、おそらく 3本とも大腿骨であろう。一番下に
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なっているのが頭蓋Aの大腿骨で、 A-3(大腿骨）

と対になると思われる。上の 2本が頭蓋Cの両側の

大腿骨の可能性が強い。頭蓋Aは埋葬時の状態をほ

ぼ保っているものと考えられる。大きさは 3本とも

小さく、骨体は細い。粗線や柱状性などの形態的な

特徴は 3本ともわからない。

A-3 

これも大腿骨の骨体である。状態はきわめて悪

い。左側の骨体と思われる。前述しているように、

頭蓋Aの左側大腿骨だろう。

A-4 

取り上げられたものからは骨の種類は全くわから

ない。図面からは腔骨と排骨のようである。 A-5が

右側の胚骨と排骨であったから、 A-4は左側の胚骨

と排骨の可能性が強い。

A-5 

右側の胚骨と排骨のようである。そうすれば位置

から推測して、頭蓋Aの右側の胚骨と排骨である。

8-1 

人骨の検出された位置から推測すれば、頭蓋Bの

四肢骨の一部と思われるが、取り上げられたものは

粉状態で、骨の同定はできなかった。

3) 埋葬順序と体数

四肢骨の残りは頭蓋以上に悪いものであった。し

かし、骨の一部の特徴から下肢骨についてはある程

度同定が可能であった。検出されたり、取り上げら

れたもののうち同定ができたのは大腿骨、胚骨、排

骨であった。頭盗Aと頭蓋Cの下肢骨は重なって検

出されたが、頭蓋Aの大腿骨が頭蓋Cの下になって

いることから、頭蓋Aが頭蓋Cよりも先に埋葬され

ていたようである。

頭蓋は 3個残存していたが、 1体分は下顎骨のみ

であった。四肢骨も頭蓋の数とは矛盾するものでは

なく、おそらく 3体分であろう。従って、本横穴墓に

は人骨からみて少なくとも 3体分が埋葬されていた。

要約

三重県三重郡朝日町大字埋縄字口山田と四日市市

広永町字内ノ坪にまたがる広永横穴墓群と四日市市

山村町字池ノ谷にある金塚横穴墓群の発掘調壺が



1998年におこなわれ、玄室から人骨が検出された。

両横穴群から出土した人骨はいずれも取り上げるこ

とも、計測することもできないほど保存状態が悪

かったが、埋葬されていた被葬者の体数などを推測

することができた。人類学的観察などの結果は次の

とおりである。

1. 広永横穴群では調杏された 3碁のうち 2基か

ら、金塚横穴群では 4基のうち l基から人骨が

出土した。検出された人骨の保存状態はいずれ

も悪いものであった。

2. 広永横穴群ではSX-7号墓からは 2体、 SX-11号

墓からは 1体の人骨が検出された。また、金塚

横穴群では、 SX-13号墓から 3体の人骨が検出

された。

3. この 6体の人骨は、考古学的所見から 7世紀の

古墳時代後期に属する人骨である。

4. 広永横穴群のSX-7号墓出土人骨は、埋葬時の

姿勢を保ってはいなかったが、金塚横穴群の

SX-13号墓では埋葬時の姿勢をほぼ保った状態

で検出された。

5. 今回出土した人骨 6体のうち l体は成人か未

成人かの区別がつかない。残りの 5体のうち l

体は小児骨で、あとの 4体は成人骨と思われ

る。年齢を推測できた 3体はいずれも成年か壮

年と推定され、年齢は若い。

6. 性別が推測できたのはわずか l体で、金塚横穴

群のSX-13号墓から出土した 3体のうち 1体は

若い男性骨であった。

7. 人骨の保存状態が全般的に悪かったので、頭

型、顔面の形態などの特徴を知ることはできな

かった。また、四肢骨の特徴も不明である。

8. 三重県は南北に長く、北は伊勢湾に面し、南は

熊野が、中央には伊勢がある。古代から地理的

には重要な位置にあったと思われ、人類学的に

も興味深い地域である。この地域の古墳人の特

徴がわかるかもしれないと期待していたが、残

存状態が悪かった。今回は人骨の保存状態がよ

くなかったが、本例で、三重県でも人骨が残る

ことがわかったので、今後保存状態の良好な人

骨が出士する可能性も出てきた。今後に期待し

たし％
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① 田中久生「III.広永城跡・広永古墳群・広永横

穴墓群」『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）

愛知県境～四日市JCT 埋蔵文化財発掘調査概

報III」(1999.3)

② 全長7.5m、玄室部は長3.0m、奥壁輻1.55m、入口

幅1.2mを測り、平面長方形でやや銅張りとな

る。

③ 玄室人口から奥壁に向かい、 l.lm程進み、やや

西によった地点。西側棺台の中央やや北寄りに

当たる。

④ 玄室入口から奥壁に向かい、 0.6m程入った地

点。西側棺台入口側、 2個の石の中央に当た

る。 aブロックから0.6m程離れる。

⑤ 全長7.5m、玄室部は長3.lm、奥壁幅l.lm、入口

幅l.lmを測り、平面長方形、奥壁付近の横断面

がアーチ形を呈している。人骨の出土は、玄室

中央やや北東よりの地点。

* Takayuki MATSUSHITA 
The Doigahama Site Anthropological Museum 

〔土井ケ浜遺跡・人類学ミュージアム〕
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